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「人と湖の調和」をテーマにタ　平成7年に霞ケ浦で開催された「第6

回世界湖沼会議」においてタ「霞ケ浦宣言」が発せられました。茨城県

は，この「霞ケ浦宣言」を受け言人と自然の共生する環境の保全の創

造」という基本理念実現のため芦　霞ケ浦環境センター（仮称）の設立

を計画しました。これはタ　市民夕　研究者ヲ　企業及び行政の四者のパー

トナーシップのもとにタ　調査研究芦　環境学習，市民団体との連携夕　支

援夕　交流及び情報の収集儲発信の総合的拠点として整備するものであ

りタ　この霞ケ浦環境センター（仮称）予定地内には埋蔵文化財包蔵地

である戸疇中山遺跡が確認されました。

財団法人茨城県教育財団は，茨城県から埋蔵文化財発掘調査事業に

ついて委託を受け　平成摘年7月から平成且5年3月まで発掘調査を実

施しました。

本書はタ　戸疇中山遺跡の調査成果を収録したものであります。本書

が学術的な研究資料としてほもとよりタ　教育e文化の向上の一助とし

て芦　御活用いただければ幸いです。

なおタ　発掘調査から報告書の刊行に至るまで芦　委託者である茨城県よ

り多大なる御協力を賜りましたことに対しタ　厚く御礼申し上げます。

またタ　茨城県教育委員会，土浦市教育委員会夕　霞ケ浦町教育委員会を

はじめ芦　関係各位からいただいた御指導夕　御協力に対しタ　衷心より感

謝の意を表します。

平成16年3月

財団法人　茨城県教育財団

理事長　斎　藤　佳　郎



′1； 闘

ヱ　本書は芦　茨城県の委託によりタ　財団法人茨城県教育財団が平成摘年度に発掘調査を実施した，新治郡霞ケ

浦町太字戸略字中此　及び茨城県土浦市沖宿町字原山西に所有する戸崎中山遺跡の発掘調査報告書である。
t

2　当遺跡の発掘調査期間及び整理期間は下記のとおりである。

調　査、自皮目年7月11ト、出立．15年二〕月こ3＿111

整　理　平成15年5月＿11ト平成16年3月3111

3　当遺跡の発掘調査はタ　調査第一課長阿久津久のもとに行われ　担当は以下のとおりである。

調査第　あ課第1J岨ミ　　鮎肛和彦　　、日成1・1年7月1Iト、日成15年3県〕111

日「調査員　　　　　　吠野信長夫　、臣皮目年7月1！ト平成15年3月3＿1日

主仕調在日　　　　　　鴨志出祐1、日茂1ニ1年1（川11ト平成15年1月3111

間口「二調査員　　　　　浦f＝敏郎　　、巨Jkl十年7月＿1［ト、函文15年二日は111

4　当遺跡の整理及び本書の執筆の編集は言整理第一課長瓦吹堅のもとに行われ，担当は以下のとおりである。

！、事麿調杏員　　小竹茂美　　辛成15年5月1［ト、函k15年信服削1

第鼠章第1節　第2節夕　第2章第且節　第2節

第3章第且節　第2節

目「：調査員　　浦和敏郎　、函集15年5月1［ト、自戒1（う年3日鳥目！

第3章第3節　第4章

5　本書の作成にあたりタ　第2号墳主体部石棺内から出土した人骨の同定分析及び土壌分析については，パリ

ノをサーヴェイ株式会社に委託した。



凡

1当遺跡の地区設定は，日本平面直角座標第Ⅸ系座標を原点とし，Ⅹ＝＋8，240m，Y＝＋39，200mの交点を

基準点（Alal）とした。なお，この原点は，日本測地系に基づくものである。

この基準点を基に遺跡範囲内を東西・南北各々40m四方の大調査区に分割し，さらに，この大調査区を東

西・南北に各々10等分し，4m四方の小調査区を設定した。

大調査区の名称は，アルファベットと算用数字を用い，北から南へA，B，C…・，西から東へ1，2，

3…・とし，「Al区」，「B2区」のように呼称した。大調査区内の小調査区は，北から南へa，b，。・・・

・j，西から東へ1，2，3…・0とし，名称は，大調査区の名称を冠して「Alal区」，「B2b2区」のように

呼称した。

2　抄録の北緯及び東経の覧には，世界測地系に基づく緯度・経度を（）を付して併記した。

3　実測図・一覧表・遺物観察表等で使用した記号は次のとおりである。

遺構　住居跡－SI　掘立柱建物跡－SB　土坑TSK　清一SD　古墳－TM　塚－SX

ピット群TPG　ピットーP　井戸跡－SE

遺物　　土器－P　土製品一DP　石器・石製品－Q　金属製品－M　拓本土器TTP

土層　　撹乱－K

4　遺構・遺物の実測図中の表示は，次のとおりである。

［コ焼土・施粕・赤彩［コ炉欄維土器断面［コ粘土・炭化材　Ⅲ茅（炭化材）

●　土器　　○　土製品　　□　石器・石製品　　▲　金属器・金属製品

■　骨片　　一・一・一・一・一硬化面

5　土層観察と遺物における色調の判定は，『新版標準土色帖』（小山正忠・竹原秀雄編著　日本色研事業株

式会社）を使用した。

6　遺構・遣物実測図及び遺物観察表等の作成方法と掲載方法については，次のとおりである。

（1）遺構全体図は400分の1，遺構は原則的に60分の1に縮尺して掲載した。種類や大きさにより異なる場

合もある。

（2）遺物は原則として3分の1の縮尺で掲載した。種類や大きさにより異なる場合もある。

（3）「主軸」は，炉を通る軸線あるいは長軸（径）を主軸とし，その主軸が座標北からみて，どの方向にど

れだけ振れているかを角度で表示した。（例　N－100　－E）

（4）遺物観察表における計測値の単位はcm・gで示した。現存値は（）で，推定値は［］を付して示

した。備考の欄は，残存率，実測番号等，その他必要と思われる事項を記した。
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副　 書　 名 霞ケ浦環境センター （仮称）整備事業に伴う埋蔵文化財調査報告書

瞳　　 次

シ リ　ー ズ 名 茨城県教育財団文化財調査報告

シリーズ番号 第2 1 8 集

著　 者　 名 小竹　 茂美　　 浦和　 敏郎

編　 集　機　 関 財団法人　 茨城県教育財団

所　 在　 地 〒310－0911 茨城県水戸市見和 1 丁目356番地の2　 T E L　 O29－225－6587

発　 行　 機　 関 財団法人　 茨城県教育財団

所　 在　 地 〒310－0911 茨城県水戸市見和 1 丁目356番地の2　 T E L　 O29－225－6587

発　 行　　 日 2004 （平成16）年3 月26 日

ふ　 り　が　 な
所　 収　 遺　 跡

ふ　 り　 が　 な
所　　 在　　 地

コード 北　 緯 東　 経 標　 高 調 査期 間 調査面積 調　 査　 原　 因

声鳴軒山遺跡 いばらきけんにいはりぐん茨城県新治郡 08461 36度
4分
140度
16分
27．0 20020701 18，000扉 霞ケ浦環境センタ

かすみがうらまちおおあざとさき
霞ケ浦町太字戸崎 － 26秒 13秒 ′‾‾、、、ノ ′　　＼　．′ ー （仮称）整備事

あざなかやま　　　ばん　ち
字中山840番地ほ

か

464 （≡蓋） 仕 28．8m 2003033 1 業に伴う事前調査

所 収 遺 跡名 種　 別 主な時代 主　 な　 遺　 構 主　 な　 遺　 物 特　 記　 事　 項

戸崎中山遺跡 集落跡 縄文 竪穴住居跡　　 18軒 縄文土器 （深鉢） 縄文時代 ・古墳

時代 ・中世の集

落跡である。中

心は古墳時代前

期で方形周溝墓

を中心に集落が

形成され，その

後古墳群が形成

されている。

古墳

中 ・近世

竪穴住居跡　　 85軒 石器 （石皿，敲石，石斧，砥石）

土坑　　　　　　 2 基 土師器 （壷，嚢，台付嚢，椀，

掘立柱建物跡　　 3 棟 高杯，器台，相，甑）

ピット群　　 1 か所 鉄製品 （刀子，鉄）

溝跡　　　　　　 3 条 土製品 （土玉，管状土錘）

須恵器 （蓋，祓）

陶磁器 （常滑嚢，青磁，捨鉢）

土師質土器 （小皿，内耳鍋，焙

烙鍋，火舎）

古銭 （永楽通宝ほか）

人骨，馬骨

墓　 域

その他

古墳

中 ・近世

時期不明

古墳　　　　　　 2 基 土師器 （壷，婆，高杯，器台，柑）

方形周溝墓　　 1基 埴輪 （円筒埴輪，人物埴輪）

壕　　　　　　　 1基 陶磁器 （常滑嚢）

墓墳　　　　　　 36基 金属製品 （耳環）

井戸跡　　　　 1 基

土坑　　　　　　 67基

溝跡　　　　　　 6 条

ピット群　　 1 か所

石塔 （五輪塔，宝匪印塔）
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第1章　　調査経緯

第1節　調査に至る経緯

茨城県は，「第6回世界湖沼会議」で提唱された「霞ケ浦宣言」を受け，その日的達成の手だてのひとつと

して，「霞ケ浦環境センター」の設立を計画した。

工事に先立ち，平成11年6月2日，茨城県生活環境部霞ケ浦対策課長は，茨城県教育委員会教育長に対して

霞ケ浦環境センター（仮称）建設事業地内における埋蔵文化財の所在の有無及びその取り扱いについて照会し

た。これを受けて茨城県教育委員会は，平成12年11月7日に現地踏査を，同年12月7・8・11・12日に試掘調

査を実施し，遺跡の所在を確認した。平成13年1月17日，茨城県教育委員会教育長は，茨城県生活環境部霞ケ

浦対策課長あてに，事業地内に戸崎中山遺跡が所在する旨回答した。

平成14年2月20日，茨城県生活環境部霞ケ浦対策課長は，茨城県教育委員会教育長に対して，文化財保護法

第57条の3第1項の規定に基づき，土木工事等のための埋蔵文化財包蔵地の発掘について通知した。茨城県教

育委員会教育長は，計画変更が困難であることから，記録保存のための発掘調査が必要であると判断し，平成

14年2月27日，茨城県生活環境部霞ケ浦対策課長あてに，工事着手前に発掘調査を実施するよう通知した。

平成14年2月28日，茨城県生活環境部霞ケ浦対策課長は，茨城県教育委員会教育長に対して，霞ケ浦環境セ

ンター（仮称）建設事業に係わる埋蔵文化財発掘調査について協議した。平成14年3月11日，茨城県教育委員

会教育長は，茨城県生活環境部霞ケ浦対策課長あてに，戸崎中山遺跡について，発掘調査の範囲及び面積等に

ついて回答し，併せて埋蔵文化財の調査機関として，財団法人茨城県教育財団を紹介した。

財団法人茨城県教育財団は，茨城県生活環境部霞ケ浦対策課長から埋蔵文化財発掘調査事業について委託を

受け，平成14年7月1日から平成15年3月31日まで戸崎中山遺跡の発掘調査を実施することとなった。

第2節　調　査　経　過

戸崎中山遺跡の発掘調査は，平成14年7月1日から平成15年3月31日までの9か月間にわたって実施した。

以下，調査経過について，表に示す。

作 業 項 目 7 月 8 月 9 月 1 0 月 1 1 月 12 月 1 月 2 月 3 月

調 査 準 備

表 土 除去

遺 構 確 認

堂 強 運 逗 法 式恕ま、Y… 漁法ぶ

薫滞璧

遺 構 調 査 競競猥憲深澤 鮎8　　、。 諺等撃㌫露悪琵景 討

彗≒蔓
醇 頭 粟野 野 群 舞 靭 撃 ぺ掛野 留浦 I　　　ナれ薫均　 、R　x 親機撒 前　、、h

遺 物 子主記 ・

洗 浄

写 真 整 理

霊滝導霹摘鑑識 霹。㌶vhでV。　　　　　 退

補 足 調 査

埋 め 戻 し

撤 収 準 備

－1－
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第2章　位置と環境

第1節　地理的環境

戸崎中山遺跡は，茨城県新治郡霞ケ浦町太字戸略字中山840番地ほかに所在しており，新治郡霞ケ浦町と土

浦市にまたがっている。霞ケ浦町と土浦市は東西に延びる形で隣接しており，ともに霞ケ浦と面している。こ

の霞ケ浦は大部分が最大水深約7m，平均水深4m前後の富栄養湖である。古代の霞ケ浦は，海水が停滞する

ことなく流動する「流海」といわれる大きな入り江の一部であったが，17世紀に行われた利根川の付け替えに

よって霞ケ浦の出口付近の土砂の堆積が進み言毎水の流入が減少して湖水化が進み，淡水の湖となった。周辺

地形は，西茨城郡岩瀬町から流れる桜川によって形成された桜川低地と，その北・南岸の台地とに分かれてい

る。北岸台地は新治台地，南岸台地は常総台地の一部である筑波・稲敷台地と呼ばれ，いずれも標高25～30m

である。

新治台地は筑波山塊の南東部に広がり，筑波山塊や桜川，恋瀬川，霞ケ浦に囲まれて半島状に突き出ており，

小河川の浸食作用によって複雑に入り組んだ台地縁辺部が形成されている。

地質は成田層と呼ばれる海成砂層及び礫層が主体をなし，その上に常総粘土層と呼ばれる灰白色粘土軋　さ

らに関東ローム層が堆積し，最上部は腐食土層となっている。

筑波・稲敷台地は，茨城県南部から千葉県北部に広がる常総台地の一部であり，地質は新生代第四妃更新世

に形成された層が基盤となっている。これらの地層は下層から龍ヶ崎砂礫層，常総粘土層，関東ローム層が順

次堆積している。

当遺跡は霞ケ浦の北側，土浦入り北岸の新治台地の一角に位置しており，霞ケ浦に流れ込む川尻川によって

開析された標高約28mの台地上に立地している。調査前の遺跡は畑地として利用され，霞ケ浦に面する低地は

蓮田に利用されている。

第2節　歴史的環境

茨城県南部，とくに霞ケ浦沿岸を中心とした利根川下流域は，古くから人々の絶好の居住地城であり，数多

くの遺跡が所在している。その一部である土浦市，霞ケ浦町では，茨城大学，筑波大学による綿密な分布調査

がそれぞれ行われている（土浦市教育委員会1984，霞ケ浦町教育委員会・筑波大学考古学研究室　2001）。

また，戸崎中山遺跡の近辺では，田村・沖宿地区の土地区画整理に伴う発掘調査や霞友ゴルフ倶楽部建設に伴

う発掘調査が行われている（土浦市遺跡調査会1992，土浦出島合同遺跡調査会1990，土浦出島合同遺跡調

査会1991）。

これまでの調査の成果によると，本跡の立地する土浦市東側及び霞ケ浦町西側の川尻川上流に位置する樹枝

状に入り組んだ谷津に画した台地上には，例外なく遺跡が位置しており，遺跡の密集地域である。遺跡も弥生

時代前・中期を除く各時代にわたり，特に縄文時代早・前期と平安時代の遺跡が多いことが特徴である。

ここでは，当遺跡と関連する縄文時代，古墳時代，中世の主な周辺遺跡について述べる。

縄文時代には，早期未から海進が進んで，前期中頃にピークに達し，上昇した海面は現在より約3～4m高

かったとされている。一方言毎退現象は中期初めに開始され，数度の進退を繰り返して，後・晩期にはほぼ現

－　3　－



在の地形に近くなるが，霞ケ浦の海退の進行は遅く，海水の漂う状態が長く続いたとされている。

当地域の縄文時代の遺跡は，台地上や台地縁辺部，台地を刻む谷の谷津頭部などに多く分布している（12。当
いっぱいしみずにし

遺跡から北西約2kmに位置する壱杯清水西遺跡そ2）く25〉ほ，平坦な台地上に立地しているが，旧石器時代から

近現代にかけての遺構，遣物が検出されている。当遺跡は，縄文時代が中心となる遺跡で，前期の竪穴住居跡

12軒と土坑40基が検出されている。遺物は早期から中期初頭にかけての土器片や石器が多量に出土し，中でも

前期が多い。また，弥生時代では，竪穴住居跡1軒，古墳時代は方形周溝墓1基が検出され，平安時代では，

竪穴住居跡3軒が検出されている。

古墳及び古墳群の占地は，時期によって変化があるが，当地域の多くの古墳が肥沃な水田を望む台地や沖積

低地内の自然堤防上に構築されている。また，古墳時代の遺跡は，特に川尻川右岸から貴重な資料が発見され
Lもごう

ている。当遺跡から北西に約3kmに小古墳から構成される群集項の下郷古墳群（3－く23〉が位置している。1997

年から1998年にかけて調査され，古墳時代の竪穴住居跡，掘立柱建物跡などのほか，前方後円墳1基，方墳1

基，円墳3基が検出された。第1号墳からは，雲母片岩の板石を組んだ箱式石棺が確認されている。また，北
おおつか　　　　　　　きさきづか

西約4．5kmには前方後円墳である王塚古墳（4jく21〉，后塚古墳（4jく22〉や，北西約2kmには小規模の前方後円墳
たむらふなづか

の田村船塚2号噴く31〉が位置しているが，墳形や遺物などから前期古墳と考えられている。集落跡としてほ，
いしばしみなみ　　　　　　　　　　ろくじゅうづか

田村・沖宿土地区画整理事業地内の石橋南遺跡（5ノく33〉で18軒，六十塚遺跡〔6jく38〉で竪穴住居跡1軒が調査

されている。

中世になると，戸崎城「7）く9〉を中心とした景観が形成されるようになる。城の起源については明らかでは

ないが，応仁の乱（1467～1477）の軋　小田氏の家臣，戸崎大勝亮が築城したといわれている。城の周辺には

数か所の城郭関連施設と推測される遺構があり，最も大規模なものは松学寺r7）く8〉境内で，寺の周囲に大規

模な空堀や土塁を巡らし，周囲からの防御を意識した構造となっている。また，墓地等に五輪塔や宝匪印塔な

どが見られる。戸崎中山遺跡からも墓墳35基のほか五輪塔が多数確認されている。

※　文中のく　〉内の番号は，表1，第1回の該当遺跡番号と同じである。
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県教育財団文化財調査報告第148集』1999年3月

表1　戸崎中山遺跡周辺遺跡一覧表

番

号

遺　　 跡　　 名

時　　　 代
番

号

遺　　 跡　　 名

時　　　 代

旧

石

縄

文

弥

生

古

墳

奈

°
平

中

世

近

世

旧

石

縄

文

弥

生

古

墳

奈

．
平

中

世

近

世

1 戸　 崎　 中　 山　 遺　 跡 （⊃ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 21 王　　 塚　　 古　　 墳 ○

2
！八 千 代 台 1 遺 跡 lo lo l 】 10 ！○ lo 22 l 后　 塚　 古　 墳 】 I I 】○ l 】 l

3 南　　　　 遺　　　　 跡 ○ 23 下　 郷　 古　 墳　 群 ○

4 中　　 島　　 遺　　 跡 （⊃ ○ （〕 24 新　 堀　 東　 遺　 跡 ○

5 平　 三　 坊　 貝　 塚　 跡 ○ ○ ○ ○ 25 壱 杯　清　水　西　遺　跡 ○ ○ ○ ○ ○

6 養　 老　 田　 遺　 跡 ○ ○ ○ ○ ○ 26 八　 幡　 脇　 遺　 跡 ○ ○ ○

7 柳　 沢　 1　 遺　 跡 ○ ○ ○ ○ 27 寺　　 畑　　 遺　　 跡 ○ ○ ○ ○

8 松　 学　 寺　 遺　 跡 ○ ○ ○ 28 前　 谷　 西　 遺　 跡 ○ ○ ○

9 戸　　 崎　　 城　　 跡 ○ ○ ○ ○ ○ 29 前　 谷　 東　 遺　 跡 ○ ○ ○

10 加　 茂　 平　 月　 壕 ○ ○ ○ ○ ○ 30 田　 村　 上　 郷　 古　 墳 ○

11 榎　　 後　　 遺　　 跡 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 31 田　村　舟 壕 古 墳 群 ○

12 榎　　 前　　 遺　　 跡 ○ ○ ○ ○ ○ 32 金　　 澤　　 遺　　 跡 ○ ○ ○ ○ ○

13 加　茂　山　ノ　神　遺　跡 ○ ○ ○ 33 石　 橋　 南　 遺　 跡 ○ ○ ○

14 榎　　　　 遺　　　　 跡 ○ ○ ○ ○ ○ 34 新　　 堀　　 遺　　 跡 ○

15 松　　 本　　 遺　　 跡 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 35 寿　 行　 地　 北　 遺　 跡 ○ ○ ○ ○ ○

16 加　 茂　 八　 幡　 貝　 塚

○

〇

〇

〇

〇

○

○

l

j

○

○ I

○ I

O i

○ 〇

〇

〇

O j

O j

○［

○；

○ ；

36 寿　 行　 地　 南　 遺　 跡

○

○

○ ○

○

○ ○

17 加　茂　八　幡　原　遺　跡 〇

〇

〇

i

37 長　　 峯　　 遺　　 跡 ○

18 加　 茂　 平　 遺　 跡 38 六　 十　 塚　 遺　 跡 ○ ○

19 七　 曲　　 り　 遺　 跡 39 尻　　 替　　 遺　　 跡 ○ I

l

○ ○ ○

！

○

20 田 栢 ・赤 塚 古 墳 群 40 寿　 行　 地　 古　 墳 ○
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第2図　周辺遺跡分布図
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第且節　遺跡の概要

戸崎中山遺跡は，霞ケ浦町と土浦市に接した霞ケ浦北岸ヲ　標高約28mの台地上に位置している。当遺跡は縄

文時代前期，古墳時代前0後期，中世の複合遺跡でヂ　縄文時代前期と古墳時代前期の集落跡，古墳時代後期の

古墳乳　さらに中世の壕や墓境等が確認された。調査区域は面積18ラ000扉で，現況は畑である。

今回の調査によって，縄文時代前期の住居跡18軒夕古墳時代前期の住居跡85軒，土坑2基，方形周溝墓主軋

後期の古墳2基夕　中世では塚1基，掘立柱建物跡3棟　井戸跡　基　墓横溢基　溝3条，時期不明の士坑69基タ

ピット群且か所などが検出された。

遺物は，収納コンテナ（60×40×20cm）247箱に収納された。主な遺物は縄文土器（深鉢）タ土師器（壷言数

台付婆，椀声　高杯，器台，紺，甑）プ　須恵器（蓋，破）資　土師質土器（小皿夕　内耳鍋夕　焙烙鍋，揺鉢　火舎上

陶磁器（常滑監　青磁碗）学　士製品（士も　管状土錘上　石器の石製品　石皿　敲石　石斧，砥石），古銭（永

楽通宝）タ　人骨等が出土している。

第2節　基　本　層　序

調査区内にテストピットを設定しタ　基本土層の観察を行った（第3回）。

第1層は芦　黒褐色の耕作土で，厚さは約52cmである。

第2層は，暗褐色のソフトローム層でタ　厚さは16～28cmである。

第3層軋　褐色のハードローム層で，火山ガラス粒子が微量認められタ　姶良Tn火山灰を含む層と考えられ

る。厚さは12－32cmである。

第4層は，にぷい黄褐色のローム層でタ　第Ⅲ黒色帯に相当すると考えられ，厚さは20～36cmである。

第5層は，褐色のローム層で，厚さは10～36cmである。第4層よりもタ　しまりが強い。

第6層はタ　褐色のローム層でタ　微細な赤色の白色スコリ

アを含んでいる。

第7層は，黄橙色のローム層で芦厚さは28～44cmである。

第8層は芦　にぷい褐色のローム層で，オレンジ色も白色

粒子を含みタ　厚さは30cm以上である。

住居跡などの遺構はタ　第2層上面で確認できた。
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第3節　遺構　と　遺物

1　縄文時代の遺構と遺物

（1）竪穴住居跡

今回の調査では，縄文時代の竪穴住居跡18軒を検出した。以下，検出した遺構と遺物について記載する。

第3号住居跡（第4・5図）

位置　調査区東部のF6h9区に位置し，標高27．2mほどの台地平坦部に立地している。

規模と形状　南東部が調査区域外にあり，本来の形状を明確にすることはできないが，長軸4．6m，短軸は3．6

mほどが確認された。形状は方形または長方形と考えられ，主軸方向はN－2801Wである。確認された壁高

は8～30cmで，確認された壁はなだらかに外傾して立ち上がっている。

床　確認できた部分はほぼ平坦であり，踏み固められた部分は見られない。

炉　確認した範囲の中央部に位置し，長径80cm，短径40cmほどの楕円形で，床面を10cmほど掘りくぼめてい

る。炉床面は被熱のため，赤変硬化している。

炉土屑解説

1　赤　褐　色　　焼土ブロック中量

ピット18か所が検出された。不規則に位置してるが，主柱穴は規模及び配列から，Pl・P2・P4・P15

が考えられ，深さは30～48cmである。P4・P17・P18は双円状，そのほかは，円形及び楕円形の平面を呈し，

深さ16～42cmであるが，性格は明確でない。

D

－26．8m

一一一・一こ＝＝＝＝＝＝≧弓＝声ゴ＝⊇′‾‾
1

第4図　第3号住居跡実測図
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覆土　5層からなり，レンズ状に堆積している自然堆積である。

土層解説

1極暗褐色　　ロームブロック少量，炭化粒子微量

2　暗　褐　色　　ローム粒子少量，炭化粒子微量

3　暗　褐　色　　ロームブロック少量，炭化桂子微量

4　灰　褐　色　　ローム粒子中量，炭化粒子微量

5　褐　　　色　　ローム粒子微量

遺物出土状況　縄文土器片49点（深鉢類），礫3点が北側の覆土上層から中層を中心に出土している。すべて

細片であったが5点が図示できた。TP18・TP19はともに北側の覆土上層，TP56はP3付近，TP57はP9付近

の覆土上層からそれぞれ出土している。そのほか混入した石製品1点（石鉄）が出土している。

所見　南東部が調査区域外であり，全体の形状が不明確であったが，時期は出土土器や確認された住居の形状

などから，縄文時代前期（黒浜式期）と考えられる。

第5図　第3号住居跡出土遣物実測図

第3号住居跡出土遺物観察表（第5図）

＿二．；－

鍾読鱒馨軍二
一・－．－．－－．・．・．・．－－・・．一一

憲
TP58

0　　　　　　　　　　　　10cm

L＿　　；　　」

番号種別器種口径器高底径胎土色調焼成手法の特徴出土位置備考

TP18縄文土器深鉢（5．8）繊維・石英・雲母暗褐良
LRの単節縄文施文後，口緑部に半裁

竹管による有節沈線文上層PL34

TP19縄文土器深鉢－
（6．9）
－繊維・長石・砂粒赤褐普通半裁竹管による波状文上層PL34

TP56縄文土器深鉢（7．1）繊維・石英暗赤褐普通
LRの附加条1種縄文施文後，口辺部

に半裁竹管による平行沈線P3付近上層PL34

TP57縄文土器深鉢（3．5）－繊維・砂粒にぷい黄渇普通
LRの単節縄文施文後，口辺部に半裁

竹管による平行沈線
P9付近上層PL34

TP58縄文土器深鉢－（5．2）－繊維・赤色粒子にぷい黄渇普通RLの単軸絡条体覆土

第7号住居跡（第6・7図）

位置　調査区東部のF6b8区に位置し，標高27．0mほどの台地平坦部に立地している。

重複関係　東側を第6号住居に掘り込まれている。

規模と形状　東壁を第6号住居に掘り込まれているため，本来の形状を明確にすることはできないが，長軸

3．8m，短軸3．5mほどが確認された。形状は長方形と考えられ，主軸方向はN－230－Wである。壁高は3～8

cmで，確認された壁はなだらかに外傾して立ち上がっている。

床　確認できた床面はほぼ平坦であるが，踏み固められた部分は見られない。

炉　2か所が検出された。中央部よりやや南側に炉1が位置している。第6号住居に掘り込まれているため，

西側半分しか残存していないが，長径60cm，短径50cmほどの惰円形と推測される。床面を7cmほど掘りくぼ

めており，炉床面は被熱のため赤変硬化している。炉2は，中央部よりやや西側に位置しており，径40cmほど

の不整円形であるが，掘り込みは確認できず，焼土が薄く堆積した状態で検出された。

炉1土層解説

1　暗赤褐色　　焼土ブロック中量 2　極暗褐色　　ローム粒子・焼土粒子少量

ピット　6か所が検出され，いずれも平面形は楕円を呈している。主柱穴は，規模及び配列からPl・P2と
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考えられ，深さはそれぞれ17cm，21cmである。そのほかは深さ15～105cmであるが，性格は明確でない。

覆土　5層からなり，レンズ状に堆積している自然堆積である。

土層解説

1　暗　褐　色　　ローム粒子少量

2　暗　褐　色　　ロームブロック微量

3　灰　褐　色　　ロームブロック微量

4　褐　　　色　　ロームブロック少量

5　褐　　　色　　ローム粒子中量

遺物出土状況　縄文土器片75点（深鉢類）が散在して出土している。細片が多かったが6点が図示でき，

TP20・TP21・TP59は土庄でつぶれたような状態で出土し，TP61～TP63は床面からそれぞれ出土している。

所見　東側を第6号住居に掘り込まれているため，全体の形状は不明確であるが，時期は，出土土器や確認さ

れた住居の形状などから，縄文時代前期（黒浜式期）と考えられる。

三年。
j＿270m

】　　　　　」　　　　」

第6図　第7号住居跡実測図・出土遺物実測図（1）
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TP59

第7図　第7号住居跡出土遺物実測図（2）

第7号住居跡出土遺物観察表（第6・7図）

、二．，P

TP61

0

←－1　　」

番 号 種 別 器 種 口 径 器 高 底 径 胎 土 色 調 焼 成 手 法 の 特 徴 出 土 位 置 備 考

38 3 縄 文土 器 深 鉢 （4 ．1） ［9 月］ 繊 維 ・石 英 暗 赤 褐 普 通 L R の 単 節 縄 文 覆 土

T P 2 0 縄 文土 器 深 鉢 － （1 0．1） 繊 維 ・長石 ・石英 ・雲母 ・砂 粒 暗 赤 褐 普 通 L R の 単 節 縄 文 床 面 P L 3 4

T P 2 1 縄 文土 器 深 鉢 － （4 ．3 ） － 繊 維 ・石 英 ・砂 粒 にぷ い黄 褐 普 通 半 裁 竹 管 に よ る 横 位 の 沈 線 文 床 面 P L 3 4

T P 5 9 縄 文土 器 探 鉢 ［2 6 胡 （1 7．9 ） － 繊 維 ・赤 色 粒 子 に ぷ い黄 褐 普 通 L R の 単 節 縄 文 床 面 20 ％ pL 3 4

T P 6 1 縄文 土 器 深 鉢 －
（7 ．2 ） 繊 維 ・石 英 ・雲 母 に ぷい 黄 褐 普 通 R の 無 節 縄 文 床 面

T P6 2 縄 文 土 器 深 鉢 （5 ．5 ） 繊 維 ・石 英 ・赤 色 粒 子 明 褐 普 通 羽 状 縄 文 床 面 P L 3 4

T P 6 3 縄 文 土 器 深 鉢 －
（1．6 ） 7 ，2 繊 維 ・赤 色 粒 子 赤 褐 租 底 部 へ ラ 削 り 床 面

第9号住居跡（第8・9図）

位置　調査区中央部のF6斑区に位置し，標高27．0mほどの台地平坦部に立地している。

重複関係　東部を第8号住居に掘り込まれている。

規模と形状　第8号住居に掘り込まれ，また耕作による削平のために，北壁と南壁の一部しか確認できなかっ

たが，床面の広がりから長径4．3m，短径3．4mほどの楕円形と推測され，主軸方向はN－530－Wである。確認

できた壁高は10～16cmで，各壁とも外傾して立ち上がっている。

床　確認できた部分は，ほぼ平坦であり踏み固められた部分は見られない。

炉1か所。中央部より東側に位置し，長径70cm，短径35cmほどの不整楕円形である。床面を10cmほど掘り

くぼめており，炉床面は被熱のため赤変硬化している。

炉土層解説

1　暗赤褐色　　焼土ブロック中量

ピット　2か所が検出され，平面形は楕円を呈している。深さはPlが54cm，P2が65cmであるが，主柱穴

とは考えられず，性格は明確でない。

覆土　3層からなり，レンズ状に堆積している自然堆積である。

土層解説

1　黒　褐　色　　ローム粒子微量
2　極暗褐色　　ロームブロック・炭化粒子微量

3　暗　褐　色　　ロームブロック・炭化粒子微量

遺物出土状況　縄文土器片417点（探鉢類），礫5点が中央部付近の覆土中層から床面にかけて多く出土してお

り，24点が図示できた。TP22・TP66・TP68・TP84は炉付近の覆土下層から中層，TP24は炉付近の下層から床
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面にかけて出土している。また，TP71～TP73・TP83は覆土中層からそれぞれ出土している。そのほか混入し

た土師器片5点が出土している。

所見　東側を第8号住居に掘り込まれているため，全体の形状が不明確であったが，時期は確認された住居の

形状などから，縄文時代前期（黒浜式期）と考えられる。

第8図　第9号住居跡実測図・出土遺物実測図（1）

－12－

ED

OD
ト、
dL
トー

▼J
CD
ロL

ト一
〇
ト、

臣記
ロL

gト‾

巴芯
ロL
←

くO
CCl

旨、j
CL
l－

r、、
く°
GL
トー

uつ
くD
ロL

ト一一

勺‘
ト、
ロL
トt

OD
く1°

臣巴
cL

l．nl－
lヽ－

臣雷
cL
l－

ト
ロL
ト一

°ウ
l、、
CL

ト・一

句‘
OD
ロL

トー



‡寺Il
諺

∴

∴∴′

．嘩嘩誓ヨ顎麹■■

、還・忘ぎー

監謬㌢ 仔
TP79

第9図　第9号住居跡・出土遺物実測図（2）

ヨ二二二：こう

－13－



第9号住居跡出土遺物観察表（第8・9図）

番号 種 別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手 法の特徴 出土位 置 備考

T P2 2 縄 文土 器 探鉢 －
（5．0）

－
繊維 ・石英 にぷい橙 普通 半裁竹管 による横位 の波状文，補修孔 炉付近中層 P L 34

T P2 3 縄 文土 器 深鉢 － （12．8） － 繊維・長石 ・石英 明褐 普通 波状口緑，無節 L の単軸絡条体縄文 下層 P L 34

T P 2 4 縄 文土 器 探鉢 ［2 3．2］ （19．7） 繊維・長石 ・石英 赤 褐 普通 R の単軸絡条体縄文
炉付近下層

～床面
P L 34

T P 64 縄 文土 器 深鉢 ［2 5胡 （2 2，0） － 繊維 ・赤色粒子 にぷい橙 普 通 L の無節縄文 上層、中層 20％ Plj 5

TP65～

67 ・78
縄 文土器 深鉢 ［2 7．2］

（5．7ト

（11．0） －
繊維 ・赤色粒子 にぷい褐 普通 L の単 軸絡条体縄文

中層，炉付

近下層（TP66）

10％（T P66）

P L 35

T P 68 縄 文土器 深鉢 － （8．5） － 繊維 ・赤色粒子 にぷい赤褐 普通 L R の縄 文 下層 P L 35

TP69 ・

7074・75
縄 文土器 深鉢

（4．3）～

（11．5）
繊維・石英・一赤色粒子 明褐 良 L の無節縄 文 中層、下層 P L 35

T P 7 1 縄 文土器 深鉢 － （6．7） － 繊維 ・石英 ・砂粒 にぷい赤褐 普通 R L の単 節縄文 中層 内面剥 維

T P 72 縄 文土器 深鉢 － （5．9） － 繊維 ・赤色粒子 明褐 普通 L の単軸絡 条体縄 文 中層 内面剥離PL35

T P 73 縄 文土器 深鉢 （6．9）
－
繊維 ・長石 ・石英 暗赤褐 普通 L の無節縄 文 中層 P L 35

T P 76 縄 文土器 探鉢 － （4．9） 繊維 ・長石 ・石英 暗黄褐 普通 L の単軸絡 条体縄 文 覆土

T P 77 縄 文土器 深 鉢 － （4．5） － 繊維 ・長石 ・石英 にぷい橙 良 R L の単節縄文施文後 ，口唇部に刺突文 覆土 P L 3 5

TP79 ・

80
縄 文土器 深 鉢

（4．4，

4．8） － 繊維 ・長石 ・石英 にぷい橙 良 半裁竹 管に よる横位 の波状文 覆土 P L 3 5

T P8 1 縄 文土器 深鉢 （3．4） 繊維 ・長石 ・石英 にぷい黄褐 良
R L の単節縄文施 文後，半裁竹管 によ

る格子状の沈線
覆土 P L 3 5

T P8 2 縄 文土 器 深鉢 ほ 6） － 紡維・石英・赤色粒子 橙 普通 ヘ ラ状工具 による斜位 の沈線 覆土 P L 3 5

T P8 3 縄 文土 器 深鉢 －
（7．2） 繊維・長石・赤色粒子 窯褐 租 L の無節縄文 中層

T P8 4 縄 文土 器 深鉢 －
（5．1）

－ 繊維 ・長石 ・石英 橙 普 通 擦 痕文 炉付近中層 P L 3 5

T P 8 5 縄 文土 器 深鉢 － （1．4） （6．0） 繊維 ・石英 ・砂粒 橙 普通 底部やや上 げ底 覆土

第20号住居跡（第10・11図）

位置　調査区中央部のE4a6区に位置し，標高27．7mほどの台地平坦部に立地している。

規模と形状　長軸3．6m，短軸3．4mほどの方形で，主軸方向はN－29。－Eである。壁高は6～11cmで，各壁と

も外傾して立ち上がっている。

床　ほぼ平坦であり，踏み固められた部分は見られない。

炉1か所。西コーナー寄りに位置し，長径100cm，短径55cmほどの不整形である。掘り込みは確認できず，

焼土が薄く堆積した状態で検出された。

ピット　確認できなかった。

＼＿　　ニ

司

第10回　第20号住居跡実測図
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覆土　2層からなり，レンズ状に堆積している自然堆積である。

土層解説

1　黒　褐　色　　ローム粒子・焼土粒子微量 2　暗　褐　色　　ローム粒子微量

遺物出土状況　縄文土器片79点（探鉢類），礫3点が西側を中心に出土しており，9点が図示できた。TP26は

北西壁付近の床面から，TP28は炉床面，TP87は南側部の床面からそれぞれ出土している。

所見　時期は，出土土器から縄文時代前半（開山式期）と考えられる。

TP87

第11図　第20号住居跡出土遣物実測図

第20号住居跡出土遺物観察表（第11図）

10cm

l　　　；　　　i

番号種別器種口径器高底径 胎土 色調焼成 手法の特徴 出土位置備考

TP25・

27
縄文土器深鉢 （4．8） 繊維・石英 橙良

半裁竹管による平行沈線で構成される菱形文，

沈線間に刺突文充填，口辺部に癌状貼付文 覆土PL36

TP26・
縄文土器深鉢

（4．4， 繊維・石英・
明赤褐良
0段多条による羽状縄文地に，半裁竹管北西壁付近

PL3690 4．9） 雲母 によるコンパス文施文 床面（TP26）

TP28縄文土器深鉢 （5．6）－
繊維・石英・

雲母・黒色粒子
明赤褐良
0段多条による羽状縄文地に，ループ文

施文
炉床面PL36

TP86縄文土器探鉢－
（4．5）
－繊維・石英 橙普通口辺部ナデ，LRの単軸絡条体縄文 覆土PL36

TP87～縄文土器深鉢
（5．1）～ 繊維・長石・

明赤褐普通
0段多条縄文が羽状に構成され，ループ文施

木面（TP87）PL36
89 （8．1） 雲母・黒色粒子 文

第25号住居跡（第12・13図）

位置　調査区東部のE6e4区に位置し，標高27．1mほどの台地平坦部に立地している。

規模と形状　長軸6．4m，短軸4．0mほどの長方形で，主軸方向はN－7。－Wである。壁高は7～11cmで緩や

かに外傾して立ち上がっている。

床　ほぼ平坦であり，踏み固められた部分は見られない。

炉　2か所。炉1は中央部より南側に位置し，長径100cm，短径55cmほどの楕円形である。炉2は中央部より

やや南側に位置し，長径45cm，短径36cmほどの楕円形である。ともに掘り込みは浅いが，炉床面は凹凸があ

り，被熱のため赤変硬化していた。

炉1土層解説
1　黒　褐　色　　ローム粒子少量，焼土粒子微量　　　　　　　　　　3　にぷい赤褐色　　ロームブロック少量，焼土粒子微量
2　極暗赤褐色　　焼土ブロック中量，ロームブロック少量　　　　　　4　暗赤褐色　　焼土ブロック少量，ローム粒子微量

ピット14か所が検出された。P6・P7・P8は深さ13～46cmで，南壁と平行に等間隔で並ぶ。その他は不
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規則に並び，深さは18～77cmである。主柱穴は規模及び配列からP3・P4・P6・P8・P9・Pllなどが

考えられ，深さは42～80cmである。そのほかのピットについての性格は明確でない。

覆土　4層からなり，レンズ状に堆積する自然堆積である。

土層解説

1　暗　褐　色　　ローム粒子微量
2　褐　　　色　　ロームブロック・炭化粒子微量

3　褐　　　色　　ローム粒子・焼土粒子微量
4　褐　　　色　　ロームブロック少量

遺物出土状況　縄文土器片135点（探鉢類）が中央部から南側にかけて散在して出土しており，11点が図示で

きた。369・TP91・TP93・TP95は土庄でつぶれたような状態で床面から出土している。TP92はP4の覆土中，

TP94はP5付近の床面，TP96はPl付近の床面，TP97は炉床とPl付近の床面からそれぞれ出土している。

所見　時期は出土土器や住居形態から縄文時代前半（黒浜式期）と考えられる。
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第13図　第25号住居跡出土遺物実測図

第25号住居跡出土遺物観察表（第13図）

番 号 種 別 器 種 口径 器 高 底 径 胎 土 色 調 焼 成 手 法 の 特 徴 出 土 位 置 備 考

369 ・

T P91 ・93
縄 文 土 器 深 鉢 【23 ．1】

（4．5）、

（8．2 ）

繊 維 ・長 石 ・

石 英 ・雲 母
にぷい褐 良 半 裁 竹 管 に よる 横 位 の 沈 線 文 床 面 P L 3 6

T P 2 9 縄 文 土 器 深 鉢 （5 ．6 ）
繊 維 ・長 石 ・

雲 母
明 褐 普 通

0 段 多 条 の縄 文 施 文 後 ， 半 裁 竹 管 に よ

る横 位 の 沈 線 文
覆 土

内面剥離

P L 3 6

T P 3 0 縄 文 土 器 探 鉢 （3 ．4 ） 繊 維 ・雲 母 褐 普 通
0 段 多 条 の縄 文 施 文 後 ， 上 部 をヘ ラ削

り し， 半裁 竹 管 に よ る横 位 の 沈 線 文
覆 土 P L 3 6

T P 9 2 縄 文 土 器 深 鉢 （9 ．1 ）
繊 維 ・長 石 ・

雲 母 ・赤 色 粒 子
にぷい褐 普 通 半 裁 竹 管 に よ る 沈線 P 4 内

T P 94 縄 文 土 器 深 鉢 （7 ．4 ）
繊 維 ・長 石 ・

石 英 ・赤 色 粒 子
明 赤 褐 普 通

貝 殻 腹 緑 文 施 文 後 ，半 裁 竹 管 に よ る横

位 の 沈 線 文

P 5 付 近

床 面
P L 3 6

T P 95 縄 文 土器 探 鉢 （4 ．9 ） － 繊 維 ・長石 ・雲母 明 赤 褐 普 通 貝殻 腹緑 文 床 面

T P 96 縄 文 土 器 深 鉢 （7 ．2 ）
繊 維 ・長 石 ・

石 英 ・雲 母
明 赤 褐 普 通 L （2 本 ） の 単 軸 絡 条 体

P l 付 近

床 面
P L 36

T P 97 縄 文 土 器 探 鉢 －
（6 ．2 ）

－

繊 維 ・長 石 ・

雲 母 ・砂 粒
赤 褐 普 通 斜 位 の短 い 沈 線 に よ る雑 な格 子 文

炉 床 ，P l

付 近 床 面
P L 36

第28号住居跡（第14～16図）

位置　調査区東部のE6hl区に位置し，標高27．2mほどの台地平坦部に立地している。

規模と形状　長軸5．6m，短軸4．7mほどの隅丸長方形で，主軸方向はN－30－Wである。壁高は15～25cmで，

各壁とも外傾して立ち上がっている。

床　ほぼ平坦であり，踏み固められた部分は見られない。

炉　3か所。中央部より南側に3か所確認された。炉1は長径76cm，短径56cmほどの惰円形で，床を7cm掘

り込み，炉床面は被熱により赤変硬化している。炉2と炉3は重複しており，炉2が炉3の北部を掘り込んで
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いる。炉2は長径65cm，短径50cmほどの惰円形で，炉3は径40cmほどの楕円形と推測される。炉2，3とも

に掘り込みは見られないが，火床面は被熱のため赤変硬化し，凹凸が見られる。

ピット14か所。不規則に並び，深さ11～60cmで平面形はほとんどが円形状を呈している。主柱穴は明確でない。

覆土　5層からなり，レンズ状に堆積する自然堆積である。
土層解説
1　暗　褐　色　　ロームブロック少量，炭化粒子微量
2　褐　　　色　　ロームブロック少量，焼土粒子・炭化粒子微量
3　褐　　　色　　ローム粒子少量，焼土粒子・炭化粒子微量

4　褐　　　色　　ローム粒子少量，炭化粒子微量
5　褐　　　色　　ローム粒子微量

遺物出土状況　縄文土器片1465点（探鉢類），石製品1点（石皿），礫18点が北側を除くほぼ全面から出土して

おり，18点が図示できた。TPl05はP12付近の床面，370は土庄でつぶれたように横位で覆土中層，371はPl

付近の覆土中・下層から出土している。TP31は覆土下層，TP99は炉1付近の覆土下層，TP32・TP98・

TPlO2・TPl03は覆土中層，TP33はP2付近の覆土上層からそれぞれ出土ている。また，Q89は北壁に接する

P14付近の床面から出土している。そのほか，混入した土師器21点が出土している。

所見　長軸5．6m，短軸4．7mほどの長方形を呈し，当遺跡の縄文時代の住居跡の中では大形のものである。時

期は，出土土器や住居の形態から縄文時代前半（黒浜式期）と考えられる。

④　bl可　可

吏竃雲量三三三＝⊆＝＝＝二三互フ一一

K

E

第14図　第28号住居跡実測図
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第15図　第28号住居跡出土遺物実測図（1）
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第16図　第28号住居跡出土遺物実測図（2）

第28号住居跡出土遺物観察表（第15・16図）

番 号 種 別 器 種 口径 器 高 底 径 胎 土 色 調 焼 成 手 法 の特 徴 出 土 位 置 備 考

3 70 縄 文 土 器 探 鉢 【18．1］ 23 ．9 【8 ．9】 繊 維 ・長 石 ・雲 母 橙 普 通
胴 部 上 段 、 中段 櫛 状 工 具 に よ る横 位 の

櫛 歯状 文
中 層 70 ％pL 27

3 7 1 縄 文 土 器 深 鉢 （14 ．2 ） 9 ．8 繊 維 ・長 石 橙 普 通
半 裁 竹 管 に よ る 崩 れ た コ ン パ ス 文 を施

文 ，底 部 や や 上 げ 底

P l 付近

中層～下層
40％pL 27

3 72 縄 文 土 器 深 鉢 （2 ．9 ） 【7 ．1］
繊 維 ・長 石 ・

赤 色 粒 子
橙 普 通

胴 部 ， 底 部 に 0 段 多 条 L R の縄 文 ， 底

部 や や上 げ底
覆 土

3 84 縄 文 土 器 探 鉢 ほ 0 ） 7 ．7 繊 維 ・長 石 ・雲 母 明 赤 禍 普 通 R L の 単 節 縄 文 ， 底 部 上 げ底 中 層

38 5 縄 文 土 器 探 鉢 － （9 ．1） 【9．8 】 繊 維 ・長 石 橙 普 通 R L の 単 節 縄 文 ， 底 部 上 げ 底 覆 土 10 ％

T P3 1 縄 文 土 器 探 鉢 （16 ．4 ）
繊 維 ∵長石 ・石英 ・

雲 母 ・赤 色 粒 子
橙 普 通

波 状 口 緑 ， 口 辺 部 か ら 胴 部 中段 に 櫛 状

工 具 に よ る刺 突 文 ， 下 部 は 網 目状 縄 文
下層 P L 36

T P3 2 縄 文 土 器 深 鉢 － （5 ．5 ） － 繊 維 ・石 英 ・雲 母 明赤 褐 普 通 貝 殻 腹 緑 文 中層 P L 36

T P3 3 縄 文 土 器 深 鉢 （7 ．3 ）
繊 維 ・長 石 ・石英 ・

赤 褐 普 通
横 位 の 平 行 沈 線 を施 し， Ⅹ字 状 の 隆 帯 P 2 付 近

P L3 6雲 母 ・砂 粒 貼 付 上 層

T P 3 4 縄 文 土 器 深 鉢 － （3 ．4 ） － 繊維 ・石英 ・・雲母 ・砂粒 にぷい黄橙 普 通 格 子状 沈 線 文 覆 土 P L 36

T P 3 5 縄 文 土 器 探 鉢 （4．7 ） 繊 維 ・石 英 ・雲 母 明 赤 褐 普 通
半 裁 竹 管 に よ る縦 位 の 平 行 沈 線 施 文 後 ，

波 状 沈 線
覆 土 P L 36

T P 3 6 縄 文 土 器 深鉢 （4 ．4 ） 繊維 ・石英 ・雲 母 ・

赤 色 粒 子 ・砂 粒
にぷい赤褐 良 口辺 部 か ら胴 部 にか け て に刺 突 文 覆 土 P L 3 6

T P 9 8 縄 文 土 器 探 鉢 （10 ．3 ）
繊維 ・長石 ・雲母 ・

赤 色 粒 子
にぷい赤褐 普 通

L R の 単 軸 絡 条 体 の 縄 文 ， 口 辺 部 か ら

上 段 半 戟 竹 管 に よ る横 位 の波 状 文
中 層 P L 3 7

T P 9 9 縄 文 土 器 深 鉢 － （6 7 ） － 繊 維 ・長 石 ・雲 母 赤 褐 普 通 半 裁 竹 管 に よ る 横 位 の 波 状 文 炉1付近下層 P L 3 7

T P lO O 縄 文 土 器 深 鉢 （4 ．3 ） 繊 維 ・石 英 ・雲 母 にぷい赤褐 普 通 口 辺 部 に 崩 れ た コ ンパ ス 文 上 層 P Ij 6

T P lO l 縄 文 土 器 探 鉢 （7 ．5 ）
繊 維 ・長石 ・雲母 ・

赤 色 粒 子
明 褐 良 横 位 の 平 行 沈 線

P 2 付 近

上層
P L 3 7

T P lO 2 縄 文 土 器 深 鉢 （5 ．3 ）
繊 維 ・長石 ・雲母 ・

砂 粒
にぷい褐 普 通

半 裁 竹 管 に よ る斜 位 の 沈 線 が 交 差 して

施 され る
中層 P L 3 7

T P lO 3 縄 文 土 器 深 鉢 － （6 ．3 ） 繊 維 ・長 石 ・雲 母 にぷい橙 普 通 羽 状 縄 文 中層 P L 3 7

T PlO4 ・

105
縄 文 土 器 探 鉢 （6．8 ） 繊 維 ・石 英 ・雲 母 明 赤褐 普 通 L （2 本 ） の 単 軸 絡 条 体 の 縄 文

P 1 2付近

床面 （105） P L 37

番 号 種 別 長 さ 帽 厚 さ 重 量 材 質 特　 徴 出 土 位 置 備 考

Q 8 9 石 皿 （2 1．1 ） （14 ．7 ） 7．3 （15 60 ） 安 山 岩 裏 面 は 蜂 の 巣 状 P 14付 近 床 面 35％PL45
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第45号住居跡（第17図）

位置　調査区中央部のC5j3区に位置し，標高約27．1mほどの台地平坦部に立地している。

規模と形状　長軸2．6m，短軸2．3mほどの隅丸長方形で，主軸方向はN－650－Wである。壁高は11～19cmで，

各壁とも外傾して立ち上がっている。

床　ほぼ平坦であり，踏み固められた部分は見られない。

炉　中央部のやや東側に位置し，長径40cm，短径28cmほどの楕円形である。掘り込みはほとんどなく，焼土

の薄い堆積が確認されたが，それほど焼けた部分はない。

ピット　確認できなかった。

覆土　4層からなり，レンズ状に堆積している自然堆積である。

土層解説

1　暗　褐　色　　ローム粒子少量，焼土粒子・炭化粒子微量
2　暗　褐　色　　ロームブロック少量

3　暗　褐　色　　ローム粒子中量，焼土粒子・炭化粒子微量

4　褐　　　色　　ロームブロック中量

遺物出土状況　縄文土器片41点（探鉢類），礫1点が覆土中から散在して出土している。すべて細片であるが，

1点が図示できた。

所見　当遺跡の縄文時代の住居跡では小形のものであり，時期は出土土器や住居の形態から縄文時代前半（黒

浜式期）と考えられる。

（⊃

可

〇・・、・

第17図　第45号住居跡・出土遣物実測図

第45号住居跡出土遺物観察表（第17図）

番 号 種 別 器 種 口径 器 高 底 径 胎 土 色 調 焼 成 手 法 の 特 徴 出土 位 置 備 考

T P3 7 縄 文 土 器 深 鉢 －
（6 ．1）

－ 繊 維 ・長 石 ・石 英 明 赤 褐 普 通 L R の 単 節 縄 文 覆 土 P L 3 7

第59号住居跡（第18・19図）

位置　調査区中央部のD4h9区に位置し，標高27．7mほどの台地平坦部に立地している。

規模と形状　長軸4．1m，短軸3．0mほどの南壁が短い長方形で，主軸方向はN－710－Eである。壁高は2～9

cmほどであり，外傾して立ち上がっている。

床　ほぼ平坦であり，踏み固められた部分は見られない。

炉　中央部より西側に位置しており，径40cmほどの円形で，掘り込みは確認できなかったが，炉床面は被熱に
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より赤変硬化している。

ピット　2か所が検出された。深さはそれぞれ25cm，14cmであるが，性格は明確でない。

覆土　5層からなり，レンズ状に堆積している自然堆積である。

土層解説

1極暗褐色　　ローム粒子微量

2　黒　褐　色　　ローム粒子微量

3　暗　褐　色　　ロームブロック微量

4　褐　　　色　　ローム粒子微量

5　褐　　　色　　ロームブロック微量

遣物出土状況　縄文土器片259点（探鉢類），礫3点が中央部から北西コーナー部にかけて出土しており，12点

が図示できた。373・TP116は中央部，TPl08は北壁付近の床面から，TPl06は覆土下層からそれぞれで出土し

ている。そのほか，混入した土製品（管状土錘），陶器1点，磁器2点が出土している。

所見　住居の平面形は台形状を呈しているが，時期は出土土器から縄文時代前半（黒浜式期）と考えられる。

第18図　第59号住居跡実測図・出土遺物実測図（1）
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第19図　第59号住居跡出土遺物実測図（2）

第59号住居跡出土遣物観察表（第18・19図）

10cm

ヒ　　一一I l

番号 種別 器種 口径器高底径 胎土 色調 焼成 手法の特徴 出土位置 備考

373 縄文土器 探鉢 18．1 （22．8）－繊維・長石 明赤褐普通Lの単軸絡条体縄文 床面 60％PL27

TPlO6縄文土器 深鉢 － （8．4）
繊維・長石・石英・

雲母・赤色粒子
明褐 普通波状口縁，擦痕文 下層

TPlO7縄文土器 深鉢 － （9．8） 繊維・石英・雲母 橙 普通Rの単軸絡条体縄文 覆土 PL37

TPlO8縄文土器 深鉢 －
（9．3） 繊維・長石 明黄褐普遍

Rの単軸絡条体縄文施文後，部分的に

ヘラ状工具により沈線を斜位に施こす
北壁付近床面PL37

TPlO9縄文土器 探鉢 － （3．4） 繊維・石英・雲母にぷい橙普通LRの単節縄文施文 覆土

TPllO縄文土器 探鉢 （5．4）－繊維・石英・雲母 赤褐 普通半裁竹管による大ぶりの波状文 覆土

TPlll縄文土器 探鉢 － （5．7）
繊維・長石・石英・

雲母 褐 普通RとLの単軸絡条体縄文 覆土 PL37

TPl12・

115
縄文土器 深鉢 － （6．0）－繊維・長石・雲母にぷい赤褐普通L（2本）の単軸絡条体縄文 覆土 PL37

TPl13縄文土器 深鉢 －
（5．2）
－繊維・長石 赤褐 普通Rの無節縄文，擦痕文 覆土 PIj7

TPl14縄文土器探鉢 －
（3」＿） 繊維・長石 にぷい赤褐普通羽状の0段多条縄文 覆土 PL37

TPl16縄文土器 探鉢 （4．6）－繊維・長石 にぷい黄褐普通羽状構成の撚糸文 床面 PL37

第60号住居跡（第20図）

位置　調査区中央部のD4d4区に位置し，標高27．7mほどの台地平坦部に立地している。

重複関係　中央部の南側を第49号土坑に掘り込まれ，さらに南壁西部に撹乱を受けている。

規模と形状　長軸3．9m，短軸3．0mほどの長方形で，主軸方向はN－10－Wである。壁高は7～10cmで，各壁

とも緩やかに外傾して立ち上がっている。

床　東側がやや落ち込んでいるが，ほぼ平坦であり，踏み固められた部分は見られない。

炉　中央部より南側に位置する径40cmほどの円形で，掘り込みはほとんどなく，炉床面もほとんど焼けずに焼

土が薄く堆積している状態である。
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ピット　4か所が検出され，Plはややコーナー部より内側に位置する。これらはすべて主柱穴と考えられる

が，上屋構造については不明であり，深さは12～18cmである。

覆土　3層からなり，レンズ状に堆積している自然堆積である。

土層解説

1　黒　褐　色

2　暗　褐　色

ローム粒子少量，焼土粒子微量

ローム粒子少量

3暗　褐　色　　ローム粒子中量

A・　　可

専咽首相汀晦　　を

増無

0　　　　　　　　　　　　2m

．．t　　　・－　　　－・－　一　　　　　　　一　・－－　　　・－

第20図　第60号住居跡・出土遺物実測図
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遺物出土状況　縄文土器片122点（深鉢類），礫9点が南東コーナー部を中心に出土しており，9点が図示でき

た。TP121は東壁付近，TP38は南壁際の床面，TP39は東壁際の覆土上層からそれぞれ出土している。

所見　時期は出土土器や住居跡の形態から縄文時代前半（開山式期）と考えられる。

第60号住居跡出土遺物観察表（第20図）

番号 種 別 器種 口 径 器 高 底 径 胎 土 色 調 焼 成 手 法 の特 徴 出 土 位 置 備 考

T P 38 縄 文土 器 深 鉢
－
（9．9）

－ 繊 維 ・石 英 明 褐 普 通 羽状 縄 文 ， ル ー プ文 南 壁 際床 面 P L 3 7

T P 39 縄 文土 器 深 鉢 （4．9）
繊維 ・長石 ・石英 ・

雲母
橙 普 通

半裁 竹管 に よる平行 沈線 施文 内に刺突 文 を充

填 し， コ ンパ ス文 を配 してい る。病 状貼付 文 東 壁 際 上 層 70 ％　PL37

T P l1 7 縄文 土器 深 鉢 －
（4．0）

－ 繊 維 ・石 英 明 褐 普 通 L の無節縄文施文後，ヘラ状工具 によ り縦位の沈線
－ P L 37

T P l18 縄文 土器 深 鉢 （5．7） 繊維 ・長石 ・石英 橙 普 通
上 段 半 裁 竹 管 に よ る連 続 的 な刺 突 文 施 文

後 癌 状 貼 付 文 ， 下 段 羽 状 の 0 段 多 条 縄 文 P L 3 7

T P l19 縄 文 土器 深 鉢 －
（9．1） 繊 維 ・長 石 明 赤 褐 普 通 L R の 単 節 縄 文 と羽 状 の 0 段 多 条 縄 文

－ P L 3 7

T P 12 0 縄 文土 器 探 鉢 （5．5） － 繊維 ・長石 ・石英 にぷい黄褐 普 通 羽 状 縄 文

TP 121 ・

122
縄 文土 器 探 鉢 （7．6）

繊 維 ・石 英 ・

赤 色 粒 子
明 黄 褐 普 通 羽状 縄 文 ， ル ー プ文

東 壁付 近

床 面 （121） P L 3 7

T P 12 3 縄 文土 器 探 鉢 （5．4） － 離 任・長石・赤色粒子 明 赤 褐 普 通 無 文 ， ナ デ

第61号住居跡（第21図）

位置　調査区中央部のD4e8区に位置し，標高約27．4mほどの台地平坦部に立地している。

重複関係　東コーナー部を第51号住居に掘り込まれている。

規模と形状　長軸2．4m，短軸1．9mほどの不整長方形で，西コーナー付近の南壁が膨らんでいる。主軸方向は

N－620－Wで，壁高は4～6cmほどで，なだらかに外傾して立ち上がっている。

床　ほぼ平坦であるが，踏み固められた部分は見られない。

炉　中央部よりやや北東側に位置しており，長径62cm，短径45cmほどの楕円形で，床面を6cmほど掘りくぼ

めている。炉床面は被熱のため，赤変硬化している。

炉土層解説

1暗　褐　色　　焼土ブロック中量，ローム粒子微量

2　褐　　　色　　焼土ブロック少量，ローム粒子微量

ピット　確認できなかった。

3　にぷい赤褐色　　焼土ブロック少量，ローム粒子微量

覆土　2層からなり，レンズ状に堆積している自然堆積である。

－25－



造物出土状況　縄文土器片15点（探鉢類），礫1点が中央部から散在して出土しているが，すべて細片であり，

図示できなかった。

所見　本跡においては小形の住居である。出土遺物が少なく，時期を決定することは困難であるが，出土土器

や住居の形状などから縄文時代前期と考えられる。

第65号住居跡（第22図）

位置　調査区西部のD2b4区に位置し，標高27．6mほどの台地平坦部に立地している。

重複関係　西側半分ほどを第6号溝に掘り込まれている。

規模と形状　西壁を第6号溝に掘り込まれているため，本来の形状を明確にすることはできないが，長軸5．7

m，短軸2．5mほどが確認された。形状は方形または長方形と考えられ，主軸方向はN－300－Wである。壁高

は6cmほどで，確認された壁はなだらかに外傾して立ち上がっている。

床　確認できた部分は南側にやや傾斜していおり，踏み固められた部分は見られない。

炉　2か所が検出された。炉1は南壁寄りに位置しており，長径65cm，短径55cmほどの不整円形で掘り込み

は確認できなかった。炉2は中央部の北側に位置し，長径60cm，短径50cmほどの楕円形で，床面を6cmほど

掘りくぼめている。ともに炉床面は，被熱のため赤変硬化している。

0　　　　　　　　　　　　　2m

L＿　　；　　一一一一」
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ピット10か所が検出された。平面形はP9が双円状を呈しており，そのほかは円形あるいは楕円形である。

主柱穴は規模及び配列からPl・P2と考えられ，深さは80cm，45cmである。ほかは深さ10、26cmとそれほ

ど深くなく，性格は明確でない。

覆土　4層からなり，レンズ状に堆積している自然堆積である。

土層解説

1黒　褐　色　　焼土粒子少量，ローム粒子微量
2　黒　褐　色　　ロームブロック微量

3　黒　褐　色　　ローム粒子少量

4　極暗褐色　　ローム粒子微量

遣物出土状況　縄文土器片30点（探鉢類），礫1点が北側を中心に出土しており，1点が図示できた。TP40は

中央部付近の床面から破片で出土している。そのほか，混入した土師器6点が出土している。

所見　削平のため本来の形状を明確にすることができず，また，出土遺物が少ないため，時期を明確にするこ

とは困難であるが，推測される住居の形状や周辺部の住居跡などから，縄文時代前期と考えられる。

第65号住居跡出土遺物観察表（第22図）

番 号 種 別 器 種 口径 器 高 底 径 胎 士 色 調 焼 成 手 法 の特 徴 出 土 位 置 備 考

T P4 0 縄 文 土 器 深 鉢 － （5．5 ）
繊 維 ・長 石 ・

雲 母 ・赤 色 粒 子
赤 褐 良

波 状 口緑 ， 円 形 の 隆 帯 貼 り付 け ，櫛 臼

状 工 具 に よ る沈 線 床 面 P Ij 7

第84号住居跡（第23図）

位置　調査区中央部のD5e3区に位置し，標高27．6mほどの台地平坦部に立地している。

規模と形状　長軸2・6m，短軸2．1mほどの隅丸長方形で，主軸方向はN－52。－Wである。壁高は7～11cmで，

各壁とも外傾して立ち上がっている。

床　ほぼ平坦であるが，踏み固められた部分は見られない。

炉　中央部よりやや東側に位置し，長径54cm，短径40cmほどの楕円形である。掘り込みは確認できなかった

が，炉床面は被熱のため赤変硬化している。

ピット　確認できなかった。

覆土　4層からなり，レンズ状に堆積している自然堆積である。

土層解説

1　褐　　　色

2　暗　褐　色

ロームブロック少量

ローム粒子微量

第23図　第84号住居跡実測図

3　褐　　　色　　ロームブロック微量

4　暗　褐　色　　ロームブロック微量

－27－
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遺物出土状況　縄文土器片22点（深鉢類），礫10点が中央部から西コーナー部付近にかけて出土しているが，

すべて細片であり，図示できなかった。

所見　出土遺物が少なく，時期を明確にすることは困難であるが，出土土器や住居の形状などから，縄文時代

前期（黒浜式期）と考えられる。

第88号住居跡（第24・25図）

位置　調査区西部のC2a7区に位置し，標高28．2mほどの台地平坦部に立地している。

重複関係　北東部で第89号住居の南西部を掘り込んでいる。

規模と形状　耕作による削平のため，南西コーナー部は失われており，本来の形状を明確にすることはできな

いが，長軸3．0m，短軸2．9mほどの方形と考えられ，主軸方向はN－30－Wである。壁高は5～8cmで，各壁

とも外傾して立ち上がっている。

床　ほぼ平坦であるが，踏み固められた部分は見られない。

炉　中央部よりやや南側に位置した径42cmほどの円形で，床を4cmほど掘りくぼめている。炉床面はそれほ

ど赤変硬化しておらず，焼土が薄く堆積している状態である。

炉土層解説

1　褐　　　色　　ローム粒子・焼土粒子微量

ピット　4か所が検出された。平面形は円形あるいは楕円形で，主柱穴は規模及び配列からPl，P2と考え

られ，深さは24cm，31cmである。P3は深さ36cm，P4は深さ10cmであるが，性格は明確でない。

覆土　3層からなり，レンズ状に堆積している自然堆積である。

土層解説

1　極暗褐色　　ローム粒子微量

2　暗　褐　色　　ロームブロック少量

第24回　第88号住居跡実測図

3　黒　褐　色　　ローム粒子微量
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遣物出土状況　縄文土器片241点（深鉢類），礫11点が北西側を中心に出土しており，2点が図示できた。374

はP2の北側の床面，TP41は西壁付近の床面からそれぞれ出土している。

所見　時期は，出土土器から縄文時代前期（黒浜式期）と考えられる。

第25図　第88号住居跡こ出土遣物実測図

第88号住居跡出土遺物観察表（第25図）

0　　　　　　　　　　　10cm
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番号種別器種口径器高底径胎土色調焼成 手法の特徴 出土位置備考

374縄文土器深鉢【26．6】（16．9）－繊維・石英にぷい褐普通半裁竹管による波状文 P2付近床面30％pL27

TP41縄文土器探鉢［33．8】（9．5）－繊維・長石明褐普通
節の大きい羽状の単節縄文が施文，く

びれ部横位の平行沈線
西壁付近

床面
10％plj8

第89号住居跡（第26図）

位置　調査区西部のC2a8区に位置し，標高28．2mほどの台地平坦部に立地している。

重複関係　北部中央を第61号土坑，南西部を第88号住居にそれぞれ掘り込まれている。

規模と形状　長軸3．5m，短軸3．1mほどの隅丸長方形で，主軸方向はN－80－Eである。壁高は5cmで緩やか

に外傾して立ち上がっている。

床　ほぼ平坦であり，踏み固められた部分は見られない。

炉　中央部より南側に位置している。長径60cm，短径40cmほどの楕円形で，床を3cmほど掘りくぼめている。

炉床面はそれほど赤変硬化しておらず，焼土が薄く堆積している状態である。

－29－



炉土層解説

1　時赤褐色　　焼土粒子微量

ピット　2か所が検出された。いずれも平面形は円形で，深さは29cm，14cmであるが，性格は明確でない。

覆土　4層からなり，レンズ状に堆積する自然堆積である。

土層解説

1極暗褐色　　ロームブロック少量，焼土粒子微量

2　暗　褐　色　　ローム粒子少量，炭化粒子微量

3　黒　褐　色　　ローム粒子微量

4　暗　褐　色　　ロームブロック微量

遺物出土状況　縄文土器片198点（深鉢類），礫6点が中央部付近から出土しており，9点が図示できた。TP42

は北西コーナー付近，TP129はPl付近の床面からそれぞれ出土している。また，TP124～TP128も床面から出

土している。

所見　南西部を第88号住居に掘り込まれているため，全体の形状が不明確であったが，時期は出土土器から縄

文時代前期（黒浜式期）と考えられる。

JL28．4m

第26図　第89号住居跡・出土遺物実測図
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第89号住居跡出土遺物観察表（第26図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手 法の特徴 出土位 置 備考

T P 42 縄 文 土 器 探鉢 （6．5）
繊維 ・長石 ・石英 ・

赤色粒子
褐 普通 半裁竹管 による波状 文

北西 コーナ

ー付近床面
PL 3 8

T P 12 4 縄 文 土 器 探鉢 － （10．3） － 繊 維 ・長 石 ・石英 にぷい赤褐 普通 R L の 単 節 縄文 床面

T P 12 5 縄 文 土 器 深鉢 －
（3．7）

－ 繊 維 ・長 石 ・石 英 にぷい赤褐 普通 R L の 単 節 縄文 床面 P L 3 8

T P 12 6 縄 文 土 器 探鉢 （8．6） － 繊 維 ・長石 ・石英 褐 普通 羽状縄 文 床面 P L 3 8

T P 12 7 縄 文 土 器 深鉢 － （4．0） － 繊 維 ・石英 ・砂粒 褐 普通 R L の 単 節 縄文 床面

T P 12 8 縄 文 土 器 深鉢 － （3．3） 繊 維 ・長石 褐 普通 R L の 単 節縄 文 床 面

T P 12 9 縄 文 土 器 深 鉢 （4．9） 繊 維 ・長石 ・石 英 橙 普通 半裁竹管 文 P l付 近

床 面

T P 130 縄 文 土 器 深鉢 －
（4．1） 繊 維 ・長石 ・石英 にぷい褐 普通 L の 単 軸 絡条体 床面

T P 13 1 縄 文 土 器 深鉢 （4．9）
－ 繊 維 ・長石 ・石英 にぷい褐 普通 半裁竹管 による波状 文 －

第90号住居跡（第27図）

位置　調査区西部のB2j7区に位置し，標高28．2mほどの台地平坦部に立地している。

規模と形状　長軸1．9m，短軸1．8mはどの方形で，主軸方向はN－620－Eである。壁高は3～8cmで，各壁と

も外傾して立ち上がっている。

床　ほぼ平坦であり，踏み固められた部分は見られない。

炉　確認できなかった。

ピット　確認できなかった。

覆土　3層からなり，レンズ状に堆積する自然堆積である。

土屑解説

1極暗褐色　　ローム粒子少量，炭化粒子微量

2　暗　褐　色　　ローム粒子・炭化粒子微量
3　暗　褐　色　　ローム粒子微量

遺物出土状況　縄文土器片13点（探鉢類）が出土しており，1点が図示できた。TP43は中央部付近の床面から

破片で出土している。

所見　本跡においては小形の住居である。出土遺物が少なく，時期を明確にすることは困難であるが，出土土

器から縄文時代前期と考えられる。

もA㌍三
可

第27図　第90号住居跡・出土遺物実測図

第90号住居跡出土遺物観察表（第27図）

0　　　　　　　　　　　　　2m o lOcm
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番号種別器種口径器高底径胎土色調焼成手法の特徴出土位置備考

TP43縄文土器探鉢－（4．8）－繊維褐普通櫛歯状工具により，横位・斜位の櫛歯状文床面PIj8

－31－



第98号住居跡（第28図）

位置　調査区西部のC2a6区に位置し，標高約28．1mほどの台地平坦部に立地している。

規模と形状　北西コーナー部から中央部にかけて撹乱を受け，また，耕作による削平のため北・西壁は存在し

ていないが，床面の広がりから長軸3．7m，短軸2．8mほどの長方形と推定され，主軸方向はN－00である。壁

高はもっとも残りのよい南壁で6cmを測り，確認された壁は外傾して立ち上がっている。

床　ほぼ平坦であるが，踏み固められた部分は見られない。

炉　中央部より南東側に位置している。長径62cm，短径45cmほどの楕円形で，床を4cmほど掘りくぼめてお

り，炉床面は被熱のため赤変硬化している。

炉土層解説

1　黒　褐　色　　ローム粒子・焼土粒子微量

2　暗赤褐色　　ローム粒子・焼土粒子微量

3　暗赤褐色　　焼土粒子少量，ローム粒子微量

ピット　3か所が検出された。規模や配列から主柱穴とは考えられないが，深さは29～34cmである。

覆土　4層からなり，レンズ状に堆積している自然堆積である。

土層解説

1極暗褐色　　ローム粒子・焼土粒子微量

2　暗　褐　色　　ロームブロック・炭化粒子微量

3　暗　褐　色　　ローム粒子中量，炭化粒子微量

4　褐　　　色　　ローム粒子中量

4　2　　　　　　　　　2
3　　　　　4

第28図　第98号住居跡・出土遺物実測図
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遺物出土状況　縄文土器片120点（深鉢類），礫5点が中央部から北西コーナー部にかけて出土しており，8点

が図示できた。TP132・TP133は床面から破片で出土している。

所見　撹乱と削平のため，全体の形状が不明確であったが，時期は，出土土器などから縄文時代前期と考えら

れる。

第98号住居跡出土遺物観察表（第28図）

番号 種別 器種 口径 器 高 底径 胎土 色調 焼 成 手法 の特徴 出土位置 備考

T P 4 4 縄 文 土 器 採 鉢 －
（8．1） 繊 維 ・長石 橙 普 通 横位の沈線文 覆土 P L 38

T P 132 縄 文 土 器 深鉢 （8．1） － 繊維 ・長石 ・石英 橙 普 通 半裁竹管 による横位の平行 沈線文 床 面

TP133 ・137 縄 文 土 器 深鉢
－
（4．3，2．0）

－ 繊 維 ・石英 にぷい褐 普通 半裁竹管 による波状文 床面 （133） P L 3 8

T P 1 34 縄 文 土 器 深鉢 （4．3）
－ 繊維 ・長石 ・石英 にぷい黄褐 普通 R L の 単 節 縄文 覆土

T P 13 5 縄 文 土 器 深鉢 － （4．4 ） － 繊 維 ・石英 にぷい黄褐 普通 L R の単 軸 絡条体 覆土

T P 13 6 縄 文 土 器 深鉢 － （5．3 ）
－ 繊 維 ・長石 ・石英 明赤褐 普通 斜位 の条線 文 覆土 P L 3 8

T P 13 8 縄 文 土 器 深鉢 （4．7） － 繊 維 ・石英 灰褐 普通 半裁竹管 に よる沈線 文 覆土 P L 3 8

第102号住居跡（第29図）

位置　調査区西部のC2h5区に位置し，標高28．2mほどの台地平坦部に立地している。

重複関係　東部を第101号住居に掘り込まれている。

規模と形状　長径3．6m，短径3．1mほどの楕円形と推測され，主軸方向はN－660－Wである。壁高は16～23cm

で，各壁とも外傾して立ち上がっている。

床　ほぼ平坦であり，踏み固められた部分は見られない。

炉　重複して2か所が確認された。炉1は，炉2の東部を掘り込んでおり，中央部よりかなり東側に位置して

いる。長径56cm，短径40cmほどの楕円形で，床を10cmほど掘りくぼめており，炉床面は被熱のため赤変硬化

している。炉2は炉1の西側に位置した，径40cmほどの円形で，掘り込みは確認できず，焼土が薄く堆積した

状態で検出された。

－33－
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ピット　7か所が検出された。深さ19～36cmであるが，性格は明確でない。

覆土　8層からなり，レンズ状に堆積している自然堆積である。

土層解説

1　黒　褐　色　　ロ

2　黒　褐　色　　ロ

3　黒　褐　色　　ロ

4　暗　褐　色　　ロ

ームブロック微量　　　　　　　　　　　　　　　5　暗　褐　色　　ローム粒子中量，焼土粒子微量

－ムブロック少量，焼土粒子微量　　　　　　　6　暗　褐　色　　ロームブロック少量
－ム粒子中量　　　　　　　　　　　　　　　　　7　極暗褐色　　ロームブロック中量
－ムブロック中量，焼土粒子・炭化粒子微量　　　8　褐　　　色　　ロームブロック中量

遺物出土状況　縄文土器片26点（探鉢類），礫1点が中央部から北西コーナー部にかけて出土しており，1点

が図示できた。TP46は中央部付近の床面から破片で出土している。そのほか，混入した土師器7点が出土して

いる。

所見　出土遺物が少なく時期を明確にすることは困難であるが，住居の形状から時期は，縄文時代前期後菓

（浮島Ⅱ式期）と考えられる。

第102号住居跡出土遺物観察表（第29図）

番号 種別 器種 口径 器 高 底径 胎土 色 調 焼成 手法の特徴 出土位置 備考

T P4 6 縄 文 土 器 深 鉢 （5．6）
－
繊 維 ・雲母 にぷい褐 良 半竹管 による横 位の洗練施文 覆土 P L 38

第103号住居跡（第30図）

位置　調査区西部のB2h3区に位置し，標高28．0mほどの台地平坦部に立地している。

規模と形状　長軸3．9m，短軸2．7mほどの長方形で，主軸方向はN－560－Wである。壁高は4～8cmで，各壁

とも外傾して立ち上がっている。

㊨　　可

6　　　　5

C TP47TP143TP139TP140TP142

箭爵一一＿，芸
第30図　第103号住居跡・出土遺物実測図
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床　ほぼ平坦であるが，踏み固められた部分は見られない。

炉　中央部よりかなり東側に位置する径45cmほどの円形で，掘り込みは確認できない。炉床面もほとんど赤変

硬化しておらずタ　焼士が薄く堆積している状態である。

ぽッ睦　4か所が検出された。深さは12～22cmで，配置から主柱穴と考えられる。

覆丑　7層からなり，レンズ状に堆積している自然堆積である。

土層解説

1黒　褐　色　　ローム粒子少量，焼土粒子微量
2　窯　褐　色　　ローム粒子・炭化粒子微量
3　極暗褐色　　ローム粒子微量

4　暗　褐　色　　ロームブロック微量

5　黒　褐　色

6　暗　褐　色

7　暗　褐　色

ロームブロック少量，焼土粒子微量

ロームブロック少量

ローム粒子中量

遺物出立状況　縄文土器片H点　深鉢類）プ礫9点が中央部から北西コーナー部にかけて出土しており，8点

が図示できた。TP140はP3北側の床面∴膵47eTP143はP4付近の床面，TP142は炉付近の床面からそれぞれ

出土している。また，TP139は覆土中層から出土している。

所凰　時期はタ　出土土器から縄文時代前期（窯浜式期）と考えられる。

第103号住居跡出土遺物観察表（第30図）

番号 種 別 器種 口径 器高 底径 胎 土 色調 焼成 手法の特徴 出土位置 備考

3 8 6 縄 文土 器 深鉢 － （3．1） ［8．6］ 繊 維 ・石英 明赤褐 普 通 横 位の沈線文
－

3 8 7 縄 文土器 深鉢 － （2．6） ［7．6 j 繊維 ・石英 ・赤色粒子 にぷい橙 普通 横 位の洗練文
－

T P ilT 縄 文土器 深鉢 －
（4月）

－ 繊維・石英・雲母・砂粒 褐 普通 L （2 本）の単軸線条体 P 4 付近床面 P L ニ18

T P 139
i
縄 文土器

l
深鉢
！ ！

（3月）

！ ！

繊羅 ・長石 ・有薬 ・

赤色粒 子　　　　 ！
明赤褐

l
普通
l
L （2 本 ）の単軸絡条体　 i 中層 l P L 38

縄文土器

縄文土器

縄文土器

縄文土器

繊維・長石を石英・砂粒

繊維・長石・石英

繊維・赤色粒子

繊維e長石

にぷい黄褐

LRの単節縄文

R（2本）の単軸絡条体

櫛歯状工具による横位の条線文

半裁竹管による沈線文

炉付近床面

P4付近床面

表2　縄文時代住居跡一覧表

仕居跡

番号
ヽ位置

主軸方向

（長軸方翻
平面形

規模 （m ）

（長軸×短軸）

壁高

（cm ）

内　 部　 施　 設 ！覆土

主な出土遺物
備　 考

（時期 つ日→ 新）木 壁溝 主柱穴桓 ピット匝 穴！炉

3 F 6 h9 N ≠280－W 「方 彬 ・長方朝 （3．64）×4．65 8～30 平坦 － 4 不明
芸芸‾‾‾…F i‾‾‾‾‾‾‾寺

自然 縄文土器，石製品 前期

7 F 6 b8 N 】23。血W ［方形 も長方形］ 3．82×（3．50）3 ～ 8 平坦 － 2 不 明
4 「

2 自然 縄 文土器 本跡→SI6 前期

9 F 6 斑 N －53㌧W ［楕 円形］ （4．3）×3．35 10 ～16 平坦 － － 2 － 1 自然 縄 文土器，礫 本跡→別 8 前期

20 E 4 a6 N －290－E 方　 形 3．58×3．36 6 ～11 平坦 － …
… 上

1 自然 縄文土器 ，礫 前期

25 E 6 e4 N －7 ㌧W 長方形 6．37×4．0 7 ～11 平坦 6 不 明
8 「

2 自然 縄文土器 前期

28 E （うhl N －3 ㌧W 隅丸長方形 5．63×4．72 15～25 平坦 不明 不 明 14 上 3 自然 縄文土乳　 石製品，礫 前期

45 C 5 j3 N －650－W 隅丸長方形 2．63 ×2．26 11へノ19 平坦 － －
つ －

1 自然 縄文土器，礫 前期

59 D ∠接 9 N －710－E 不 整長方形 4．13 ×3．02 2～ 9 平坦 不明 不明 2 「 1 自然 縄文土乳　 礫 前 期

60 D 4 d 4 N －1∴W 長方形 ［3．89］×3．05 7 ～10 平坦 4 … － － 1 自然 縄文土器，礫 本跡→SK 49 前期

61 D 4 e 8 N －620－W 不整 長方形 2．38×1．87 4 ～ 6 平坦 － －
つ －

1 自然 縄 文土器，礫 本跡→ SI 51 前期

65 D 2 b 4 N －30。－W ［方形 。長方形］ 5．68×（2．49） 6 傾斜 － 2 不 明
8 上

2 自然 縄 文土器，礫 本跡一→Sり6 前期

84 D 5 e3 N －52㌧W 隅丸長 方形 2．62×2．14 7 ～11 平坦 － － －
つ －

1 自然 縄 文土器 ，礫 前期

88 C 2 a7 N ∴㌢∵Ⅳ ［方　 形 ］ 3．04×［2．85j 5 ㌦ 8 平坦 … 2 不 明 2 － 1 自然 縄文土器 ，礫 SI89→本跡 前期

89 C 2 a8 N －8 0－E 隅丸長方形 ［3．50］×3．12 5 平坦 － 不明 不 明 2 － 1 自然 縄文土器 ，礫 本跡→SI88，SK 61前期

90 B 2 j7 N －620－E 長方形 1．86×1．75 3 ～ 8 平坦 － － －
つ －

－ 自然 縄文土器 前期

98 C 2 a6 N －00 ［長方形1 ［3．72］×［2．81］ 6 平坦 － － 不明 3 － 1 自然 縄文土器，礫 前期

102 C 2 h 5！N －660－W ［楕 円形］ （3月1）×3．14 16 ～23 平坦 － 不明 不明 7 － 2 自然 縄文土器，礫 本跡→SH Ol 前期

103 B 2 h 3 N －560－W 長 方形 3．91×2．68 4 ～ 8 平坦 － 4 － － － 1
自然 縄 文土器，礫 前期

－35－



2　古墳時代の遺構と遺物

今回の調査で，古墳時代の竪穴住居跡85軒と方形周溝墓1基，古墳2基，土坑2基を確認した。以下，検出

した遺構と遺物について記述する。

（1）竪穴住居跡

第1号住居跡（第31・32図）

位置　調査区東部のF7b3区に位置し，標高26．9mほどの台地平坦部に立地している。

重複関係　北西壁中央部を第40号土坑，北西壁北部を第43号土坑にそれぞれ掘り込まれている。また，第1号

ピット群のP4・P5・P8・P12に中央部分及び北西壁付近を掘り込まれている。

規模と形状　長軸5・6m，短軸4．1mほどの長方形で，主軸方向はN－280－Eである。壁高は最も残りのよい北

西壁が12cmで，外傾して立ち上がっている。ほかの壁については，立ち上がりは判然としない。

床　ほぼ平坦で中央部がよく踏み固められており，壁溝は北東コーナー部と北東壁の中央部を除いて壁際を巡

っている。

炉　長径約40cm，短径約30cmの地床炉で，中央部の北西寄りに位置し，かなり壁際に偏っている。

ピット　確認できなかった。

貯蔵穴　平面形は径1・14mほどの不整円形を呈し，北東コーナー部に付設されている。深さは18cmほどで，底

面は皿状を呈し，壁は緩やかに外傾して立ち上がる。

C DP37　DP35

第31図　第1号住居跡実測図
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覆土　層厚は12cmほどと薄く，4層からなり，レンズ状に堆積している自然堆積である。

土層解説

1極暗褐色　ロームブロック中量・炭化粒子・焼土粒子微量　　3　極暗褐色　ロームブロック・炭化物微量

2　黒　褐　色　　ロームブロック少量・炭化粒子微量　　　　　　　4　褐　　色　　ローム粒子微量

遺物出土状況　土師器片126点（杯類1，賓類122，高杯3），土製品3点（土玉）が出土している。図示でき

たものは6点である。38は北東コーナー付近の床面から出土している。また，北西の壁際床面からは，DP35

、DP37の3点がまとまって出土しているが，そのほかの遣物は大半が細片であった。

所見　時期は，出土土器から4世紀代と考えられる。

第32図　第1号住居跡出土遺物実測図

第1号住居跡出土遺物観察表（第32図）

＼　　－

㊦　③

10cm

L＿＿　　＿　＿ト　　　！

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手法の特徴 出土位置 備考

37 土師器 柑 ［15．2］（6．5） － 長石・石英 赤禍 普通口緑部内外面へラ磨き，内・外面赤彩 覆土 10％

38 土師器 嚢 17．0 （8．2） 長石・石英 橙 普通
口縁部から体部上段外面横ナデ，休部

外面パケ目整形，内面へラナデ 床面 20％

39 土師器 賓 ［21．0］（15月）－
長石・石英・

赤色粒子
橙 普通
口縁部内・外面横ナデ，休部外面パケ

目整形，内面へラナデ
覆土 10％

番号 種別 長さ 幅 孔径 重量 材質 特　徴 出土位置 備考

DP35 土玉 3．3 3．4 0．6 32．7 土 球体，外面ナデ 北西壁際床面

DP36 土玉 3．1 3．2 0．7 23．3 土 球体，外面ナデ 床面

DP37 土玉 3．0 3．2 0，7 22．9 土 球体，外面ナデ，指頭痕 北西壁際床面

第2号住居跡（第33～35図）

位置　調査区東部のF6fO区に位置し，標高27．1mの台地平坦部に立地している。

規模と形状　一辺7・Omほどの隅丸方形で，主軸方向はN－730rwである。壁高は29～32cmで，各壁とも外傾

して立ち上がっている。

床　ほぼ平坦であるが，それほど踏み固められた様子は見られず，壁溝は認められない。

炉　中央部のやや西側に位置している。掘り込みや火床面は確認できず，床面上に焼土が堆積している状態で

あり，ほとんど掘り込みを持たない地床炉である。
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第33図　第2号住居跡実測図
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ピット　6か所。主柱穴はPl～P4が相当し，深さは33～48cmである。P5・P6の深さは24cm，45cmで

あるが，性格は不明である。

覆土　8層からなり，ブロック状に堆積している人為堆積である。

土層解説
1　黒　　　色　　焼土ブロック微量
2　黒　褐　色　　ロームブロック少量，焼土粒子微量
3　黒　褐　色　　ローム粒子少量，焼土粒子・炭化物微量
4　黒暗褐色　　ロームブロック少量，炭化粒子微量

5　黒　褐　色　　ローム粒子少量
6　暗　褐　色　　ロームブロック微量

7　暗　褐　色　　ロームブロック中量，炭化粒子微量
8　暗　褐　色　　ローム粒子少量

遺物出土状況　土師器片443点（杯類1，嚢類441，高杯1），土製品5点（土玉），磨石1点が，主に覆土中層

から下層にかけて出土している。特に南東コーナー付近からの出土が多く，図示できたものは6点である。40

は北西コーナー付近の床面から逆位の状態で出土している。また，41はPl覆土中，床面，44は覆土下層から出

土しており，本跡に伴うものと考えられ，42はほぼ完形で，南東コーナー壁際から出土している。そのほか，

混入した縄文土器片7点が出土している。

所見　本跡は一辺約7．0mで，当遺跡においては大形の住居跡である。時期は，出土土器から4世紀代と考え

られる。

ー39－

第34図　第2号住居跡出土遺物実測図（1）
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第35図　第2号住居跡出土遺物実測図（2）

第2号住居跡出土遺物観察表（第34・35図）

／二ノ・l
0　　　　　　　　　　　10cm

l一一　一・†　－　」

番号種別器種口径器高底径 胎土 色調焼成 手法の特徴 出土位置備考

40 土師器高杯12．2 7．8 7．4
長石・石英・

赤色粒子
明黄褐普通杯部下段から脚部外面パケ目整形

北西コーナー

床面

80％

PL17

41 土師器高杯－（10．1）17．1長石・石英 橙普通
杯部下段から脚部外面へラ磨き，内面へ

ラ磨き，脚部内面へラナデ，窓6か所

Pl覆土中，

床面

70％

PL15

42 土師器 13．4 16．9［5．6］長石・石英 にぷい褐普通
複合口縁部内・外面パケ目整形後へラ磨南東コーナー90％

呈E き，頚部・休部へラ磨き 中層 PL21

43 土師器璽E 16．0（14．0）－長石・雲母 橙普通
複合口緑部から頚部外面パケ目整形後横

ナデ，体部外面弱いパケE整形

南東コーナー

中層
10％

44 土師器襲 16．6 19．7 6．3
長石・石英・

雲母
にぷい黄褐普通
口緑部内外面・体部上段外面パケ目整

形，下段外面へラ削り，内面へラナデ
下層
90％

PL28

45 土師器藍［14．7］20．8 5．3
長石・雲母・
橙普通
口緑部外面パケ目整形後横ナデ，休部外面上段中層から 60％

赤色粒子 パケ目整形，外面下段へラ削り，内面へラナデ下層 PL26

46 土師器嚢［15．2］（19月）－長石・石英 橙普通
休部外面上段パケ目整形，外面中段パケ

冒整形後へラ磨き，外面下段へラ削り
下層 70％

47 土師器襲 17．3（16．0）－
長石・石英・

赤色粒子
にぷい褐普通口緑部・休部外面上段パケ目整形 床面 40％

番号種別 長さ 幅 孔径 重量 材質 特　徴 出土位置 備考

DP38 土玉 3．1 3．2 0．6 30．9 土 球体，外面ナデ 下層

DP39 土玉 3．4 3．5 1．0 35．0 土 球体，外面ナデ 覆土

DP40 土玉 2．8 3．3 0．8 25．5 土 球体，外面ナデ 北西コーナー床面

DP41 土玉 3．4 3．2 0．7 29．6 土 球体，外面ナデ 中層

DP42 土玉 3．0 3．0 0．7 21．5 土 球体，外面ナデ 中層
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番号 種別 長 さ 幅 厚 さ 重量 材 質 特　 徴 出土位 置 備考

Q 67 磨石 10．5 8．5 4．2 5 03．3 安山岩 両面 中央部付近敲打痕 ，縁 端部仝周 に研磨痕 中層 PL4 5

第4号住居跡（第36図）

位置　調査区東部のE7j2区に位置し，標高26．8mほどの台地平坦部に立地している。

規模と形状　耕作による削平のため壁の立ち上がりは残存していないが，床面の広がりからN－590－Wを主

軸とした一辺4．1mはどの方形と推定される。

床　中央部付近と北東コーナー及び南東壁中央付近の広い範囲が撹乱を受けているが，残存部からほぼ平坦で

あったと考えられる。壁溝は確認された床面の一部を除いて巡っている。

炉　中央部の北西壁寄りに位置している。掘り込みや火床面は確認できず，床面上に焼土が堆積している状況

であり，ほとんど掘り込みをもたない地床炉である。

ピット　確認できなかった。

覆土　床面が露出した状態で検出されたため，不明である。

遺物出土状況　遣物は出土していない。

所見　出土遺物がないため時期は明確でないが，住居跡の形状や周辺部に同様の住居跡が確認されていること

などから，時期は4世紀代と考えられる。

可

第36図　第4号住居跡実測図
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第5号住居跡（第37図）

位置　調査区東部のE6iO区に位置し，標高27．0mほどの台地平坦部に立地している。

重複関係　第38号土坑に，中央部よりやや北西側を掘り込まれている。

規模と形状　長軸4・50m，短軸3・30mほどの長方形で，主軸方向はN－290－Eである。壁高は最も残りのよい

北西壁が12cmで，いずれの壁も外傾して立ち上がっている。

床　ほぼ平坦で，中央部がよく踏み固められており，壁溝は仝周している。
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炉　中央部の西コーナー寄りに焼土の範囲がみられたが，掘り込みや火床面は確認できず，床面上を炉床とし

たものであるが，小規模のものである。

ピット　確認できなかった。

覆土　6層からなり，レンズ状に堆積している自然堆積である。

土屑解説

1黒　褐　色　　ロームブロック少量

2　黒　褐　色　　ロームブロック微量

3　黒　褐　色　　ローム粒子微量

4　黒　褐　色　　ローム粒子・炭化粒子微量

5　暗　褐　色　　ローム粒子微量

6　暗　褐　色　　ローム粒子少量

遺物出土状況　土師器片25点（嚢類24，器台1），土製品2点（土玉）が主に覆土上層から下層にかけて出土

している。土器片は細片のため図示できなかいが土製品2点が図示できた。DP43は北西壁際床面，DP44は中

央部のやや西側の床面からそれぞれ出土している。

所見　出土遺物が少なく時期を決定することは困難であるが，形状から4世紀代と考えられる。

由

」L27．2。m

甘

第37図　第5号住居跡・出土遺物実測図

第5号住居跡出土遺物観察表（第37図）

㊥

Q。4。

t＝±当れ

番号 種別 長 さ 幅 孔径 重量 材質 特　 徴 出土位置 備考

D P43 土王 3．0 3．0 0．6 37．2 土 球体，外面ナデ 床面

D P44 土玉 3．1 2．9 0．5 18．6 土 球体，外面ナデ 床面
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第6号住居跡（第38～41図）

位置　調査区東部のF6b9区に位置し，標高27．1mほどの台地平坦部に立地している。

重複関係　西コーナー部で第7号住居を掘り込み，北壁中央部を第12号土坑に掘り込まれている。

第38図　第6号住居跡実測図（1）
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第39回　第6号住居跡実測図（2）

規模と形状　一辺が7・8mはどの方形で，主軸方向はN－740－Wである。壁高は24～38cmで，各壁ともやや外

傾して立ち上がっている。

床　ほぼ平坦であり，炉の西側に硬化面が確認され，壁溝が全周している。また，各壁から対面する壁に向か

って，それぞれ2～5条の短い溝状の掘り込みが並んでいた。丸太などの木材を置き，その上に板材を渡した

根太の痕跡と考えられる。

炉中央部よりやや西側に確認された。長径95cm，短径60cmほどの楕円形で，炉床面にやや凹凸がみられたが，

ほとんど掘り込みは確認できず，床面を炉床としたものである。

ぽッ睦　8か所。主柱穴はPl～P4が相当し，深さ77～83cmである。P8ほ深さ65cmで，東壁際中央部の炉

と向かい合う位置にあり，出入り口施設に伴うピットと考えられる。P5～P7の深さはそれぞれ26～30cmで

あり，各主柱穴の北側に隣接し，規模や深さが一定のため，柱穴と何らかの関連があるものと思われる。

貯蔵究　南東コーナー寄りに付設され，長径1．2m，短径工Omほどの楕円形で，深さは30cmである。底面は平

坦で，壁は外傾して立ち上がる。

覆土10層からなり，レンズ状に堆積している自然堆積である。なお，第7～10層はP8の覆土である。

土層解説

1　里　　　色　　焼土粒子微量

2　黒　褐　色　　焼土粒子微量

3　黒　褐　色　　ロームブロック少量

4　黒　褐　色　　ローム粒子微量

5　暗　褐　色　　ローム粒子少量

6　暗　褐　色　　ローム粒子微量

7　灰　褐　色　　ローム粒子少量

8　極暗褐色　　ロームブロック中量

9　黒　褐　色　　ローム粒子微量

10　暗　褐　色　　ローム粒子少量
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第40回　第6号住居跡出土遺物実測図（1）

10cm
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第41図　第6号住居跡出土遺物実測図（2）

遺物出土状況　土師器片603点（杯類4，嚢類581，器台1，椀類3，柑類7，高杯6），土製品2点（土玉），

磨石1点が，主に覆土中層から下層にかけて出土している。中央部よりも，壁際からの出土が多く，大形の破

片は北西コーナー部と南東コーナー付近に集中している。特に南東コーナーの貯蔵穴付近からは，嚢が3点並

んで出土している。それらを含めて，図示できたものは26点である。50は西側の壁付近，55も西側壁付近の床

面から出土しており，いずれも本跡に伴うものと考えられる。また，壁際の床からは，DP45・DP49とQ69が

出土している。52・53・54は，南コーナー付近の床面から正位の状態で出土し，57は西コーナー付近の床面か

ら逆位の状態で出土している。また，DP51・DP53は，炉床面から出土している。そのほか混入した縄文土器

片7点が出土している。

所見　本跡は，当遺跡において最大の規模をもつ住居跡である。床面から管玉や手捏土器が出土し，住居廃棄
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時に祭祀行為が行われた可能性が考えられる。多量の遺物が出土しておりタ　時期は4世紀前～中頃と考えられ

る。

第6号住居跡出土遺物観察表　第購e射図）

番号 種別 器 種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手法 の特徴 出土位置 備考

4 9 土 師器 器 台 ［7．4］ 7．3 ［10．9］ 長石 ・石英 橙 普通
器受部外面へラナデ，内面へラ磨 き，脚部

外面へ ラ磨 き，内面へラナデ，窓 3 か所
覆土

8 0％

P L 15

50 土師器 鉢 － 賂 6） 4．2 長石 ・石英 ・雲母 にぷい橙 普通 休部外 面へ ラ磨 き，内面へ ラナ デ 床面 6 0％

5 1 土師器 壷 ［16．8］ 賂 2）
長有 ・石英 ・

橙 普 通
複合 目線部 か ら頚部外 面横 ナデ，頚部

床面
20 ％

赤色粒子 内面へ ラナデ P L 20

5 2 土師準 旛 18 8 2 6．2 5．9
長石 ・石英 ・

赤色粒 子

にぷい
普通
休部外面上段パケ目整私 下段へラ削 り，口 南 コーナ 95％煤付着

瓦 橙 縁部内面パケ目整形後横ナデ，底部木葉痕 ー床面 P L 28

53 土 師器 旛 1 9．4 26．9 7．2
長 石 ・石英 ・

雲母

にぷい
普通
口綾 部か ら体部外面上段パ ケ目整形 ， 南 コーナ 95％煤付着

瓦 黄褐 下段 へ ラ磨 き ー床 面 P L 2 8

54 土 師器 旛 16 3 2 4．7 5．7
長石 ・石英 ・

雲母

にぷい
普通
目線部から体部外面上段 ・中段パケ目整形， 南 コーナ 100％煤付着

瓦 橙 下段へラ削 り，内面パケ目整形後横ナデ ー床 面 P L 2 8

5 5 土師器 襲 19．4 （2 4．3）
長有 ・有英 ・ にぷい

普通
口縁部から体部上段 ・下段パケ目整形，下

床面
80 ％

赤色粒子 褐 段へラ削 り，口縁部内面パケ自整形後ナデ P L 28

5 6 土師器 旛
こ正己 15．4 1 5．3 5．3

長有 ・有英 ・

赤色粒 子
明黄褐 普 通

目線部外面 へラ磨 き，体 部外 面へ ラ削

り後へ ラ磨 き，内面 へラナデ
床面

80％

P L 22

5 7 土 師器 婆 i 15．1 （1 7．2） － 長有 ・雲母 橙 普通 目線部か ら体部外面弱 いパ ケ目整形 西コート 庸 70％

58 土 師器 重望＿主 副 8．2 3．2 － 長有 ・有薬 赤褐 普通 内外 面指頭痕 覆土 95％PL 33

番号 種別 長 さ 幅輝さ） 孔径 重量 材質 特　　 徴 出土位置 備考

りP 4 5 土玉 3．2 3．2 0．6 3 1．5 土 球体 ，外 面ナデ 床面 P L 4 1

り㌘46 土玉 3．1 3．3 0．7 28．8 土 球体，外 面ナデ 覆土

m P4 7 土 玉 3．5 3．3 0．6 3 1．7 士 球体，外面 ナデ 覆土

りP 4 8 土 玉 3．0 3．2 0．7 2 9．7 土 球体，外面 ナデ 覆土

りP 4 9 土玉 3．0 3．1 0．6 2 5．4 土 球体，外面 ナデ 北西壁際床面

りP 5 0 土玉 3．0 3．2 0．8 2 5．3 土 球 体，外面 ナナ 北東壁際床面

りP 5 1 土玉 3．1 3．0 0．6 2 8．5 土 球体 ，外面 ナデ 床 面

りP 52 士玉 3．4 3．2 0．9 3 1．1 土 球体 ，外 面 ナデ 床面

りP 53 土王 3．4 3．4 0．7 33．4 土 球体 ，外 面ナデ 床面

D Pこう寸 土王 3．3 3．1 0．6 28．0 土 球体 ，外 面ナデ 床面

n P 55 土 王 3．5 3．4 0．8 29．0 土 球体 ，外 面ナデ 床面

りP 56 土 玉 2．8 2．5 0．7 15．0 士 球体，外面 ナデ 床面 P L J l

りP 5 7 紡錘車 3．6 2．4 0．7 4 0．6 土 無文，断面形 は逆台形状，外面 ナデ 覆土 PL 40

望P 5 8 紡錘車 3．月 1．7 0．7 3 3．3 土 無丸 断面形は逆台形軋 上面やや凄みあり，外面ナデ 覆室＿＿ P L 4 0

義喜‾…‾i 種別
長 さ 幅輝き）孔径 重量 材質 ！　　　　 特　 徴 出土位置 備考

望＿＿＿＿＿！ 管玉 2．1 0．4 0．2 0．8 緑色凝灰岩 ！外面は丁寧な磨き，完形 西壁際床面 PL45

番号 種別 長さ 幅 厚 さ 重量 材質 特　　 徴 出土位置 備考

M 37 鉄鉱 ほ4 ） （2．4） 0．8 6．1 鉄 三角形鍍群，鉄身部三角形 覆土 PL46

第番号健贋跡（第42。43図）

位置　調査区東部のF6g5区に位置し，標高27．0mほどの台地平坦部に立地している。

重複関係　北西コーナー部が，第9号住居を掘り込んでいる。

規模と形状　一辺が51mほどの隅丸方形で，主軸方向はN－820－Wである。壁高は18～26cmで，各壁とも外

傾して立ち上がっている。

床　ほぼ平坦であるが，それほど踏み固められた様子はみられず，壁溝は確認されていない。

炉　中央部西寄りに焼土の範囲を確認したがタ明確な掘り込みや炉床面は確認できず，床面を炉床としている。
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ピット　確認できなかった。

貯蔵穴　北東コーナー寄りに位置し，長径64cm，短径52cmほどの楕円形で，深さは16。mである。底面は平坦

で，壁は外傾して立ち上がる。

貯蔵穴土層解説
1　黒　褐　色　　ローム粒子微量
2　黒　褐　色　　ロームブロック微量

3　極暗褐色　　ロームブロック微量

覆土　7層からなり，レンズ状に堆積している自然堆積である。

土層解説
1　黒　　　色　　ローム粒子微量
2　黒　褐　色　　ローム粒子・炭化粒子微量
3　黒　　　色　　ローム粒子・炭化粒子微量
4　極暗褐色　　ローム粒子少量，炭化粒子微量

5　黒　褐　色

6　黒　褐　色

7　暗　褐　色

ローム粒子少量，炭化粒子微量
ローム粒子中量
ローム粒子中量

遺物出土状況　土師器片95点（薬類92，柑類3），土製品1点（土玉）が出土している。大半が細片であり，

図示できたものは3点だけである。62は炉の南西の床面から出土し，63は西壁際床面出土の2点が接合したも

のである。DP59は，貯蔵穴底面から出土している。

所見　時期は出土土器から，4世紀代と考えられる。
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第43図　第8号住居跡出土遺物実測図

第8号住居跡出土遺物観察表（第43図）

番 号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手法の特徴 出土位置 備考

6 2 土 師器 ∃互 12．7 （4．0 ）
長石 ・石英 ・

雲母
明赤褐 普通 ロ緑部か ら頚部外面パ ケ目整形後横 ナデ，

内面パ ケ目整形後横 ナデ
床面 10 ％

P L 20

6 3 土 師 器 璽E － （8．2） 8 ．6
長 石 ・雲母 ・ 橙 普通

休部下段外面パケ目整形後へラ削 り，底 西壁際 10％
赤色粒子 部木葉痕 床面 底部籾痕

番号 種別 長 さ 幅 孔径 重量 材 質 特　　 徴 出土位置 備考

D P 5 9 土 玉 3．1 3．3 0．7 3 0 ．8 土 球 体，外面 ナデ 貯蔵穴底面

第10号住居跡（第44・45図）

位置　調査区東部のF6d2区に位置し，標高27．0mほどの台地平坦部に立地している。

規模と形状　長軸6・40m，短軸5．40mほどの隅丸長方形で，主軸方向はN－400－Wである。壁高は10～18cmで，

北西壁と南東壁はほぼ直立して立ち上がっているが，北東壁と南西壁は床面の高まりに沿ってなだらかに立ち

上がっている。

床　北東壁と南西壁際の床面は，ほかの床面より一段高くなっており，その隆起帯は30～40cmほどの幅を有し

ている。壁溝は，この高まりも含めて南東壁際と南東コーナーを除いて確認された。

炉　中央部の北西寄りに位置している。それほど掘り込みや火床面は確認できず，床面上を炉床としている。

ピット　確認できなかった。

覆土　8層からなり，レンズ状に堆積している自然堆積である。

土層解説
1　黒　　　色　　ローム粒子・焼土粒子微量
2　黒　褐　色　　ローム粒子少量，焼土粒子微量
3　黒　褐　色　　ロームブロック・焼土粒子・炭化粒子微量
4　黒　褐　色　　ロームブロック・炭化物少量

5　黒　　　色　　炭化物中量
6　暗赤褐色　　焼土ブロック・炭化粒子中量
7　暗　褐　色　　ローム粒子中量
8　暗　褐　色　　ロームブロック中量，焼土粒子微量

遺物出土状況　土師器片118点（整類），土製品1点（土玉）のほか，炭化材と焼土塊が出土しており，図示で

きた遺物は，4点である。66は北部コーナー付近の上層，67は中央部付近の下層，68は中央部よりやや北東壁

寄りの床面から正位の状態でそれぞれ出土している。また，DP60は南西側の床面から出土している。炭化材

と焼土塊は，主に南西部の床の高まり部分からの出土が目立ち，垂木と見られる炭化材は，炭化材同士が平行

に並ぶような形で出土している。
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所見　北東壁・南西壁際が住居跡中央部の床面より一段高くなっていることから，ベッド状の施設を有する住

居跡と思われる。また，覆土下層から床面にかけて多量の焼土・炭化材が出土していることから焼失家屋であ

り，時期は4世紀代と考えられる。

④　　　　　　可

C’

A－

DP60　　　　　　　　　　　　67　　68　66　　　　　　C－
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第44回　第10号住居跡実測図
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第45図　第10号住居跡出土遺物実測図
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第10号住居跡出土遺物観察表（第45図）

番 号 種 別 器 種 口径 器 高 底 径 胎 土 色 調 焼 成 手法 の 特 徴 出土位置 備 考

6 6 土 師 器 宣E 15 ．6 （6 ．8） － 長石 ・石英 ・雲母 にぷい赤褐 普 通 口緑 部 か ら頚部 外 面， 内 面横 ナ デ 上 層 15％ pL20

6 7 土 師 器 婆 17 ．7 （9．9）
長 石 ・石 英 ・

赤 色 粒子

にぷ い

橙
普 通 口緑 部 か ら休 部 外 面上 段 パ ケ 目整形 後 横

ナ デ， 内 面へ ラナ デ
下 層 15 ％

6 8 土 師 器 賓 （2．7） 4．1 長石 ・石英 ・雲母 にぷい赤褐 普 通 体部 外 面下 段 ， パ ケ 日調整 床 面 10 ％

番号 種 別 長 さ 幅 孔 径 重量 材 質 特　　 徴 出土位置 備 考

D P 6 0 土 玉 3．4 3．4 0 ．8 23 ．7 土 球 体 ，外 面 ナデ ， 一 部 欠損 床 面

第11号住居跡（第46図）

位置　調査区東部のF5bO区に位置し，標高27．5mほどの台地平坦部に立地している。

規模と形状　耕作により，壁・床面は削平されている。掘り方部分から判断し，一辺3．7mほどの方形と推定

され，主軸方向はN一朗0－Wである。

床　完全に削平されている。掘り方は，一部高まり部分が見られるが全体的には平坦であり，床部はローム土

と黒色土を用いて4～14cmの厚さに貼られている。

貼床土層解説
1　黒　褐　色　　ロームブロック中量
2　黒　褐　色　　ローム粒子中量

3　極暗褐色　　ロームブロック中量
4　暗　褐　色　　ローム粒子多量

炉　中央部の北西寄りに，焼土が薄く堆積しているのが確認された。位置や規模から炉と考えられるが，上部

は削平されている。

ピット　掘り方調査においても，確認できなかった。

覆土　削平のため存在していない。

＿旦＿276m

4　　　　3　　　　　　3

0　　　　　　　　　　　　　　　2m

i　　　；　　　！

第46図　第11号住居跡・出土遺物実測図

－51－

0　　　　　　　　　　　　　10cm

」　　　⊥　　　［



遺物出土状況　土師器片14点（嚢類）が出土している。遺物の出土点数は少なく，図示できたものは69の1点

のみであり，貼床部から逆位の状態で出土している。そのほか，混入した縄文土器1点が出土している。

所見　床面も削平されて，覆土の堆積状況は不明であったため，掘り方調査を実施した。時期は，出土遺物か

ら4世紀代と考えられる。

第11号住居跡出土遺物観察表（第46図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手法の特徴 出土位置 備 考

6 9 土師器 襲 ［15．4］ （1 2．0） 長石 ・石英 褐 普通
体 部外 面上段パ ケ目整形後へ ラナデ，

内面パケ 目整形
上層

20％

煤付着

第12号住居跡（第47～49図）

位置　調査区東部のF5a8区に位置し，標高27．2mほどの台地平坦部に立地している。南東部は調査区域外に

位置していたため，可能な限り調査区を拡張して規模と形状の確認に努めた。

規模と形状　一辺5．4mはどの方形で，主軸方向はN－330－Wである。壁高は40～44cmで，各壁とも外傾して

立ち上がっている。

床　ほぼ平坦で，踏み固められた様子は見られず，壁溝は認められない。

炉　中央部やや北側に位置しており，床を6cmほど掘り込んだ浅い地床炉である。炉床面は赤変硬化して，覆

土は単一層である。

炉土層解説
1　極暗赤褐色

④

焼土ブロック少量，炭化粒子微量

可　可

第47図　第12号住居跡実測図（1）
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第48回　第12号住居跡実測図（2）
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ピット　5か所。主柱穴はPl～P4が相当し，深さは45～56cmである。P5は深さ56cmで，南東壁寄りの

中央部に位置し，炉に対略しているため，出入り口施設に関係するものと考えられる。

覆土11層からなり，レンズ状に堆積している自然堆積である。

土層解説
1　黒　　　色

2　黒　褐　色
3　黒　　　色

4　黒　褐　色

5　黒　褐　色
6　黒　褐　色

ローム粒子微量
ローム粒子微量
ローム粒子少量
ロームブロック微量
ローム粒子少量，炭化粒子微量
ローム粒子少量

7　極暗褐色
8　極暗褐色
9　黒　　　色
10　暗　褐　色

11褐　　　色

炭化粒子少量，ロームブロック微量

ローム粒子中量
ロームブロック微量

ロームブロック少量
ローム粒子少量

遺物出土状況　土師器片352点（杯類10，嚢類342）が北東側を中心に出土している。図示できたものは5点で

あり，72は覆土中層から出土している。71，73は南コーナー付近のそれぞれ覆土中層，下層から逆位の状態で

出土しており，本跡に伴うものと考えられる。そのほか，混入した縄文土器51点が出土している。

所見　時期は，出土土器から4世紀中頃と考えられる。

「＿：l：l：－　‾「l

＼

第49図　第12号住居跡出土遺物実測図

第12号住居跡出土遺物観察表（第49図）

番号 種別 器種 口径 器 高 底径 胎土 色調 焼成 手法 の特徴 出土位置 備 考

70 土 師器 炉器台 ［8．8］ 8．5 ［13．2］
長石 ・石英 ・

雲母 ・黒色粒子 明赤褐 普通
器受 部内面 ・脚部外面 へラ磨 き，脚部

内面 へ ラ削 り，窓 2 か 所確認
覆土

20％

P L 1 5

71 土 師 器 器台 8．8 （2．1） － 長石・石英・雲母・赤組子 にぷい橙 普通 器受部 内，外面へ ラ磨 き 南コーナー中層 15％
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番号 種 別 器種 口径 器高 底径 胎⊥ 色調 焼 成 手法の特 徴 山土位置 備考

72 土師器 器台 （5．9） 9．8
長石 ・石英 ・ にぷい黄

普 通
脚部外面へ ラ磨 き，内面へラ削 り，窓

中層
50 ％

雲母 橙 3 か所 PL 15

7 3 土師器 璽E （10．7） 5．0 長石 ・赤色粒子 橙 普通
休 部外 面 中段へ ラ磨 き，下段 へ ラ削 り，

内面へ ラナデ

南 コーナ

ー下層
95％

74 土師器 嚢 17．0 （7．3） －

長石 ・石英 ・

雲母 ・赤色粒子
橙 普通

口辺 部か ら休部外面上段 パケ目整形，

内面 へ ラナデ
床面 15％

第13号住居跡（第50図）

位置　調査区東部のE6j7区に位置し，標高27．1mほどの台地平坦部に立地している。

重複関係　西壁のほぼ中央部を，第42号土坑に掘り込まれている。

規模と形状　一辺4．0mほどの方形で，主軸方向はN－240－Wである。壁高は8～17cmと低く，外傾して立ち

上がっている。

床　ほぼ平坦であるが，中央部から東壁寄りにやや低くなる。中央部付近よりやや北壁寄りの狭い範囲で硬化

面が確認され，壁溝は南東コーナー，南西コーナーと西壁の一部を除いて認められた。また，東コーナー部に

長径70cm，短径58cm，深さ8cmほどの楕円形の凹が確認された。北東コーナー部と北西コーナー部に焼土塊

が検出されている。

囚　　　叫

三三：‾
0　　　　　　　5clれ
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」L27．2m

第50図　第13号住居跡・出土遺物実測図

炉　確認できなかった。

ピット　柱穴は，確認した範囲には認められなかった。

覆土　8層からなり，レンズ状に堆積している自然堆積である。
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土層解説
1　里　　　色　　ローム粒子・焼土粒子微量
2　黒　褐　色　　ロームブロック微量
3　黒　褐　色　　ローム粒子中量
4　黒　褐　色　　ロームブロック少量

5　黒　褐　色　　ローム粒子少量，焼土粒子や炭化粒子微量
6　黒　褐　色　　ロームブロック中量
7　暗　褐　色　　ローム粒子微量
8　暗　褐　色　　ローム粒子中量，炭化粒子微量

遺物出立状況　土師器片軋真（椀類1，婆類40）が出土しているがタ　ほとんど細片で図示できたのほ1点であ

る。そのほか混入した縄文土器28点，石製品1点が出土している。

所凰　覆土に，それほど焼土などが含まれていないことから，検出された焼土塊は本跡の焼失を示すものでな

いと判断した。時期は出土土器から4世紀代と考えられる。

第13号住居跡出土遺物観察表（第50図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土
色調 i‾‾‾‾‾扇成 ！　　 手法の特徴

出土位置 ！ 備考

75 〕土師器 器台 ［7．8］ ほ2） 長石 ・石英
明赤褐 普通 警 票享誓 笠票完 霊き誹 部内面

床面 30％

第掴考健屠跡（第51～53固）

位置　調査区東部のF6a4区に位置し，標高27．3mほどの台地平坦部に立地している。

重複関係　北コーナー部を第19号住民酋コーナーを第18号住居にそれぞれ掘り込まれている。

規模と形状　長軸689mタ短軸6．3mほどの長方形でタ主軸方向はN…350…Eである。壁高は38～48cmで，各壁

ともほぼ直立して立ち上がっている。

床　ほぼ平坦であるが，北東壁付近に多少凹凸が見られ，主柱穴と考えられるP「＋P娠南東壁中央部から

延びる間仕切溝と考えられる溝状の掘り込みの両側から中央部にかけてよく踏み固められている。壁溝は東部

コーナー部を除いて巡っている。北東壁ぎわから両コーナー部には焼土塊が検出され，火災に遭遇したものと

考えられる。

炉　中央部よりやや北西壁寄りに2か所重複して確認された。炉1ほ，長径108cm，短径64cmの楕円形で12。m

ほど掘りくぼめ，炉2を掘り込んでいる。また，炉床面中心部付近には，整体部を埋設している。炉2は長径

80cm，短径購cmほどの楕円形と推測され，床面を炉1と同じ深さに掘りくぼめている。これらの状況から，

炉2の後に炉1を作り替えて使用したものと考えられる。なお，土層解説の第3・4層は掘り方を示す。

炉土層解説

1暗赤褐色　　焼土ブロック中量，炭化粒子微量
2　暗赤褐色　　焼土ブロック多量

3　暗赤褐色　　焼土ブロック多量（炉。掘り方）
4　赤　褐　色　　焼土ブロック中量（炉・掘り方）

ぽッ紅　4か所。深さは84～104cmで，位置から主柱穴に相当する。Pl e P2の断面形は2段掘り込み状で

あり，規模から推測すると柱の径は20cm以上と推定される。

覆羞　6層からなり，レンズ状に堆積している自然堆積である。

土層解説

1　黒　　　色
2　黒　褐　色

3　黒　褐　色

ローム粒子微量
ロームブロック少量，炭化粒子微量
ロームブロック少量，炭化物微量

4　極

5　暗

6　暗

暗褐
褐

褐

色

色

色

ロームブロック中量，炭化物微量
ローム粒子少量

ロームブロック少量

遺物出立状況　土師器片295点（杯類6，婆類281，椀類1，器台3，高年4），土製品4点（土玉）が中央部

から北東側を中心に出土しており，8点が図示できた。79は西コーナー付近床面から正位の状態で出土し，

81・82は，ともに北東壁際の床面から出土している。そのほか混入した縄文土器76点が出土している。
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所見　本跡は一辺が6m以上と，当遺跡では大形の住居である。北東壁下の焼土塊から，住居廃絶後に焼失し

たものと考えられ，時期は出土土器から4世紀代と考えられる。

第51回　第14号住居跡実測図（1）
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第52図　第14号住居跡実測図（2）
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第53図　第14号住居跡出土遣物実測図

第14号住居跡出土遺物観察表（第53図）
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番号種別器種口径器高底径 胎土 色調焼成 手法の特徴 出土位置備考

78 土師器器台8．1（5．9）
長石・雲母・

黒色粒子 橙普通
器受部・脚部外面へラ磨き，器受部内

面へラ磨き，脚部内面へラナデ
床面50％

79 土師器器台－（4．7）10．4長石・石英にぷい橙普通脚部外面へラ磨き，脚部内面へラ削り，窓3か所西コーナー床面50％

80 土師器高杯［6．1］（4月）
長石・石英・

雲母・赤色粒子橙普通
脚部外面へラ磨き，器受部内面へラ磨

き 覆土50％

81 土師器小形要14．7（11．7）
長石・雲母・にぷい
普通
体部外面上段パケ目整形，下段へラ削り，口緑北東壁際

70％赤色粒子 橙 部内面パケ目整形後梼ナデ，体部内面へラナデ床面

82 土師器要15．418．15．6長石・石英
にぷい

褐
普通
休部外面上段へラ磨き，中段から下段へ

ラ削り，内面へラナデ，底部に孔有り

北東壁際

床面

100％PL31

甑転用

番号種別長さ幅孔径重量 材質 特　　徴 出土位置備考

DP61管状土錘3．9 2．3 0．8 23．2 土 外面ナデ 下層

DP62管状土錘4．1 2，3 0．6 22．9 土 外面ナデ 覆土

DP63管状土錘（3．9）2．3 0．9 （21．1） 土 外面ナデ 覆土
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第15号住居跡（第54・55図）

位置　調査区東部のE6g2区に位置し，標高27．2mほどの台地平坦部に立地している。

規模と形状　一辺3．9mほどの方形で，主軸方向はN－360－Wである。壁高は4～6cmと低く，北西壁以外は

外傾して立ち上がっている。

床　ほぼ平坦であり，中央部から北西，南東にかけて踏み固められており，西コーナーと南コーナー以外に壁

溝が確認された。また，南コーナー部を中心に，焼土塊が広い範囲で確認され，焼失住居と考えられる。

炉　確認できなかった。

ピット　確認できなかった。

覆土　8層からなり，レンズ状に堆積している自然堆積である。

土層解説
1　黒　　　色　　焼土粒子中量
2　黒　　　色　　ローム粒子・焼土粒子，炭化粒子微量
3　暗　褐　色　　炭化粒子少量・焼土ブロック微量
4　暗　褐　色　　焼土ブロック中量，炭化粒子少量

5　黒　　　色　　炭化物少量，ローム粒子微量
6　暗　褐　色　　焼土ブロック・炭化粒子少量
7　にぷい赤褐色　　ローム粒子多量
8　褐　　　色　　ローム粒子中量，炭化粒子微量

遣物出土状況　土師器片34点（賓類），石製品1点（砥石）が出土しており，図示できたのは3点であった。

83・84は覆土中層から出土している。また，Q71は床面から出土している。そのほか，混入した縄文土器4点

が出土している。

所見　焼土塊の広がりなどから，焼失家屋と考えられ，廃絶後まもなく焼失したと考えられる。一辺約7mと，

当遺跡においては大形の住居である。遺物の出土が少ないため時期の判断は困難であるが，4世紀代と考えら

れる。
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第55図　第15号住居跡出土遣物実測図

第15号住居跡出土遺物観察表（第55図）
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番号種別器種口径器高底径胎土色調焼成 手法の特徴 出土位置備考

83土師器柑10．76．62．8長石・石英褐普通
口辺部から体部外面上段へラ磨き，外面

下段へラ削り，体部内面下段へラナデ
中層
80％

PIj3

84土師器
ミニチュ
［6．2］3．42．2
長石・雲母・
明黄褐普通
休部外面パケ目整形後へラナデ，底部南コーナ70％

ア土器 赤色粒子 内面指頭痕 ー中層PL33

番号種別長さ帽厚さ重量材質 特　　徴 出土位置備考

Q71砥石（6．9）3．13．4 59．3 凝灰岩砥面4面 床面PL45

第16号住居跡（第56～58図）

位置　調査区の東部のE6d8区に位置し，標高27．1mほどの台地平坦部に立地している。

規模と形状　一辺6．9mほどの方形で，主軸方向はN－490－Wである。壁高は43～49cmで，各壁とも直立して

いる。

床　ほぼ平坦であり，主柱穴と思われるピットの内側が踏み固められているが，P3付近には硬化面は認めら

れなかった。壁溝は南東壁中央部を除き確認された。また，北・南コーナー部付近には焼土塊が見られた。

炉　中央部からやや北西壁際に位置し，長径1．0m，短径45cmほどの楕円形で，床面を14cm掘りくぼめている

地床炉である。炉床は被熟により赤変硬化している。

ピット　6か所。主柱穴はPl～P4が相当し，深さは84～90cmである。P5・P6は深さ20cmほどで南東

壁寄りの中央部に位置しているおり，出入り口施設に関連すると考えられる。

貯蔵穴　南コーナー部に位置し，長径1．0m，短径70cmほどの惰円形で，深さは53cmであり，断面形はU字状

を呈している。最下層の第6層は粘土質であり，かなりの粘性がある。

貯蔵穴土層解説
1　黒　褐　色　　ローム粒子微量
2　黒　褐　色　　ローム粒子・炭化粒子微量
3　黒　　　色　　ローム粒子・炭化粒子微量

4　極

5　窯

6　灰

ロームブロック微量
ローム粒子中量
ローム粒子・粘土中量

覆土12層からなり，第1～6層はレンズ状に堆積している自然堆積であるが，壁際と下層に堆積している第

7～12層には，焼土ブロックや炭化物が比較的多く含まれていることから，本跡の廃絶後の焼失に伴って堆積

した土層と考えられる。

土層解説

黒　　　色

黒　褐　色

黒　褐　色

極暗褐色

ローム粒子微量　しまり強い
ローム粒子微量
ローム粒子少量
ローム粒子少量
ローム粒子少量，炭化粒子微量
ロームブロック少量

7　黒　褐　色

8　暗　褐　色

9　黒　褐　色

10　極暗褐色
11暗　褐　色
12　暗赤褐色

－59－

ロームブロック中量，炭化粒子微量
ロームブロック中量，炭化物微量
ローム粒子少量

ロームブロック中量，焼土粒子・炭化物微量
ローム粒子微量，炭化物微量
焼土ブロック中量，ロームブロック少量，炭化粒子微量
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第57図　第16号住居跡実測図（2）

遺物出土状況　土師器片448点（杯類5，嚢類436，器台2，高杯5），ミニチュア土器1点，土製品1点（管

状土錘）が出土しており，図示できたものは5点であった。85は南東壁際床面，86・87は覆土中層からそれぞ

れ出土している。そのほか混入した縄文土器27点が出土している。

所見　本跡は，焼土塊の広がりなどから，焼失家屋で住居廃絶後に焼失したと考えられる。時期は，出土土器

から4世紀代と考えられる。
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第58図　第16号住居跡出土遺物実測図

第16号住居跡出土遺物観察表（第58図）

番 号 種 別 器 種 口 径 器 高 底 径 胎 土 色 調 焼 成 手 法 の 特 徴 出土 位 置 備 考

85 土 師 器 柑 ［15 ．6 ］ （8．9） － 長石・石英 ・赤色桂子 橙 普 通 口 辺 部 外 面 へ ラ ナ デ 南東側壁際床面 10 ％

86 土 師 器 要 － （3．8） 4．9 長石 ・石英 ・雲母 橙 普 通 休 部外 面 下 段 へ ラ削 り， 内面 へ ラ当 痕 中層 10 ％

87 土 師 器 小 形 襲 － （2．9） 3．2 長石 ・石英 ・雲母 にぷい橙 普 通 体 部外 面 下 段 へ ラ磨 き ， 内面 へ ラナ デ 中層 10 ％

8 8 土 師 器 小 形 襲 － （2．0） 3．5 長 石 ・石 英 にぷい黄橙 普 通 休 部 外 面 下 段 へ ラ削 り， 内面 へ ラ当 痕 覆 土 10 ％

番 号 種 別 長 さ 幅 孔 径 重 量 材 質 特　　 徴 出 土 位 置 備 考

D P6 4 管 状 土錘 2．6 2 ．5 0 ．7 15 ．8 土 外 面 ナ デ 覆 土

第17号住居跡（第59・60図）

位置　調査区東部のE6g7区に位置し，標高27．2mほどの台地平坦部に立地している。

重複関係　西コーナー部に撹乱を受けている。
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規模と形状　長軸5．1m，短軸4．6mほどの長方形で，主軸方向はN－290－Eである。壁高は8～15cmで，壁は

ほぼ直立している。

床　ほぼ平坦で，中央部の広い範囲がよく踏み固められている。壁溝は東コーナー部を除き巡っている。

炉　中央部より北西壁寄りに2か所確認された。炉1は長径40cm，短径30cmの楕円形を呈し，炉床面は赤変

硬化して凹凸が認められる。炉2は長径60cm，短径30cmの不定形で，炉1と同じように，炉床面は赤変硬化

して凹凸が認められる。これらは，炉床面の赤変硬化の状態から，炉1が主として使用されていたと考えられる。

ピット　確認できなかった。

貯蔵穴　南コーナー部のやや北側に位置し，長径90cm，短径56cmほどの惰円形で，深さは14cmである。底面

は北東に向かって傾斜し，凹凸が見られる。壁は外傾して立ちトがっている。

覆土　5層からなり，レンズ状に堆積している自然堆積である。

土眉解説
1黒　褐　色　　ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子微量
2　極暗褐色　　ローム粒子少量
3　黒　褐　色　　ローム粒子・炭化粒少微量

4　極暗褐色
5　黒　褐　色

炭化物中量
ローム粒子中量

遺物出土状況　土師器片218点（整類213，器台2，高杯3），ミニチュア土器1点，土製品2点（土玉）が出

土し，東コーナー部の覆土下層付近からの出土が目立つ。図示できたものは7点であり，90・91は，正位で西

コーナー部付近の床面から出土している。93は北東壁付近の床面，182は貯蔵穴覆土中からそれぞれ出土して

いる。また，土玉も床面から出土している。

所見　時期は出土土器から4世紀前半と考えられる。
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第59図　第17号住居跡実測図
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第60図　第17号住居跡出土遺物実測図

第17号住居跡出土遺物観察表（第60図）

0　　　　　　　　　　　　　10cm
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番号種別 器種口径器高底径 胎土 色調焼成 手法の特徴 出土位置備考

89 土師器 高杯 －（7，1）9．4
長石・雲母・

赤色粒子 橙普通
脚部外面パケ目整形後へラ磨き，内面

へラナデ，窓4か所
床面 50％

90 土師器小形嚢15．0 15．1 4．7
長石・石英・にぷい

普通
口辺部外面パケ目整形，休部上段から下

床面
70％

赤色粒子 褐 段パケ目整形後へラ磨き，内面へラナデ PL22

91 土肺器小形襲14．6（15．3） 石英・雲母
にぷい

黄褐
普通
口辺部外面パケ目整形複横ナデ，体部上段

パケ目調整，下段へラ削り，内面へラナデ
床面50％

93 土師器ミニチュア土－（3．2）1．6 長石・長石 にぷい褐普通体部外面へラ磨き 床面 30％

182 土師器 ［18．2］（7．2）
長石・雲母・
樟普通
複合口緑部外面へラ磨き，2本以上の貯蔵穴

璽E 赤色粒子 棒状浮文，内面へラ磨き 覆土中

番号 種別 長さ帽孔径 重量 材質 特　　徴 出土位置 備考

DP65 土玉 3．0 2．8 0．7 21．1 土 外面ナデ 床面

DP66 土王 2．3 （2．8）（0．8）（10．1） 土 外面ナデ，一面が平らに整形，半分ほど欠損 覆土

第18号住居跡（第61図）

位置　調査区東部のF6a4に位置し，標高27．2mほどの台地平坦部に立地している。

重複関係　大部分が第14号住居の東コーナー部を掘り込んでいる。

規模と形状　一辺3．5mはどの方形で，主軸方向はN－340－Eである。壁高は最も残りのよいところで10cmほ

どで，緩やかに外傾して立ち上がっている。

床　ほぼ平坦で，踏み固められた様子は見られず，壁溝も認められない。

炉　中央部よりやや北コーナー部寄りに確認され，長径70cm，短径50cmほどの楕円形を呈し，掘り込みや炉

床面は明確でなく，床面上に焼土が検出された状態であった。

ピット　確認できなかった。

覆土　4層からなり，レンズ状に堆積している自然堆積である。
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土層解説

1　黒　　　色

2　黒　褐　色

ローム粒子少量
ローム粒子少量

3　黒　褐　色　　ローム粒子少量，炭化粒子微量
4　黒　褐　色　　ローム粒子微量

遺物出土状況　土師器片16点（嚢類14，高杯2）のほか，混入した縄文土器8点が出土しているが，細片のた

め図示できる遺物はない。

所見　時期は，第14号住居との重複関係から，4世紀中頃と考えられる。
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第61図　第18号住居跡実測図
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第19号住居跡（第62・63図）

位置　調査区東部のE6j5区に位置し，標高27．2mほどの台地平坦部に立地している。

重複関係　南半分のほとんどが，第14号住居の北部コーナーから北東壁を掘り込んでいる。

規模と形状　長軸3．6m，短軸3．1mほどの長方形で，主軸方向はN－lOrEである。壁高は14cmで，緩やかに

外傾して立ち上がっている。
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床　ほぼ平坦であるが，踏み固められた様子は見られず，壁溝も認められない。

炉　中央部のやや西寄りに位置している。径20cmほどの円形で，床面上に焼土が薄く堆積した状態である。

ピット　確認できなかった。

覆土　3層からなり，ロームブロックなどを含むことから人為堆積であると考えられる。

土層解説
1黒　　　色　　ロームブロック少量，焼土粒子・炭化粒子微量
2　黒　褐　色　　ロームブロック中量

3　黒　褐　色　　ロームブロック少量

遺物出土状況　土師器片5点（壷類1，嚢類4），土製品1点（炉石形土製品）が出土しており，図示できた

ものは2点である。183・DP67は，それぞれ床面から出土し，そのほか混入した縄文土器1点が出土している。

所見　時期は，第14号住居との重複関係や出土土器から4世紀中頃と考えられる。

0　　　　　　　　　　　　　10cm
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第63図　第19号住居跡出土遣物実測図

第19号住居跡出土遣物観察表（第揖図）

C＝コ

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手法の特 徴 出土位 置 備考

183 土師器 ［18．6］ ほ1）
長 石 ・石英 ・ にぷい

普通
複合口緑部外面 4 本以 上の棒状浮文，

床面 PL 48宣E 赤色粒 子 黄褐 内面へ ラ磨 き，赤彩

番号 種別 長 さ 幅 厚 さ 重 量 材 質 特　　 徴 出土位置 備考

D P 6 7 炉石形土製品 （7．5） （8．7） 3．4 2 0 1．3 土 外 面ナデ 床 面

第21号住居跡（第64・65図）

位置　調査区東部のE6h5区に位置し，標高27．3mほどの台地平坦部に立地している。

重複関係　西壁部が，第22号住居を掘り込んでいる。

規模と形状　一辺が5．5mほどの方形で，主軸方向はN－640－Eである。壁高は26～38cmで，外傾して立ち上

がっているが，西壁の一部は，削平のため立ち上がりは確認できなかった。

床　ほぼ平坦であり，東，西，北コーナー部付近を除き，壁溝が巡っている。また，北壁際には，焼土塊が少

量検出された。

炉　重複して4か所検出された。炉4が住居跡のほぼ中央部に位置し，南西壁に直線的に延びるような形で4

か所確認された。重複関係から炉1・3が炉2・4よりも新しい。炉1は長軸70cmほど，短軸60cmほどで床

を4cmほど掘り込んでいる。炉2の長軸は炉1と炉3に掘り込まれていて不明だが，短軸は70cmほどであり，

床を6cmほど掘り込んでいる。炉3は直径70cmほどの円形で，5cmほどの掘り込みがあり，炉4も，直径

70cmほどの円形と推測され，掘り込みは10cmほどであった。各炉とも，披熱のため赤変硬化している。なお，

炉土層解説は第1層が炉1を，第2・3・4層が炉3を，第5・6層が炉4を，第7層が炉2を示している。

－65－



炉土層解説
1暗赤褐色　　焼土ブロック多量（炉1）
2　極暗赤褐色　　焼土ブロック中量（炉3）
3　暗赤灰色　　焼土ブロック少量，炭化粒子微量（炉3）
4　暗赤褐色　　壌土ブロック少量，炭化粒子微量（炉3）

5　赤　黒　色
6　極暗赤褐色
7　暗赤褐色

焼土ブロック少量（炉4）
焼土ブロック少量，炭化粒子微量（炉4）
焼土ブロック少量，ロームブロック微量（炉2）

ピット　確認できなかった。

貯蔵穴　南東コーナー部に位置し，長径1．1m，短径90cmほどの楕円形で，深さは26cmである。底面は揺鉢状

で壁は外傾して立ち上がっている。

貯蔵穴土層解説
1黒　褐　色　　ローム粒子少量，炭化粒子微量
2　黒　褐　色　　ロームブロック少量

3　黒暗褐色
4　暗　褐　色

覆土　8層からなり，レンズ状に堆積している自然堆積である。

土層解説
1　黒　　　色

2　黒　　　色
3　黒　　　色

4　黒　褐　色

ローム粒子微量

ロームブロック少量
ロームブロック微量

ロームブロック中量

5　黒　褐　色

6　極暗褐色
7　極暗褐色
8　黒　褐　色

＿旦＿27．4m
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ロームブロック少量

ローム粒子多量

ロームブロック少量

ロームブロック微量
ロームブロック少量

ロームブロック中量
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第65図　第21号住居跡出土遣物実測図

遺物出土状況　土師器片112点（器台1，鉢1，嚢類110），ミニュチュア土器1点，土製品10点（土玉）が西

壁中央付近の床面を中心に出土しており，図示できたものは15点である。94は北西部コーナー付近の床面から

出土しており，本跡に伴うものと考えられ，95は炉2の炉床面から出土している。96は南壁中央付近の床面か

ら正位の状態で出土し，97・98は土玉とともに西壁中央付近の床面から出土している。そのほか混入した縄文

土器23点が出土している。
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所凰　本跡からほ，炉が4か所重複して検出し，炉の移設や作り替えが見てとれる。時期は，出土土器から4

世紀中頃と考えられ言ヒ壁部から検出された焼土塊から，火災の可能性も想定される。

第21号住居跡出土遺物観察表（第65図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手法の特徴 出土位 置 備考

94 土師器 器台 － （5．8） ［12 2］
長石 ・石英 ・ にぷい

普通
脚部外面丁 寧なへ ラ磨 き，内面ナ デ， 北西壁付近

0雲母 黄橙 指頭痕 ，窓 3 か所確 認 床面 30 ％

9 5 土師器 鉢 2 1．9 8．0 6．4 長石 ・石英 明黄褐 普 通
目線部 から休部外面上段 ナデ，下段へ

ラナデ，内面へ ラナデ
床面

80％

P L 20

96 土 師器 ーこ士こご 1 8．8 2 7．2 7．9
長 石 ・雲母 さ

橙 普通
目線部か ら体部外面上段パケ 昌整形，中

床面
7 0％

互E 赤色粒子 ・礫 段へ ラ磨 き，下段へ ラ削 り，内面ナデ P L 2 8

97 土師器 旛 20．0 24．9 5．8
長有 ・有英 ・ にぷい

普通
体部外 面上段パケ 昌整形後ナ デ， 中段 南西壁付近 8 0％

：瓦 少礫 赤褐 パ ケ目整 形後へ ラ磨 き，下段へ ラ削 り 床面 P L 2 9

9 8 土師器
ミニチュ

ア土器
8．2 8．9 4．9 長石 ・石英

にぷい

橙 普通
口唇部 ・脚 部外 面指頭痕，体部外面上

段パケ 日整形 ，下段 へラナデ

南西壁際

床面

10 0％

PL 33

番号 種別 長 さ 幅 孔径 重量 材 質 特　　 徴 出土位 置 備考

n P 6 8 土玉 3．1 3．3 0．7 3 1．8 土 外 面ナデ 桶コーナー脱硝

りP 6 9 土玉 3．2 3．2 0．7 3 0．2 土 外 面ナデ 覆土

D P 7 0 土玉 3．3 3．3 0．6 30．6 土 外面 ナデ，指頭痕 覆土

D P 7 1 土 玉 2．8 2．9 0．7 2 1．8 土 外面 ナデ 南西壁付近桶

りP 72 土 王 3．0 2．9 0．7 20．7 土 外面 ナデ 下層

りP 73 土玉 2．8 3．2 0．8 2 5．8 土 外 面ナ デ 南西壁付近床面

りP 74 土玉 2．8 3．0 0．7 2 5・3 ！ 土 外 面ナ デ，指頭痕 下層
，、巾T T l
U Iノ／○ I　　　†工二］三

l n n　 l
∠．凸 3．1 UJ J J．ト

l 土 l外 面ナデ，指頭痕　　　　　　　　　　　 】 1中層

D P 7（う 土玉 2．9 3．0 0．7 2 0．6 士 外面 ナデ，指頭痕 繍コート髄鞘

りP 7 7 土玉 3．0 3．1 0．7 2 5．4 土 外面 ナデ 下層

第22号健腰掛（第66図）

位置　調査区東部のE6h4区に位置し，標高27．1mほどの台地平坦部に立地している。

重複関係　北東壁を，第21号住居に掘り込まれている。

規模と形状　北東壁を第21号住居に掘り込まれているが，一部残存している北コーナー部から推測すると，長

軸409m，短軸4・6mはどの方形と考えられ，主軸方向はN…630…Eである。壁高は16cmほどで，外傾して立ち

上がっている。

床　ほぼ平坦で，中央部の広い範囲で硬化面が認められた。壁溝は，北西壁の北コーナー付近と南東壁の東側

以外で確認されている。

炉　中央部の南コーナー寄りに位置している。径40cmほどの円形で，焼土が薄く検出された状態で，掘り込み

や炉床面は確認できなかった。

ぽット　確認できなかった。

貯蔵究　酋コーナー部に位置し，長径1．0m，短径90cmほどの楕円形で，深さは38cmである。底面はほぼ平坦

で，壁は外傾して立ち上がっている。

貯蔵穴土層解説

1極暗褐色　　ローム粒子多量，炭化粒子微量
2　黒　褐　色　　ローム粒子少量
3　黒　褐　色　　ローム粒子多量

4　灰　褐　色

5　褐　　　色

覆土　3層からなり，レンズ状に堆積している自然堆積である。

土層解説

1　褐　　　色
2　灰　褐　色

ロームブロック多量

ローム粒子中量

ロームブロック少量
ローム粒子多量

3　極暗褐色　　ローム粒子中量
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遺物出土状況　土師器片20点（嚢類）が，主に南西側を中心に出土しているが，点数が少なく図示できたもの

は2点である。99は逆位の状態で床面から出土し，100は南西壁に張り付くように正位で床面から出土してい

る。そのほか混入した縄文土器10点が出土している。

所見　床面からミニュチュア土器が出土し，住居廃絶時に遺棄されたものと想定され，時期は出土土器から4

世紀代と考えられる。

第66図　第22号住居跡・出土遺物実測図

第22号住居跡出土遺物観察表（第66図）

＼二、

0　　　　　　　　　　　　　　21n

l　　　；　＿‥＿＿」

0　　　　　　　　　　　　　10cm

j　　　　；　　　！

番号種別 器種口径器高底径 胎土 色調焼成 手法の特徴 出土位置備考

99 土師器
ミニチュ
7．7 3．6 3．9
長石・石英・雲
浅黄橙普通
体部中段から下段へラ磨き，内面へラ

当痕 床面
100％

ア土器 母・赤色粒子 PL33

100 土師器小型要10．2 10．0 4．4
長石・石英・雲にぷい

普通
頚部外面パケ目調整後ナデ，休部外面上南西壁際70％

母・赤色粒子赤褐 段弱いパケ目整形，下段外面へラナデ床面 PL22
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第23号住居跡（第67・68図）

位置　調査区東部のE6C5区に位置し，標高27．0mほどの台地平坦部に立地している。

規模と形状　一辺が4．3mほどの方形で，主軸方向はNr650TWである。壁高は14cm～32cmで，外傾して立ち

上がっている。

床　ほぼ平坦で，中央部付近が踏み固められており，壁溝は確認されなかった。

炉　2か所。中央部のやや北部寄りに炉2，その南に炉1が確認された。炉1は長径40cm，短径30cmほどの

楕円形であり，炉2は長径50cm，短径40cmほどの不整楕円形である。ともに，床面上に焼土が薄く堆積して

いる状態で，掘り込みや炉床面は確認できなかった。

ピット　確認できなかった。

覆土11層からなり，ロームブロックなどを含む人為堆積である。

土層解説
1　黒

2　黒

3　黒

4　黒

5　極

6　黒

色

褐　色

褐　色

褐　色

ローム粒子微量
ローム粒子・炭化粒子微量
ロームブロック微量
ロームブロック少量

暗褐色　　ロームブロック少量，焼土粒子・炭化粒子微量
色　　ローム粒子・炭化粒子微量

7　極暗褐色
8　黒　褐　色

9　暗赤褐色
10　暗　褐　色
11暗　褐　色

ロームブロック少量
ローム粒子少量，焼土粒子微量
焼土粒子中量，ローム粒子少量
ローム粒子少量，炭化粒子微量
ローム粒子中量

遺物出土状況　土師器片84点（椀類1，高杯13，聾類70）が出土しているが，ほとんどが細片のため，図示で

きたものは1点である。101は西コーナー部の覆土下層から出土し，そのほか混入した縄文土器22点が出土し

ている。

所見　時期判定資料が少なく，詳細な時期決定は困難であるが，4世紀代と考えられる。
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第67図　第23号住居跡実測図
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第68図　第23号住居跡出土遺物実測図

第23号住居跡出土遣物観察表（第68図）

1010　　　　　　　10cm

」　　＿；　　　！

番号種別器種口径器高底径 胎土 色調焼成 手法の特徴 出土位置備考

101 土師器蛮［21．3］（16．6）
長石・石英・

雲母・礫
明赤褐普通
頚部外面パケ目整形，休部外面パケ目整

形後へラ磨き，口緑部内面パケ目整形

西コーナー

付近下層
20％

第24号住居跡（第69図）

位置　調査区東部のE6a4区に位置し，標高26．9mほどの台地平坦部に立地している。

規模と形状　長軸4・7m，短軸3．9mほどの長方形で，主軸方向はN－440－Eである。壁高は10cmほどで，外傾

して立ち上がっている。

床　ほぼ平坦で，中央部付近が踏み固められている。壁溝は南東壁の一部を除き巡っている。また，床面から

は焼土や炭化材が検出されている。

炉　中央部の西寄りに位置している。径40cmほどの円形で，床面上に焼土が堆積した状態であり，掘り込みは

確認できなかったが，炉床面は披熱のため赤変硬化している。

ピット　確認できなかった。

貯蔵穴　南コーナー寄りに位置し，長径70cm，短径48cmほどの惰円形で，深さは26cmである。底面はほぼ平

坦で，壁は外傾して立ち上がっている。

貯蔵穴土層解説
1　褐　　　色　　ローム粒子多量
2　黒　褐　色　　ロームブロック微量
3　暗　褐　色　　ローム粒子多量

4　極暗褐色
5　暗　褐　色

覆土　7層からなり，レンズ状に堆積している自然堆積である。

土層解説
1　黒　褐　色　　ローム粒子中量，炭化粒子微量
2　黒　褐　色　　ロームブロック・炭化粒子微量
3　暗赤褐色　　焼土粒子多量，炭化粒子微量
4　黒　褐　色　　ロームブロック・焼土粒子少量，炭化粒子微量

暗

l．暮．l．

赤褐色
褐　色

暗　褐　色

ローム粒子多量
ロームブロック少量

焼土ブロック少量，炭化粒子微量
焼土粒子中量，炭化粒子微量
ロームブロック少量

遺物出土状況　土師器片138点（器台1，高杯6，要類131）が出土し，そのほか炭化材，焼土塊が覆土下層か

ら床面にかけて検出されている。聾類はほとんどが小破片で，図示できたもの3点であった。102は北コーナ

ーの焼土塊と壁に挟まれた床面から正位の状態で出土し，104も中央部のやや東の床面から出土している。そ

のほか混入した縄文土器12点が出土している。
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所見　覆土には焼土・炭化物が比較的多く含まれ，炭化材も出土していることから焼失住居であり，床面から

の出土遺物が少ないことから，住居廃絶後間もなく焼失したと考えられる。出土土器は，器台・ミニュチュア

土器など供献祭祀具であり，住居廃絶に伴う祭祀が行われた可能性があるが明確でない。時期は，出土土器か

ら4世紀前半と考えられる。

第69図　第24号住居跡・出土遺物実測図

第24号住居跡出土遺物観察表（第69図）

0　　　　　　　　　　　　　　　　2m

！　　＿一　」

凰1。2
0　　　　　　　　　　　　10cm

・－　　t　　　・－・－　　．　　　　　　　・－　　　－　　　　　　．t．．．．

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手法の特徴 出土位置 備考

102 土師器 器台 （3．5） － 長石・石英 橙 普通
脚部外面へラ磨き，内面へラナデ，窓

3か所

北コーナー

付近床面
40％

103 土師器 柑 ［15．2］（7．5） － 長石・石英 にぷい用 普通 口縁部外面へラ磨き，内面へラナデ 中層 10％

104 土師器
ミニチュ
－ （5．7） 2．2

石英・雲母・
赤褐 普通

体部外面上段櫛状工具による刺穴痕，
床面
70％内外面

ア土器 赤色粒子 外面中段から下段へラナデ 赤彩Plj3

第26号住居跡（第70・71図）

位置　調査区東部のE6bl区に位置し，標高27．2mほどの台地平坦部に立地している。

重複関係　第27号住居のほぼ全体を掘り込み、第1号掘立柱建物に掘り込まれている。

規模と形状　長軸6．0m，短軸5．9mほどの方形で，主軸方向はN－560－Wである。壁高は最も残りのよい南東

壁で24cmを測り，外傾して立ち上がっているが，西・南壁は重複のため立ち上がりは確認できなかった。

床　ほぼ平坦で，中央部の広い範囲が踏み固められており，壁溝が仝周している。
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炉　中央部を挟んで，2か所ずつの計4か所が重複して検出された。炉2が中央部のやや南に位置し，さらに

その南の炉1が炉2を掘り込んでいる。炉1は長軸1．2m，短軸90cmほどで，床を4cmほど掘り込んでいる。

炉2は径50cmほどの円形で，床を8cmほど掘り込んでいる。炉4は，中央部のやや北側に位置し，さらにそ

の西側の炉3が炉4を掘り込んでいる。炉4は長径80cm，短径50cmほどの楕円形で，2cmほど掘り込んでい

る。炉3は，長径55cm，短径45cmほどの楕円形で，掘り込みは4cmほどであり，各炉とも炉床面は披熱のた

め赤変硬化している。なお，炉土層解説1・2は第1層～3層が炉1を，第4・5層を炉2を示し，炉土層解

説3・4は第1層～3層が炉3を，第4層が炉4を示す。

炉1・2土層解説
1　暗赤褐色
2　暗赤褐色
3　暗赤褐色

炉3・4土層解説
1　暗赤褐色
2　時赤褐色

④

焼土粒子多量（炉1）
焼土ブロック中量（炉1）
焼土ブロック少量（炉1）

焼土ブロック中量，炭化粒子微量（炉3）
焼土ブロック少量（炉3）

b回

4　極暗赤褐色
5　黒　褐　色

3　にぷい赤褐色

4　にぷい赤褐色

焼土ブロック少量（炉2）
焼土ブロック少量（炉2）

焼土ブロック少量（炉3）
焼土ブロック少量，炭化粒子微量（炉4）
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第70図　第26号住居跡実測図
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ピット　確認できなかった。

覆土10層からなり，レンズ状に堆積している自然堆積である。

土屑解説

1　黒　褐　色

2　暗　褐　色
3　黒　褐　色
4　黒　褐　色

5　黒　褐　色

ローム粒子中量，炭化粒子微量
ロームブロック少量
ロームブロック少量，炭化粒子微量
ローム粒子少量，焼土粒子微量
ロームブロック・炭化粒子微量

6　暗　褐　色

7　極暗褐色
8　黒　褐　色

9　黒　褐　色

10　暗　褐　色

ローム粒子多量
ロームブロック少量
焼土粒子少量，炭化粒子微量
ロームブロック微量
ローム粒子中量，炭化粒子微量

遺物出土状況　土師器片97点（高杯16，嚢類81），土製品1点（土玉）が中央部から南東コーナー部にかけて

出土し，図示できたものは5点である。紙片数点が接合し，ほぼ完形となった105は中央部床面から下層，106

は中央部，南東コーナー部の床面から出土している。また，DP78は北コーナー部床面からそれぞれ出土して

いる。そのほか混入した縄文土器5点が出土している。

所見105や106の高杯は南関東系の土器で，当該地方からの搬入品と想定され，時期は4世紀前半と考えられ

る。

第71図　第26号住居跡出土遺物実測図

第26号住居跡出土遺物観察表（第71図）

①
0　　　　　　　　　　　10cm

L＿＿　；　　」

番号種別器種口径器高底径胎土色調焼成手法の特徴出土位置備考

105土師器高杯18．411．3［14．8］
長石・石英・にぷい
普通
杯部・脚部外面へラ磨き，杯部窓6か所，
床面
70％

雲母・赤色粒子黄橙三角形の透かし窓3か所，脚部窓8か所PL19

106土師器高杯－（5．4）22．7長石・石英にぷい黄橙普通
脚部へラ磨き，内面指頭痕，窓4か所床面40％

108土師器小形賓11．5（4．8）－

石英・雲母・

黒色粒子

にぷい

橙
普通
ロ縁部外面ナデ，頭部から休部外面上

段パケ菖整形，内面ナデ
下層20％

109土師器台付嚢（8．6）7．3
長石・石英・

雲母・赤色粒子
明赤褐普通
体部外面下段へラ磨き，台部外面弱いパケ目整

形，休部内面へラナデ，台部内面パケ目整形
覆土
20％

煤付着
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番号 種別 長 さ 幅 孔径 重量 材質 特　　 徴 出土位置 備考

りP望… 士上 2．9 2．9 0．6 18．9 土 外 面ナデ 北コート郁鋳面

執那常億腰儲つ第72図）

位置　調査区東部のE6cl区に位置し，標高27Jmほどの台地平坦部に立地している。

重複関係　ほぼ全面が第26号住居に掘り込まれており，南壁側と，西壁側との壁際の一部の床面が確認されて

いる。

規模と形状　残存しているコーナーから推測するとタ長軸5．6m，短軸5．2mはどの方形で，主軸方向はN－

560－Wと想定される。壁高は4～6cmほどが確認されプ　直立している。

床　残存している床面はほぼ平坦であり，確認された壁際には壁溝が巡っている。

炉　確認した範囲には認められず，第26号住居に掘り込まれた部分に存在した可能性が考えられる。

ぽッ紅　確認した範囲には認められなかった。

尊皇　3層からなる。層厚が薄く，堆積状況は不明である。

土層解説
1　灰　褐　色　　ローム粒子少量
2　黒　褐　色　　ローム粒子少量

遺物出土状況　出l二していない。、

3　褐　　　色　　ローム粒子少量

所凰　重複を受けていない部分はわずかであり，遺物も出土していないため詳細は不明であるが，住居跡の形

態や重複関係などから，4世紀前半の時期と考えられる。

第72図　第27号住居跡実測図
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第29号住居跡（第73～75園）

位置　調査区東部のE6fl区に位置し，標高27．2mほどの台地平坦部に立地している。

重複関係　南西壁の中央部を第30号住居，北東壁中央部を第45号土坑に掘り込まれているが，遣存状況は良好

である。

規模と形状　長軸6・5m，短軸6．3mはどの方形で，主軸方向はN－520－Eである。壁高は6～12cmで，外傾し

て立ち上がっている。

床　住居跡の南側の床面は，「コ」の字状に一段高くなっており，幅は1．2～1．6mほどであり，炉周辺の床面と

比べてやや硬く締まっている。壁溝は，一部を除いて巡ってる。

第73図　第29号住居跡実測図（1）
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第7堵図　第29号住居跡実測図（2）

炉　4か所。ほぼ中央部に炉1，北東壁寄りに炉2。3，南西壁寄りに炉4がそれぞれ検出された。炉1は長

径70cm，短径50cmほどの楕円形で，床面から4cmほど掘りくぼめられている。炉2は炉3に南東部を掘り込

まれており，長径60cm，短径45cmほどの楕円形を皇し，床を4cmほど掘りくぼめられている。また，炉3ほ

径壷cmほどの円形で床面を4cmほど掘りくぼめ，炉4は南西床の高まり部分に接して位置し，長径50cm，短

径40cmほどの不整楕円形で，床面を4cmほど掘りくぼめられている。なお，4か所とも，炉床面は披熱のた

め赤変硬化している。位置や炉床面の状況から，炉1が中心に使用されていたものと考えられる。

炉1土層解説
1　暗赤褐色
2　暗赤褐色

炉2・3土層解説
1　極暗赤褐色
2　暗赤褐色
3　極暗赤褐色

炉4土層解説
1　暗赤褐色

焼土粒子中量
焼土ブロック少量

焼土ブロック中量（炉3）
焼土粒子多量（炉3）
焼土ブロック中量（炉2）

焼土ブロック中量

ぽッ紅　4か所。主柱穴はPl～P4が相当し，

貯蔵巽　西コーナー部の高い床部分に位置し，

面は平坦で，壁は外傾して立ち上がっている。

貯蔵穴土層解説
1　黒　褐　色　　ロームブロック少量，炭化粒子微量
2　黒　褐　色　　ローム粒子中量，炭化粒子微量
3　黒　褐　色　　ロームブロック中量，炭化粒子微量

3　暗赤褐色　　焼土粒子多量
4　極暗赤褐色　　焼土ブロック少量

4　極暗赤褐色　　焼土粒子微量（炉2）
5　暗赤褐色　　焼土ブロック中量（炉2）

2　暗赤褐色　　焼土粒子多量

深さは80～97cmである。

長径72cm，短径60cmほどの惰円形で，深さは52cmである。底

4　極暗褐色
5　暗　褐　色

ロームブロック少量

ロームブロック少量

穫丑　8層からなり，ほとんどの層に焼土や炭化材を多く含んだ人為堆積である。

土層解説
1極暗褐色　　ローム粒子少量，炭化物微量
2　黒　褐　色　　炭化物中量，ローム粒子少量，焼土粒子微量
3　極暗褐色　　ロームブロック少量，炭化材微量
4　極暗赤褐色　　炭化物中量

5　暗　褐　色　　焼土ブロック多量
6　黒　褐　色　　ロームブロック中量
7　褐　　　色　　ローム粒子少量，炭化粒子微量
8　褐　　　色　　ローム粒子少量

遣物出立状況　土師器片159点（椀主　高杯1，嚢類157）が各壁際から散在した状態で出土しており，図示で

きたものは2点である。112は，南コーナー部の高い床部分から出土し，そのほか混入した縄文土器27点が出

土している。

所凰　南側は床面より一段高いベッド状遺構で，第10。52号住居跡などとともに，当遺跡でも特異なものであ

る。また，焼士および炭化材が多く検出された焼失住居であり，出土遺物の状況などから住居廃絶後まもなく

焼失したと想定され，時期は4世紀前半と考えられる。

－77－



第75図　第29号住居出土遺物実測図

第29号住居跡出土遺物観察表（第75図）

l＿せ二．‘
0　　　　　　　　　　　　10cm

L＿＿－i I

番号種別器種口径器高底径胎土色調焼成手法の特徴出土位置備考

111土師器斐－（6．5）6．8長石・石英
にぷい

赤褐
普通
休部下段へラ磨き，内面へラナデ，底

面へラ削り
覆土10％

112土師器小形要－（3．3）4．2石英・雲母
にぷい

赤褐
普通
体部外面下段パケ目整形，内面へラ当

痕，底面中央部凹有り

南コーナー

付近床面10％

第30号住居跡（第76・77図）

位置　調査区東部のE5f9区に位置し，標高27．4mほどの台地平坦部に立地している。

重複関係　東コーナー部で第29号住居を掘り込んでいる。

規模と形状　長軸6・3m，短軸5．4mほどの長方形で，主軸方向はN－500－Eである。壁高は24～38cmで，外傾

して立ち上がっている。

床　ほぼ平坦で，北東側半分が踏み固められている。壁溝は全周しており，北西壁のほぼ中央から南東壁中央

部分へ断続的に溝状の掘り込みが見られる。貯蔵穴付近には，北西壁と平行して幅30cm，長さ1．6mほどの土

手状の高まりがあり，この部分は硬く締まっている。また，西コーナー部付近を除く全面で角材，丸材，茅と

判断のつく炭化材・炭化物が多量に検出された。

炉　2か所隣接して確認された。炉1は，中央部よりかなり北東壁寄りに位置しており，長径80。m，短径

70cmほどの惰円形で，床を8cmほど掘りくぼめている。炉2は炉1の南東側に位置し，長径80cm，短径60cm

ほどの惰円形で，床を5cmほど掘りくぼめている。ともに，炉床面は被熱のため赤変硬化している。

炉1土層解説

1黒　褐　色　　焼土ブロック少量，炭化物少量
2　黒　褐　色　　焼土粒子中量，炭化物微量

炉2土層解説
1黒　褐　色　　焼土プロツ少量，炭化粒子微量
2　極暗赤褐色　　焼土プロツ中量

ピット　確認できなかった。

3　極暗赤褐色　　焼土ブロック少量，炭化粒子微量

3　暗赤褐色
4　暗赤褐色

焼土ブロック中量
炭化粒子多量

貯蔵穴　北コーナー部に位置し，長径80cm，短径54cmほどの不整楕円形で，深さは42cmである。底面は平坦

で，壁は外傾して立ち上がっている。

貯蔵穴土層解説
1　黒　褐　色　　ロームブロック少量
2　黒　　　色　　ローム粒子少量，焼土粒子微量
3　黒　褐　色　　ロームブロック・焼土粒子・炭化物微量
4　黒　　　色　　炭化材少量，ローム粒子微量

5　黒　褐　色

6　黒　褐　色

7　暗　褐　色

ロームブロック・炭化材少量
ロームブロック中量

ローム粒子少量

覆土12層からなる。第1～5層は不自然な堆積状態を示す人為堆積であり，下層の第6～12層は焼土および

炭化材の含有状況から，火災に伴って形成された土層と考えられる。

土層解説
1極暗褐色　　ローム粒子中量
2　暗　褐　色　　ロームブロック中量

3　黒　　　色

4　暗　褐　色

－78－

ロームブロック微量
ロームブロック少量



5　黒　褐　色

6　黒　褐　色

7　暗　褐　色

8　黒　褐　色

ロームブロック少量
ロームブロック少量，炭化粒子微量
ロームブロック中量，炭化粒子微量
ローム粒子多量，炭化物中量

9　黒　褐　色
10　黒　　　色
11黒　褐　色
12　暗　褐　色

ローム粒子多量，炭化粒子微量
炭化材多量，焼土粒子少量
ロームブロック・炭化材中量
ロームブロック微量

遺物出土状況　土師器片78点（器台2，高杯3，賓類72），ミニュチュア土器1点が，多量の炭化材とともに

出土しており，3点が図示できた。113は北東壁付近の床面から，115は西コーナー部付近の床面から出土して

いる。そのほか混入した縄文土器74点が出土している。

可　　　可

＿L27．2m

－　＼j＿＿ノくL－しこ・ゝ■一一／

F’　　　　G

第76図　第30号住居跡実測図（1）
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第77図　第30号住居跡実測図（2）・出土遺物実測図

所見　炭化材や焼土塊が床面に多量に広がっている焼失住居である。大型の炭化材は壁と平行して分布してい

るものもあり，その出土位置から，桁と梁に相当するものと考えられる。材の形状は，丸材・角材の判断がで

きるものも検出された。住居廃絶後に焼失し，その後人為的に埋められたと考えられる。また，中央部付近に

北西から南東に走る間仕切溝が確認されており，住居の使い分けがされていたものと想定され，炉や貯蔵穴，

硬化面は溝より壁際に位置している。出土土器や第29号住居との重複関係から，時期は4世紀前半～中頃と考

えられる。

第30号住居跡出土遺物観察表（第77図）

番号 種 別 器種 口径 器高 底 径 胎土 色 調 焼成 手法の特徴 出土位置 備考

1 13 土 師 器 器 台 7．8 6 ．9 11 ．1 長 石 ・石英 橙 普通 器受部 ・脚部内 ・外面へラ磨 き，窓 3 か所 北東壁付近床面 95％ P L15

1 14 土 師 器 高 杯 （6．7） －
雲 母 ・赤色粒子 にぷい

黄橙
普通
脚部外面へ ラ磨 き，内面弱いパケ 目整

形，窓 3 か所
床 面 4 0％

115 土 師 器
ミニチュ

7．3 5 ．5 2．7 長 石 ・石英 浅黄 普 通
休部外面パ ケ目整形 後，下段へ ラナデ， 北 西壁付 1 00 ％

ア土 器 内面へ ラナデ 近床 面 P L 3 3

－80－



第31号住居跡（第78・79図）

位置　調査区東部のE5h9区に位置し，標高約27．1mほどの台地平坦部に立地している。

規模と形状　長軸4．9m，短軸4．5mほどの方形で，主軸方向はN－510－Eである。壁高は16cmで，外傾して立

ち上がっている。

床　ほぼ平坦で，全体的に踏み固められており，壁溝が全周している。また，炉と北東壁の間に炉と接するよ

うに焼土塊が検出されている。

炉　中央部から，やや東コーナー寄りに位置している。長径70cm，短径60cmほどの楕円形で，床面を5cmほ

ど掘りくぼめており，炉床面は披熱のため赤変硬化している。

炉土層解説
1　暗赤褐色　　焼土粒子少量
2　時赤褐色　　焼土ブロック少量

ピット　確認できなかった。

3　暗赤褐色　　焼土粒子多量

貯蔵穴　北コーナー部に位置し，長径80cm，短径60cmほどの不整楕円形で，深さは65cmである。底面はU字

状を呈しており，中央部側が2段の掘り込みとなっている。

貯蔵穴土層解説
1　極暗褐色
2　暗　褐　色

ローム粒子微量
ローム粒子多量

E

27．4m

3

‾、もここ二王7－

第78図　第31号住居跡実測図

ローム粒子中量，炭化粒子微量
ローム粒子少量
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覆土　8層からなり，レンズ状に堆積している自然堆積である。

土層解説
1　黒　　　色　　ローム粒子中量
2　極暗褐色　　ローム粒子多量
3　黒　褐　色　　ローム粒子少量，炭化粒子微量
4　黒　　　色　　ローム粒子・炭化粒子微量

5　黒　褐　色　　ローム粒子中量
6　黒　褐　色　　ローム粒子少量，焼土粒子・炭化物微量
7　暗　褐　色　　ロームブロック少量
8　暗　褐　色　　ロームブロック中量

遣物出土状況　土師器片110点（器台3，高杯8，鉢1，嚢類98），土製品5点（土玉）が散在して出土してお

り，図示できたものは9点である。117は南コーナー付近の床面，118は覆土下層から床面にかけてそれぞれ出

土している。そのほか混入した縄文土器22点と瓦質土器1点が出土している。

所見　出土した土玉5点のうち，2点が貯蔵穴の覆土中から出土している。床面から検出された焼土塊は，土

層観察から住居の焼失に関連するものではなく，炉に関係するものと考えられる。時期は，出土土器から4世

紀前半と考えられる。

第79図　第31号住居跡出土遺物実測図

第31号住居跡出土遺物観察表（第79図）

（∂（う　①
Qp79（np。。G）DP。1

（∋　（∋

0　　　　　　　　　　　　1°cm

L一　一　十－‥　－1

番号 種別 器種 口径器高底径 胎土 色調焼成 手法の特徴 出土位置備考

116 土師器 器台 7．1 5．2 9．0
長石・石英・にぷい

普通
器受部外面ナデ，脚部外面へラ磨き，器貯蔵穴 80％

赤色粒子 橙 受部内面へラ磨き，窓4か所 中層 PL15

117 土師器 高杯 － （7．6）［19月］長石・石英 橙 普通
脚部外面へラ磨き，内面弱いパケ目整

形，窓3か所確認

南部コーナ

ー付近床面
40％
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番号 種別 器種 口径 器 高 底径 胎土 色調 焼成 手法の特徴 出土位置 備考

118 土師器 確 16 9 20 1 7．0
長石 ・石英 ・ にぷい

普通
体部外 面上か ら中段パ ケ目整形 ，外 面

下層
70％

瓦 赤色粒子 橙 下段へ ラナデ，内面ナ デ PL2 3

119 土 師器 確 ［18．5］（15．3） －
長石 ・石英 ・

橙 普通
口辺部外面ナデ，頚部外面～休部上段弱い 南コート 悦

20 ％瓦 雲母 パケ目整数　 体部内面ナデ，輪積み痕 下層

番号 種別 長 さ 幅 孔径 重量 材 質 特　　 徴 出土位置 備考

りP79 土 玉 2．7 2．9 0．5 2 1．3 土 外面 ナデ 貯蔵穴下層

P P80 土 玉 2．5 2．9 0．6 17．3 土 外 面ナデ 貯蔵穴下層

りP81 土玉 2．2 2．7 0．6 14 ．3 土 外 面ナデ 覆土 一部欠損

P P8 2 土玉 2．7 2．5 0．5 14．0 土 外 面ナデ 貯蔵穴上層

りP83 皇室 2．6 2．7 0．6 14．6 土 外面 ナデ 貯蔵穴上層

第議望考健腰跡（第80881図）

位置　調査区東部のD6el区に位置し，標高26．8mほどの台地平坦部に立地している。

規模と形状　北東部が調査区城外であり，本来の形状を明確にすることはできないが，長軸5．3m，短軸5．0m

の方形である。主軸方向はN－310－Eで，壁高は24～36cmで，直立している。

床　ほぼ平坦で，中央部が踏み固められてる。壁溝は確認された床面においては全周している。また言ヒ東，

北西の壁付近に焼土塊が見られた。

炉　中央部より，やや西コーナー寄りに位置しており，長径60cm，短径44cmほどの楕円形で，床を7。mほど

掘りくぼめている。炉床面は若干赤変硬化している。

炉土層解説
1　暗赤褐色　　ローム粒子・焼土粒子中量 2　暗赤褐色　　ロームブロック・焼土ブロック中量

ぽッ紅　5か所。主柱穴はP「㌦P4が相当し，深さは45～52cmである。P5ほ深さ購cmで，炉と向かい合

う位置にあり，出入り口施設に伴うピットと考えられる。

貯蔵宍　南コーナー部に位置し，長径75cm，短径60cmほどの楕円形で，深さは62cmである。底面は平坦で壁

は外傾して立ち上がっている。

貯蔵穴土層解説

1　黒　褐　色　　ロームブロック少量
2　暗　褐　色　　ロームブロック中量

3　暗　褐　色　　ローム粒子中量

覆蓋　9層からなり，レンズ状に堆積している自然堆積である。

土層解説
1　極暗褐色　　ローム粒子少量
2　極暗褐色　　ローム粒子中量，焼土粒子・炭化粒子微量
3　極暗褐色　　ロームブロック少量，炭化粒子微量
4　暗　褐　色　　ロームブロック少量，炭化粒子微量
5　黒　褐　色　　ロームブロック中量

6　黒　褐　色

7　暗赤褐色
8　黒　褐　色

9　極暗褐色

ロームブロック中量，炭化粒子微量
焼土ブロック中量，ロームブロックe炭化物少量
ローム粒子多量
ローム粒子中量，炭化物少量

遺物出藍状況　土師器片148点（婆類）と土製品2点（土玉）が出土しており，図示できたものは5点である。

12巨123は貯蔵穴周辺，及び貯蔵穴覆土上層から下層にかけて，122は貯蔵穴付近床面からそれぞれ出土して

いる。これらは遺棄されたものだが，貯蔵穴中に落下したものと想定される。そのほか混入した縄文土器3点

が出土している。

所見　東コーナー付近が調査区域外であったが，壁風炉，主柱穴，貯蔵穴が確認された。また，焼土塊の広

がりから焼失住居であり，住居廃絶時に焼失したと考えられる。時期は，出土土器から4世紀代と考えられる。
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第80回　第32号住居跡実測図・出土遺物実測図（1）
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第81図　第32号住居跡出土遺物実測図（2）

第32号住居跡出土遣物観察表（第80・81図）

藍）DP糾¢）D，85
0　　　　　　　　　　　　　10cm

i　　　　；　　　［

番号種別 器種口径器高底径 胎土 色調焼成 手法の特徴 出土位置備考

121 土師器 要 15．7（12．8） 長石・雲母
にぷい

橙
普通
休部外面パケ目整形，口辺部内面パケ

目整形，体部内面ナデ，輪積み痕

貯蔵穴

覆土中
30％

122 土師器 襲 13．6（10．8）
長石・雲母・にぷい普通

体部外面へラ削り後ナデ，口辺部内面ハ貯蔵穴付近
40％赤色粒子 橙 ケ目整形，休部内面ナデ，内面輸積み痕床面

123 土師器小型嚢－（15．8）5．2 長石・石英
にぷい

橙
普通
体部外面へラ磨き，内面へラナデ，下

段へラ当痕，内面輪積み痕

貯蔵穴

覆土中
70％

番号 種別 長さ幅孔径重量 材質 特　　徴 出土位置 備考

DP84 土玉 2．9 3．2 0．6 27．9 土 外面ナデ 床面

DP85 土玉 2，9 3．2 0．9 32，0 土 外面ナデ，指頭痕 覆土

第33号住居跡（第82図）

位置　調査区東部のD5gO区に位置し，標高27．0mほどの台地平坦部に立地している。

可

＼＼も当蛭：乙
第82図　第33号住居跡・出土遺物実測図
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規模と形状　長軸4・6m，短軸4．2mほどの長方形で，主軸方向はN－470－Eである。壁高は10～16cmでタ外傾

して立ち上がっている。

床　はぼ平坦でタ硬化面は見られなかった。壁溝はダ各壁際に一部途切れる部分があるが，ほぼ全属している。

炉　確認できなかった。

ぽッ紅　確認できなかった。

穫豊　6層からなり，レンズ状に堆積している自然堆積である。

土層解説

1褐　　　色　　ローム粒子中量，炭化物微量
2　褐　　　色　　ローム粒子中量
3　極暗褐色　　ロームブロック中量，炭化物微量

4

5

6

暗

黒

褐　色　　ローム粒子少量
褐　色　　ローム粒子少量

極暗褐色　　ロームブロック少量

遺物出藍状況　土師器片233点（高年3，婆類230）が出土しているが，大半が細片で復元図示できたものは覆

土中層から出土した124だけである。そのほか，混入した縄文土器11点が出土している。

所凰　時期判定の資料となる遺物が少ないが，時期は4世紀代と考えられる。

第33号住居跡出土遣物観察表（第82図）

第鍼号健贋跡　第83図）

位置　調査区西部のD5珍区に位置し，標高27．0mほどの台地平坦部に立地している。

規模と形状　長軸404m，短軸3を8mほどの長方形でタ主軸方向はN－340…Eである。壁高は12～24cmで，外傾

して立ち上がっている。

床　北東側に緩やかに傾斜しており，硬化面は住居跡中央部に見られる。壁溝は確認されなかった。

炉　2か所重複して確認された。中央部からやや北東壁寄りに位置しており，炉1が炉2の西部を掘り込んで

いる。炉1は長径40cm，短径30cmほどの惰円形で，床を5cmほど掘りくぼめている。炉2は西側を炉1に掘

り込まれているが，長径60cm，短径50cmほどの惰円形と考えられ，床を8cmほど掘りくぼめている。また，

炉1の炉床面のほうが激しく赤変硬化しており，使用頻度の高さがうかがえタ炉2は硬化の度合いが顕著でな

いことから使用期間は短かったと考えられる。なお，土層解説は第1層が炉1を，第2e3層が炉2を示して

いる。

炉土層解説
1極暗赤褐色　　焼土ブロック・炭化粒子少量（炉1）
2　極暗赤褐色　　焼土ブロック少量，炭化粒子微量（炉2）

3　暗赤褐色　　焼土ブロック少量，炭化粒子微量（炉2）

ぽッ紅　確認できなかった。

貯蔵究　東コーナー部に位置し，長径56cm，短径40cmほどの楕円形で，深さは30cmである。底面は平坦で壁

は外傾して立ち上がっている。

－86－



貯蔵穴土層解説
1　極暗褐色　　ローム粒子微量
2　暗　褐　色　　ローム粒子・焼土粒子微量

3　暗　褐　色　　ロームブロック中量

覆土　8層からなり，レンズ状に堆積している自然堆積である。

土屑解説

1黒　褐　色　ローム粒子少量，炭化粒子微量　　　　　　　　5　黒　褐　色　ロームブロック少量，炭化粒子微量
2　黒　褐　色　ロームブロック少量　　　　　　　　　　　　　6　黒　　色　ロームブロック微量，炭化粒子少量
3　黒　褐　色　　ロームブロック・炭化物微量　　　　　　　　　　7　黒　褐　色　　ローム粒子中量
4　極暗褐色　　ロームブロック・焼土粒子少量，炭化粒子微量　　8　暗　褐　色　　ロームブロック中量

遺物出土状況　土師器片251点（器台10，高杯8，嚢類233），土製品5点（土玉）が出土しており，3点が図

示できた。125は床面から出土しており，本跡に伴うものと考えられる。そのほか混入した縄文土器5点が出

土している。

所見　時期は，出土土器から4世紀代と考えられる。
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第83図　第34号住居跡・出土遺物実測図
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第34号住居跡出土遺物観察表（第83図）

番号 種 別 器種 口径 器高 底径 胎 土 色調 焼成 手法の特徴 出土位置 備考

12 5 土 師 器 賓 16．0 17．0 5 ．3 長 石 ・雲母 橙 普通
休部外面上段パケ目整形，中段 へラ削 り

後パケ 日整形，内面ナデ，輪積み痕
床面

6 0％

P L 23

12 6 土 師 器 賓 － （3．0） ［7．0］ 長石 ・石英 ・雲母 にぷい欄 普通 体部外面下段パケ目整形，底部へ ラ磨 き 上層 10％

番 号 種別 長 さ 幅 孔径 重量 材 質 特　　 徴 出土位置 備考

D P 8 6 土 玉 3．2 3 ．1 0 ．7 3 0 ．0 土 外 面 ナデ，指頭痕 上層

第35号住居跡（第84・85図）

位置　調査区東部のD5i8区に位置し，標高27．1mほどの台地平坦部に立地している。

規模と形状　耕作による削平のため，北コーナー付近の壁は存在していないが，床面の広がりから長軸4．0m，

短軸3．8mほどの方形で，主軸方向はN－490pwである。壁高は最も残りのよい南東壁でも2cmほどしか確認

できず，立ち上がりは判然としない。

床　ほぼ平坦で，中央部付近が踏み固められている。壁溝は南東壁と南西壁の一部を巡っている。

炉　中央部のやや北側に位置しており，長径40cm，短径30cmほどの楕円形である。明確な掘り込みや炉床面

は確認できず，床面上に焼土が検出された状態であった。

ピット　確認できなかった。

貯蔵穴　東コーナー部に位置し，長径70cm，短径56cmほどの楕円形で，深さは34cmである。断面形はU字状

を呈している。

貯蔵穴土層解説
1黒　褐　色　　ローム粒子・炭化物微量
2　極暗褐色　　ロームブロック少量
3　黒　褐　色　　ローム粒子少量

＿生＿＿27．2m

4　褐　　　色

5　暗　褐　色

A．
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第84図　第35号住居跡実測図

ローム粒子微壷

ロームブロック少量

1



覆土　3層からなるが，覆土が薄く堆積状況は不明である。

土層解説
1　黒　褐　色　　ローム粒子・炭化物微量
2　明　褐　色　　ローム粒子・炭化物微量

3　暗　褐　色　　炭化物少量，ローム粒子微量

遺物出土状況　土師器片130点（椀2，柑1，器台4，嚢類123）が散在して出土しており，図示できたものは

3点である。128は床面から出土しており，本跡に伴うものと考えられる。そのほか混入した縄文土器5点が

出土している。

所見　時期は，出土土器から4世紀代と考えられる。

第85図　第35号住居跡出土遺物実測図

第35号住居跡出土遣物観察表（第85図）

0　　　　　　　　　　　　10c11

ト－　r l

番号 種別 器種 口径器高底径 胎土 色調焼成 手法の特徴 出土位置 備考

127 土師器 柑 ［11．2］（5．9） 長石・石英 にぷい橙普通口辺部外面パケ目整形後ナデ，内面ナデ 覆土 10％

128 土師器 襲 （8．7）［10．2］
長石・石英・

赤色粒子
明褐普通
休部外面下段へラ磨き，内面へラナデ，

輪積み痕，底部木葉痕
床面 10％

129 土師器 小形襲 11．8 （7．0）
長石・石英・雲母・

礫・赤色粒子

にぷい

橙
普通頚部外面・口辺部内面パケ昌整形 覆土 15％

第36号住居跡（第86・87図）

位置　調査区東部のD5i7区に位置し，標高27．1mほどの台地平坦部に立地している。

規模と形状　長軸5．6m，短軸5．1mはどの方形で，主軸方向はN－470－Eである。壁高は8～16cmで，直立し

ている。

床　ほぼ平坦であるが，貯蔵穴2付近に南コーナーと向かい合うように，幅20cm，高さ10cmほどのL字状の

高まりが確認された。また，この土手状の高まりから中央部に広がるように硬化面が見られた。壁溝は，南東

壁中央部の一部を除いて巡っている。

炉　4か所。中央部より北側に炉1・2，中央部より北東側に炉3・4が確認された。炉1は東部を炉2と重

複し，長径70cm，短径50cmほどの楕円形で，床から6cmほど掘りくぼめられていた。炉2は径52cmほどの円

形で，床を4cmほど掘りくぼめられていた。炉3は長径73cm，短径52cmほどの楕円形で，床を8cmほど掘り

くぼめていた。炉4は西部を炉3と重複し，径62cmほどの円形と考えられ，床を4cmほど掘りくぼめていた。

なお，土層解説は第1層が炉1を，第2・3層が炉2を，第4・5層が炉3を，第6層が炉4を示している。
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炉土層解説
1　暗赤褐色
2　暗赤褐色
3　暗赤褐色

焼土ブロック中量（炉1）
焼土ブロック多量（炉2）
焼土粒子多量（炉2）

4　暗赤褐色
5　暗　褐　色

6　暗赤褐色

焼土ブロック少量（炉3）
ローム粒子・焼土粒子微量（炉3）
焼土粒子中量（炉4）

ピット　確認できなかった。

貯蔵穴　2か所。貯蔵穴1は東コーナー部に位置し，長径70cm，短径60cmほどの楕円形で，深さは24cmであ

る。底面は平坦で，壁は外傾して立ち上がっている。貯蔵穴2は南コーナー部に位置し，長径70cm，短径

60cmほどの隅丸長方形で，深さは31cmである。断面形はU字状を呈している。

貯蔵穴1土層解説
1　暗　褐　色　ロームブロック中量
2　暗　褐　色　ロームブロック少量
3　暗　褐　色　ローム粒子少量
4　暗　褐　色　ローム粒子多量

～　二

貯蔵穴2土屑解説
1　極暗褐色　ローム粒子・炭化粒子微量
2　暗　褐色　ローム粒子少量
3　暗　褐色　ロームブロック少量
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覆土　7層からなる。多くの層に焼土，炭化物，ローム粒子を含み，また，第3・4・6層のように不自然な

堆積状況も見られることから，人為堆積と考えられる。

土眉解説
1　黒　褐　色

2　暗　褐　色

3　暗　褐　色
4　暗　褐　色

ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子微量　　5　暗　褐　色
炭化物少量，ローム粒子・焼土粒子微量　6　暗赤褐色
ローム粒子・焼土粒子・炭化物微量　　　7　褐　　　色
ロームブロック少量

ロームブロック少量

焼土ブロック中量，炭化粒子少量，ロームブロック微量
ローム粒子少量

遺物出土状況　土師器片405点（椀類4，器台3，高杯7，壷3，嚢類388）が出土しており，図示できたもの

は7点である。131は貯蔵穴の覆土上層から正位で出土し，132は北部コーナー部付近土層，136は覆土中層か

ら下層にかけてそれぞれ出土している。また，北コーナー付近からは住居の構築材と考えられる炭化材などが

多量に出土し，住居廃絶後に焼失したと考えられる。そのほか混入した縄文土器4点が出土している。

所見　覆土上層から中層にかけての土器出土量が多く，その反面床面からの出土量が極めて少なく，住居廃絶

後焼失し，さらに土器が廃棄されたものと考えられる。時期は，出土土器から4世紀代と考えられる。

第87図　第36号住居跡出土遺物実測図

第36号住居跡出土遣物観察表（第87図）

番号 種別 器種 口径 器 高 底径 胎土 色調 焼 成 手 法の特徴 出土位 置 備考

13 0 土 師 器 椀 ［10．2］ 5．0 4 ．6 長石・雲母・赤色桂子 にぷい黄橙 普 通 休部外面下段へラ削り，内面下段へラナデ 上層 80 ％

13 1 土 師 器 椀 ［10月］ 6．5 3 ．7 長石 ・石英 ・雲母 橙 普通 内外面ナ デ，輪積み痕 貯猷 2　上層 60 ％

13 2 土 師 器 椀 8 ．5 5 ．0 3 ．1 長 石 ・石英
にぷい

橙
普通
体 部外 面 中段へ ラ磨 き，下段 へ ラナデ，

内面ナデ

北部コーナ

ー付近上層
70％

133 土 師 器 器 台 ほ 3） 9．7
長 石 ・雲母 ・

黒色粒 子
明赤褐 普通

脚部外 面へ ラ磨 き，内面へ ラナデ，窓

3 か所
中 層 4 0％

134 土 師 器 柑 9．0 （5．6） － 長石・雲母・黒色粒子 にぷい橙 普通 口緑部外 ・内面へラ磨 き，頚部内面指頭痕 覆土 5 0％

1 36 土 師 器 高 杯 － （9．1） ［19．0］ 長 石 ・石英 明褐 普通
杯部下段 ，脚部外 面へ ラ磨 き，脚部外

面弱 いパ ケ目整形，窓 3 か 所

中 層～

下層
3 0％

13 7 土 師 器 襲 ［18月］ （17．9）
－ 長石・雲母・赤色粒子 明赤褐 普通 外面ナ デ，内面 へラナデ，輪積み痕 下層 3 0％
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第37号住居跡（第88図）

位置　調査区東部のD5j5区に位置し，標高27．2mほどの台地平坦部に立地している。

規模と形状　削平のため東側の覆土はほとんど存在していないが，壁溝や床面の広がりから長軸4．7m，短軸

4．3mほどの方形で，主軸方向はN－510－Eと考えられる。壁高は最も残りのよい南東壁で13cmを測り，外傾

して立ち上がっている。

床　ほぼ平坦で，南コーナー付近で硬化面が確認できる。また壁溝は仝周している。
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第88図　第37号住居跡・出土遺物実測図

炉　3か所。中央部よりやや西寄りに3か所重複して確認された。炉1が炉2を，炉2が炉3をそれぞれ掘り

込んでいる。炉1は長径45cm，短径40cmほどの楕円形で，床を5cmほど掘りくぼめられている。炉2は径

42cmほどの円形で，床を4cmほど掘りくぼめ，炉1，2とも炉床面は赤変硬化している。また，炉3は径

60cmほどの円形で，掘り込みや火床面は確認できず，床面上に焼土が検出された状態であった。これらの状況

から，炉3，2，1の順に作り替えがされたと考えられる。なお，土層解説は第1層が炉1を，第2層が炉2

を示している。
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炉土層解説
1　暗赤褐色　　焼土ブロック多量（炉1） 2　極暗赤褐色　　焼土ブロック多量（炉2）

ピット　確認できなかった。

貯蔵穴　2か所。貯蔵穴1は南コーナーに位置し，長径80cm，短径60cmほどの楕円形で，深さは31。mである。

底面は平坦で，壁は外傾して立ち上がっている。貯蔵穴2は西コーナーに接しており，長径60。m，短径48。m

ほどの楕円形で，深さは21cmである。底面は北西壁に向かって傾斜し，凹凸が見られる。壁は外傾して立ち上

がっている。

貯蔵穴1土層解説
1　極暗褐色　　ローム粒子・焼土粒子微量
2　暗　褐　色　　ローム粒子少量
3　黒　褐　色　　ロームブロック少量
4　褐　　　色　　ローム粒子中量
5　暗　褐　色　　ローム粒子少量

貯蔵穴2土層解説
1極暗褐色　　ローム粒子微量
2　黒　褐　色　　焼土ブロック少量，ローム粒子微量
3　黒　褐　色　　ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子微量

覆土　7層からなり，レンズ状に堆積している自然堆積である。

土層解説

1　黒　褐　色

2　暗　褐　色
3　暗　褐　色

4　極暗褐色

ローム粒子・焼土粒子微量
ロームブロック中量，焼土粒子・炭化物微量
ローム粒子・焼土ブロック少量，炭化粒子微量
焼土ブロック中量，ローム粒子少量，炭化粒子微量

5　暗　褐　色

6　暗　褐　色

7　暗　褐　色

ローム粒子多量，焼土粒子・炭化粒子微量
ロームブロック中量，焼土粒子微量
ローム粒子多量

遺物出土状況　土師器片59点（嚢類）が南コーナーを中心に出土している。図示できたものは1点であり，

138は床面から正位の状態で出土している。また，南コーナー付近には炭化材が少量出土している。そのほか

混入した縄文土器5点が出土している。

所見　貯蔵穴が2基検出されているが，貯蔵穴1を取り囲むように硬化面が南コーナーに沿って確認され，貯

蔵穴1が日常的に使用されていたと考えられる。また，住居廃絶後焼失したと考えられる。時期判定資料は少

ないが，住居の形状などから時期は4世紀代と考えられる。

第37号住居跡出土遺物観察表（第88図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼 成 手法の特徴 出土位置 備考

138 土 師器 椀 10．0 6．6 3．8 長石・赤色粒子・小礫 にぷい緒 普通 内 ・外 面ナ デ，輪積 み痕 南西壁付近床面 95％ PL15

第3＄号健屠跡（第89e90図）

位置　調査区東部のE5b3区に位置し，標高27．3mほどの台地平坦部に立地している。

重複関係　第39号住居の大部分を掘り込んでいる。また，第44号土坑に北コーナー部を掘り込まれている。

規模と形状　一辺8・Omはどの方形で，主軸方向はN－350－Eである。壁高は52cmほどで，外傾して立ち上が

っている。

床　ほぼ平坦で，南コーナー部付近を除いて壁溝が巡っている。また，各壁際付近を中心に焼土塊が散在して

いる。

炉　2か所。中心部よりやや北側に確認されている。炉1は長径80cm，短径50cmほどの不整形で，床を3。m

ほど掘りくぼめている。炉2は長径1・Om，短径80cmほどの楕円形で，床を9cmほど掘りくぼめており，中央

部には炉石形土製品が付設されている。炉1，2とも炉床面は赤変硬化している。炉石の付設状況などから，

炉1を廃棄後に炉2を使用したものと考えられる。
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炉1土層解説
1　黒　褐　色

2　極暗褐色

3　極暗赤褐色
4　灰　褐　色

5　灰　褐　色

焼士粒子少量，ローム粒子微量
焼土ブロック少量，炭化物微量
焼土ブロック中量，ロームブロック少量
焼土ブロック微量
ロームプロツ中量

炉2土層解説
1　黒　褐　色

2　暗赤褐色
3　黒　褐　色

焼土ブロック少量
焼土ブロック中壷
焼土ブロック少量，焼土粒子微量

ピット　6か所。主柱穴はPl～P4が相当し，深さは96～108cmである。P5は深さ46cmで，炉と向かい合

う位置にあり，出入り口施設に伴うピットと考えられる。P2と隣接して検出されたP6は深さ106cmである

が，用途については不明である。

貯蔵穴　東コーナー部に位置し，長径90cm，短径58cmほどの楕円形で，深さは42cmである。底面は平坦で，

壁は外傾して立ち上がっている。

貯蔵穴土層解説
1黒　褐　色　　ローム粒子・炭化粒子微量
2　黒　褐　色　　ロームブロック少量

3　暗　褐　色　　ロームブロック少量
4　極暗褐色　　ローム粒子微量

覆土15層からなる。第1～5層はレンズ状の自然堆積であるが，下層の第6～12層は焼土および炭化材の含

有状況から，廃絶後の火災に伴って形成された土層と考えられる。

土層解説
1黒　　　色　　黒色ブロック多量
2　黒　褐　色　　ローム粒子・炭化粒子微量
3　極暗褐色　　ローム粒子少量，炭化粒子微量
4　黒　褐　色　　ローム粒子・炭化粒子微量
5　黒　褐　色　　ローム粒子少量
6　極暗褐色　　ロームブロック少量，炭化粒子微量
7　極暗褐色　　ロームブロック少量
8　暗　褐　色　　ローム粒子中量，炭化粒子微量

9　黒
10　暗
11暗
12　褐
13　極
14　暗
15　極

褐　色　　ローム粒子中量
赤褐色　　焼土ブロック中量，炭化粒子少量，ローム粒子微量
褐　色　　ロームブロック少量，焼土粒子・炭化粒子微量
色

暗褐色
褐　色

暗褐色

ロームブロック多量

ロームブロック少量，焼土粒子・炭化粒子微量
ロームブロック中量

ローム粒子中量

遣物出土状況　土師器片721点（椀類3，器台3，柑4，高年7，壷4，襲類700）と土製品5点（土玉4，炉

石形土製品1），石製品1点（敲石），鉄製品1（不明）が出土しており，図示できたものは13点である。144

は南東壁際の床面から出土し，本跡に伴うものと考えられ，145は覆土下層から正位で出土している。また，

りP91は炉2の中央部に長軸方向と直交する状態で出土している。そのほか，混入した縄文土器194点が出土し

ている。

所見　一辺が約8．0mで，当遺跡において最大規模の住居跡である。また，焼失住居であり，床面に焼土塊が

広範囲に広がっている。床面付近からの遺物出土はそれほど多くはなく，住居廃絶後に焼失したと考えられる。

時期は，出土土器や重複関係から4世紀前半～中頃と考えられる。

第39号住居跡（第89図）

位置　調査区東部のE5b4区に位置し，標高約27．3mほどの台地平坦部に立地している。

重複関係　ほぼ全面が第38号住居に掘り込まれており，北壁側と，東壁側との壁際の一部の床面が確認されて

いる。

規模と形状　長軸8．7m，短軸8．3mはどの方形で，主軸方向はN－340－Eである。壁高は36～40cmで，壁外傾

して立ち上がっている。

床　ほぼ平坦で，確認された壁際には壁溝が全周している。また，焼土塊が散在している。

炉　残存している床面には確認できず，掘り込んでいる第38号住居によって削乎されたと考えられる。
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ぽッ睦　柱穴は，確認した範囲には認められなかった。

貯蔵究　東コーナー部に位置し，長軸江2恥短軸68cmほどの隅丸長方形で，深さは76cmである。底面は平坦

で，壁はほぼ直立している。

貯蔵穴土層解説
1　黒　褐　色　　ローム粒子多量
2　黒　褐　色　　ロームブロック中量
3　暗　褐　色　　ローム粒子多量

4　暗　褐　色

5　黒　褐　色

ロームブロック中量
ロームブロック微量

覆土　第38号住居に掘り込まれているため，壁際のみに6層が確認された。レンズ状に推積している自然堆積

と考えられる。

土層解説

1極暗褐色　　ロームブロック少量，炭化粒子微量
2　暗　褐　色　　ロームブロック少量，炭化粒子微量
3　極暗褐色　　ローム粒子・焼士粒子・炭化粒子微量

4　暗　褐　色

5　暗　褐　色

6　暗　褐　色

焼土ブロック・ロームブロック多量
ローム粒子少量，焼土粒子・炭化粒子微量
ロームブロック少量

遺物出羞状況　土師器片38点（椀1，高杯4，聾33）が出土している。いずれも細片のため，図示することは

できなかった。そのほか，混入した縄文土器3点が出土している。

所凰　大半を第38号住居に掘り込まれているため，残存している部分はわずかであるが，確認された北東壁，

南東壁はそれぞれ8・7m，8．3mと当遺跡で最大の規模である。また，床面から焼土塊が検出され，覆土に焼士

や炭化粒子などが含まれており，焼失したと考えられる。遺物は細片しか出土していないがタ重複関係などか

ら時期は4世紀前半と考えられる。

第38号住居跡出土遺物観察表（第90図）

番号 種 別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手法の特徴 出土位 置 備考

14 0 土 師器 椀 1 1．2 7．6 4．3
長石 ・有英 ・ にぷい

普通
体部外面指頭痕 ，パケ 昌整形後 ナデ，

下層
70 ％

雲母 ・赤色粒子 橙 内面 ナデ P L 1 5

14 1 土 師 器 高年 19．5 13 ．4 9．7
長 有 ・実母 ・

赤色粒 子

にぷい

橙
普通
杯部 つ紆部外面 へラ磨 き，杯部内面へ

ラ磨 き，脚部 内面 ナデ，窓 3 か 所
中層 70％

14 2 土 師器 高年 ［13．4］ （7．8）
－

長有 ・雲母 ・

赤色粒子

にぷい

黄橙
普通

杯部 ・脚部外面へ ラ磨 き，脚 部内面ナ

デ，窓 3 か 所
中層

70％

内面剥離

14 3 士 師器 婆 1 8．4 （19．0） － 長石 や赤色粒子 暗褐 普通 目線部から休部外面パケ 目整形，内面ナデ 床 面 5 0％

144 土 師器 壷 カ （11．2） 8．5
長 有 ・有薬 ・

雲母 ・礫
明褐 普通

体部外面 下段 へ ラ削 り，内面 ナデ，輪

積 み痕

南東 壁付

近床 面 2 0％

14 5 土 師器 杯 1 1．8 5．9 5．3
長石 ・石英 ・

雲母 ・赤色粒子

にぷい

橙
普通
整形粗雑 ，体部 内 ・外 面ナデ，内面へ

ラ当痕，輪積 み痕
下層 90 ％

番号 種別 長 さ 幅 孔径 重 量 材質 ！　　　　 特　 徴 出土位置 備考

りP 8 7 土 玉 3．8 3．8 0．7 4 6．7 土　 i外 面ナ デ 覆土 朝 跡

りP 88 土 玉 2．7 3．2 0．8 2 7．8 土　 i外 面ナデ，孔面両端部 を回転へ ラ切 り 覆土

り㌘89 土 玉 2．7 2．7 0．5 15 ．8 土　 i外 面ナデ 覆土

望P 90 士 上 2．7 2．7 0．5 15 ．6 土　 i外 面 ナデ 中層

番号 種別 長さ 幅 厚 さ 重量 材質 特　　 徴 出土位置 備考

堅 ＿＿＿＿＿＿炉石形土製品 （26・2） 6．1 4．6 （516．7） 土 外面ナデ，脆弱 炉 2 床面

番号 種別 長さ 幅 厚さ 重量 材質 特　　 徴 出土位置 備考

9 72 敲石 賂 7） 5．0 4．3 （272．1） ホルンフェルス 一端面に擦痕 覆土 PL45

番号 種別 長さ 幅 厚 さ 重量 材質 特　　 徴 出土位置 備考

塑ヨ§ 不明鉄製品 （3．2） （4．5） 0．3 （13．7） 鉄 鍛造鉄片 覆土
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第40号住居跡（第91・92図）

位置　調査区東部のD5b8区に位置し，標高26．9mほどの台地平坦部に立地している。

規模と形状　北東部が調査区域外であり，本来の形状を明確にすることはできないが，長軸4．9m，短軸2．8m

ほどが確認された。形状は，方形または長方形と考えられ，主軸方向はN－340－Eである。壁高は46～52cm

で，直立ぎみに立ち上がっている。

床　ほぼ平坦で，中央部付近が踏み固められている。また，確認された壁際には壁港が仝周している。

炉　調査した範囲には認められず，調査区域外に存在した可能性が考えられる。

ピット　確認できなかった。

覆土　9層からなる。壁付近の第2・5層は住居の火災に伴って形成された層で，ほかは，レンズ状に堆積し

ている自然堆積である。

土層解説
1黒　　　色　　黒色ブロック多量，ローム粒子微量
2　極暗褐色　　焼土ブロック少量，ローム粒子微量
3　黒　褐　色　　ローム粒子微量
4　極暗褐色　　ロームブロック少量
5　極暗褐色　　炭化材少量，ローム粒子微量

6　黒　褐　色

7　暗　褐　色

8　黒　褐　色

9　褐　　　色

ローム粒子中量

ローム粒子中量

ロームブロック中量
ロームブロック少量

遺物出土状況　土師器片123点（壷3，聾類120），石製品1点（砥石），鉄製品1点（釘）が東側を中心に炭化

材とともに出土している。細片が多く，図示できたものは3点である。Q73は南西壁に張り付くように出土し

ている。

所見　南西側半分が調査区城外であり，全体の形状が不明確で時期判定資料の出土も少ないが，炭化材や焼土

が確認されていることから，焼失住居である。炭化材は覆土上層から中層で検出しており住居廃絶後，時間が

経過してからの焼失と考えられる。住居の形状や主軸方向などから，時期は4世紀代と考えられる。
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第92回　第40号住居跡出土遣物実測図

第40号住居跡出土遣物観察表（第92図）

二

二 0　　　　　　　　　　　　　10cm

ト　　ー1－1　　‥li

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手法の特徴 出土位置 備考

TP4 土師器 聾 － － ［12．7］
長石・雲母・

赤色粒子

にぷい

黄橙
普通 底部木葉痕 覆土 PL38

番号 種別 長さ 幅 厚さ 重量 材質 特　　 徴 出土位置 備考

Q73 砥石 11．6 4．7 3．7 33．6 軽石 砥面1面，穴状の砥面3か所 南西壁際下層PL44

番号 種別 長さ 帽 厚さ 重量 材質 特　　 徴 出土位置 備考

M 39 釘 （3．2） 0．9 0．4 （1．6） 鉄 断面方形 覆土

第41号住居跡（第93図）

位置　調査区東部のD5C8区に位置し，標高約26．9mの台地平坦部に立地している。

規模と形状　一辺4．1mはどの方形で，主軸方向はN－210－Eである。壁高は4～8cmで，各壁とも外傾して

立ち上がっている。

床　ほぼ平坦で，中央部から北西側が踏み固められており，壁溝が全周している。

炉　中央部より北側に位置しており，長径70cm，短径50cmほどの楕円形で，床面を6cmほど掘りくぼめてい

る。炉床面は被熱のため赤変硬化している。

炉土層解説
1　暗赤褐色　焼土粒子少量，炭化物微量
2　暗赤褐色　焼土ブロック中量

ピット　確認できなかった。

3　暗赤褐色　　焼土粒子多量

貯蔵穴　北東コーナー部に位置し，長径78cm，短径50cmほどの楕円形で，深さは42cmである。底面は平坦で，

壁は底面から中段まで直立し，上部は外傾して立ち上がっている。

貯蔵穴土層解説
1　黒　褐　色

2　黒　褐　色
3　黒　褐　色

ローム粒子少量
ロームブロック少量

ローム粒子中量

4　黒　褐　色

5　黒　褐　色
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覆土　3層からなり，レンズ状に堆積している自然堆積である。

土層解説
1　黒　褐　色　　ローム粒子中量
2　黒　褐　色　　ロームブロック少量

3　暗　褐　色　　ローム粒子中量

遺物出土状況　土師器片10点（高杯1，壷1，整類8），鉄製品1点（刀子）と出土点数が少なく，図示でき

たのほM40だけであり，床面から出土している。

所見　出土遺物が少なく，時期を決定することは困難であるが，住居の形状や周辺部に同様の住居跡が確認さ

れていることなどから，4世紀代と考えられる。
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第93図　第41号住居跡・出土遺物実測図

第41号住居跡出土遣物観察表（第93図）

匝

0　　　　　　5cm

皇　亡∃

番号 種別 長さ 幅 厚さ 重量 材質 特　　 徴 出土位置 備考

M 40 刀子 （3．5） 1．1 0．2 （2．9） 鉄 茎部，切先部欠損 床面

第42号住居跡（第94図）

位置　調査区東部のD5d5区に位置し，標高27．0mの台地平坦部に立地している。

規模と形状　長軸4．6m，短軸4．0mほどの長方形で，主軸方向はNr210－Eである。壁高は16～20cmで，各壁

とも外傾して立ち上がっている。

床　ほぼ平坦で，Pl周辺の北東側部が踏み固められており，壁溝が仝周している。

炉　ほぼ中央部に位置している。径40cmの円形に焼けており，床面をそのまま炉床としている。

－101－



ピット　1か所。炉と向かい合ってPlが確認された。深さは42cmで，位置的に出入り口施設に関係するもの

と考えられる。なお，主柱穴と考えられるピットは確認されなかった。

貯蔵穴　西壁の中央部よりやや南に位置している。長径80cm，短径48cmほどの楕円形で，深さは42cmである。

底面は平坦であり，二段に掘り込まれている。

貯蔵穴土層解説
1　黒　褐　色　　炭化粒子少量，ローム粒子微量
2　黒　褐　色　　ローム粒子微量

3　暗　褐　色

4　褐　　　色

覆土12層からなり，レンズ状に堆積している自然堆積である。

土層解説
望

遠
嘉

褐　色　　ロームブロック，焼土粒子微量
褐　色　　ローム粒子少量，焼土粒子微量
褐　色　　ローム粒子少量，焼土ブロック・炭化粒子微量

4　極暗褐色　　ロームブロック微量
黒 褐　色　　焼土ブロック中量，ローム粒子微量

ロームブロック微量

ローム粒子微量

7　黒　褐　色　　炭化粒子少量，ロームブロック微量
8　極暗褐色　　ローム粒子中量，炭化粒子少量
9　黒　褐　色　　ロームブロック微量
10　暗　褐　色　　ロームブロック中量
11暗　褐　色　　ローム粒子少量，炭化粒子微量

6　灰　褐　色　　焼土ブロック多量，ローム粒子・炭化材少量　　　12　褐　　　色　　ローム粒子少量

遺物出土状況　土師器片78点（高杯4，嚢類74），土製品3点（土玉），炭化材が出土している。ほとんどが細

片であり，図示できたものは5点である。146は床面から出土しており，本跡に伴うものと考えられる。また，

DP92は西壁の壁溝，DP93は東寄りの床面から出土している。炭化材は北部コーナー付近を中心に散在して出

土し，そのほか，混入した縄文土器15点が出土している。

⑥　　　bl

第94図　第42号住居跡・出土遺物実測図
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所見　出土遺物はそれほど多くなく，床面に焼土が広がっていることから，住居廃絶直後に焼失したと考えら

れる。また，覆土上層にも焼土が含まれており，埋没過程において焼土の廃棄があったものと推定される。時

期は，出土土器から4世紀代と考えられる。

第42号住居跡出土遺物観察表（第94図）

番号 種 別 器種 口径 器高 底径 胎 土 色調 焼成 手法の特徴 出土位置 備考

146 土師器 ∃亘 ［14．8］ （5．1） － 長石・雲母・赤色粒子 にぷい橙 普通 口縁 部内 ・外面パケ 目整形 下層 10％

147 土 師器
ミニチュ

ア土器
7．5 4．3 3．8

長石 ・石英 ・

雲母 ・赤色粒子
橙 普通 外面 ナデ，指頭痕，内面へ ラナ デ 覆土 9 5％

P L 3 2

番号 種別 長 さ 幅 孔径 重量 材 質 特　　 徴 出土位置 備 考

D P 92 土玉 3 ．7 4．1 1．1 56．8 土 外面 ナデ 北西壁際床面

D P 93 土玉 2．4 2．4 0．6 12．9 土 外面 ナデ 床 面

D P 94 土 玉 2．7 2．8 0．8 16．0 土 外面ナ デ，籾跡 覆土

第43号住居跡（第95図）

位置　調査区中央部のC5j5区に位置し，標高27．0mほどの台地平坦部に立地している。

規模と形状　耕作により，壁・床面は削平されており，住居跡の掘り方部分から判断して，長軸3．5m，短軸

3．1mほどの方形で，主軸方向はN－870－Wと推測される。

床　貼床であるが，完全に削平されている。掘り方は，壁際が中央部よりも若干深く掘られており，全体に凹

凸を呈している。床部は，ローム土が6～18cmの厚さに貼られている。

貼床土層解説
1　暗　褐　色　　ローム粒子・焼土粒子微量
2　黒　褐　色　　ロームブロック微量
3　極暗褐色　　ローム粒子中量
4　暗　褐　色　　ロームブロック少量
5　暗　褐　色　　ローム粒子中量，炭化粒子微量

6　褐　　　色

7　極暗褐色
8　暗　褐　色

9　褐　　　色

ローム粒子少量，焼土粒子・炭化粒子微量
ロームブロック中量
ローム粒子微量
ローム粒子中量，炭化粒子微量

炉　確認した範囲には認められなかったが，中央部付近に少量の焼土が検出でき，炉床部と考えられる。

ピット　掘り方調査においても，確認できなかった。

④　　　可

可

第95図　第43号住居跡実測図
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遺物出土状況　土師器片が8点（嚢類7，不明1）が出土しているが，すべてが細片のため図示できなかった。

所見　削平のため，本来の形状を明確にできず，また出土遺物がないため時期を判定することは困難であるが，

住居の形状や，同様の住居跡が周辺部に確認されていることなどから，4世紀代と考えられる。

第44号住居跡（第96・97図）

位置　調査区中央部のD4b3区に位置し，標高27．1mの台地平坦部に立地している。

規模と形状　長軸5．2m，短軸4．1mほどの長方形で，主軸方向はN－250－Eである。壁高は16、28cmで，各壁

とも外傾して立ち上がっている。

床　ほぼ平坦で，中央部から広範囲が踏み固められており，壁溝は仝周している。また，中央部を中心に，焼

土塊が見られた。

G
27．0m

l
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第96図　第44号住居跡実測図
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炉　中央部と南西部に2か所確認された。炉1は西半分ほどが撹乱を受けているが，径40cmほどの円形と考え

られる。炉2は長径120cm，短径90cmほどの楕円形で，床を10cmほど掘りくぼめている。炉床は炉1の方が

赤変硬化が強く，長期間使用されていたものと考えられる。

炉2土層解説
1暗赤褐色　　焼土ブロック少量，炭化粒子微量
2　暗赤褐色　　焼土ブロック中量

3　暗赤褐色
4　にぷい赤褐色

ロームブロック・焼土ブロック微量
焼土ブロック中量

ピット　確認できなかった。

貯蔵穴　南東コーナー部に位置し，長径70cm，短径55cmほどの楕円形で，深さは34cmである。底面は，皿状

を呈しており，南壁には段を有している。

貯蔵穴土層解説
1　暗　褐　色　　ロームブロック少量，炭化粒子微量
2　暗　褐　色　　ロームブロック中量，炭化粒子微量

3　極暗褐色　　ローム粒子中量

覆土10層からなる。第9・10層は自然堆積であるが，第1～8層は，焼土及び炭化材の含有状況などから，

本跡の焼失や廃絶に伴って形成された層と考えられる。

土層解説

1　黒　褐　色
2　暗　褐　色

3　極暗褐色
4　褐　　　色

5　極暗褐色

ロームブロック少量
ローム粒子中量，焼土粒子・炭化粒子微量
ローム粒子多量，焼土ブロック中量，炭化材少量
ロームブロック多量
ローム粒子中量

6　極暗褐色　　ローム粒子・炭化粒子微量
7　暗　褐　色　　ロームブロック少量
8　黒　褐　色　　ローム粒子微量
9　暗　褐　色　　ロームブロック少量
10　褐　　　色　　ロームブロック少量

造物出土状況　土師器片258点（器台4，高杯7，壷5，嚢類242），土製品4点（土玉）が多量の炭化材とと

もに出土しており，図示できたものは7点である。148は床面から斜位で出土し，149・150も床面から正位の

状態で出土している。そのほか，混入した縄文土器8点が出土している。

所見　多量に出土した炭化材は，中央部から西側に多く，断面が四角形のものや，円形のものがあり，柱材や

上屋の構築材と考えられ，上屋は西方向に倒れたものと想定される。土器類は炭化材と同じ層もしくは上面で

確認されており，住居廃絶後に焼失し，土器類を投棄したものと考えられる。時期は出土土器から4世紀代と

考えられる。

第97図　第44号住居跡出土遺物実測図
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第44号住居跡出土遺物観察表（第97図）

番号 種 別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手法 の特 徴 出土位置 備 考

14 8 土 師 器 器 台 6．0 5．3 8 ．7
長 石 ・雲母 ・ にぷい

普通
器受部外面へラ磨 き，脚部外面へラ削 り

床面 9 0％

赤 色 粒子 橙 後へ ラ磨 き，内面パ ケ目整形，窓 3 か 所 P L 15

14 9 土 師 器 宣E － （16．6） 6．0 長 石 ・雲母 赤褐 普通 外面，口綾部内面丁寧なヘラ磨き，内面輪積み痕 床面 鴫 朋憎P田

150 土 師 器 小 形要 12．1 1 1．3 4 ．4 雲 母 ・赤色粒子 橙 普通 外 面，口縁部内面へ ラ磨 き 床面 腑腑翻腱

番号 種 別 長 さ 幅 孔径 重量 材 質 特　　 徴 出土位 置 備考

D P 95 土 玉 3．2 3 ．4 0 ．7 3 3 ．7 土 外 面 ナデ 北西壁際床面

D P 96 土 玉 3．0 3 ．5 0 ．8 2 8 ．1 土 外 面 ナデ 床 面

D P 97 土 玉 3．0 3 ．3 0 ．6 2 6 ．5 土 外 面 ナデ，指頭痕 床面

D P9 8 土 玉 3．0 3 ．2 0 ．6 2 6 ．7 土 外 面 ナデ 北西壁際床面

第46号住居跡（第98・99図）

位置　調査区の中央部のC5hl区に位置し，標高27．2mほどの台地平坦部に立地している。

規模と形状　長軸5．8m，短軸5．2mほどの長方形で，主軸方向はN－9。－Wである。壁高は12～17cmで外傾

して立ち上がっている。

」」27．2m

－106－

第98図　第46号住居跡実測図



床　ほぼ平坦であり，ほぼ全面に硬化面が見られ，壁溝は全周している。また，貯蔵穴の北側に東西に延びる

ように長さ1・7m，幅20cm，高さ8cmほどの土手状の高まりが見られる。中央部よりやや北東コーナー寄りに

焼土が検出されている。

炉　中央部と，北西コーナー寄りに2か所確認された。炉1は径50cmほどの円形で，床を3cmほど掘りくぼ

めているが，炉床面はそれほど赤変硬化していない。炉2は長径90cm，短径60cmほどの不整楕円形でほとん

ど掘り込みをもたないが，炉床面は赤変硬化している。

炉1土層解説
1　にぷい赤褐色　　焼土ブロック中量

ピット　確認できなかった。

貯蔵穴　南西コーナーに位置し，長軸80cm，短軸70cmほどの方形で，深さは53cmである。底面は，平坦であ

り，壁は二段に掘り込まれている。

貯蔵穴土層解説

1黒　褐　色　　焼土ブロック・ローム粒子・炭化物微量
2　黒　褐　色　　ローム粒子少量，焼土粒子微量
3　暗　褐　色　　ロームブロック少量

覆土　7層からなり，レンズ状に堆積する自然堆積である。

土層解説
1　黒　褐　色　　ローム粒子微量
2　黒　褐　色　　ローム粒子中量，炭化粒子微量
3　黒　褐　色　　ロームブロック少量，焼土粒子・炭化粒子微量
4　黒　褐　色　　ロームブロック少量，炭化粒子微量

4　暗　褐　色

5　黒　褐　色

6　褐　　　色

5　黒

6　黒

7　暗

暗

ローム粒子中量
ロームブロック少量
ローム粒子微量

褐色　　ロームブロック・炭化粒子少量
褐　色　　ローム粒子多量
褐　色　　ローム粒子多量

遣物出土状況　土師器片231点（高杯8，壷5，嚢類218）が散在して出土し，図示できたのは4点である。

152は貯蔵穴付近の床面から出土している。また，細片であるがTPl・TP3など東海系と思われる土器片も出土

している。そのほか混入した縄文土器2点が出土している。

所見　覆土にそれほど焼土，炭化物などが含まれていないことから，床面に確認された焼土は住居の焼失など

に伴うものではなく，住居廃絶時に投棄されたものと考えられる。時期は出土遺物から，4世紀代と考えられ

る。

第99図　第46号住居跡出土遣物実測図
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第46号住居跡出土遣物観察表（第99図）

番 号 種 別 器 種 口径 器 高 底 径 胎 土 色 調 焼 成 手 法 の 特 徴 出 土位 置 備 考

15 1 土 師 器 16 ．6 （2 1 ．9 ）
長 石 ・雲 母 ・

浅 黄 橙 普 通
頸 部 弱 い パ ケ 昌 整 形 ， 体 部 上 段 パ ケ 昌

床 面
20 ％

雲E 黒 色 粒 子 整 形 後 へ ラ磨 き， 体 部 中 段 へ ラ削 り P L 2 1

152 土 師 器 台 付 嚢 － （9．8） 10 ．4 長 石 ・石 英 橙 普 通 脚 部 外 面 パ ケ 目 整 形 ， 内 面 へ ラ ナ デ 床 面 10 ％

T P l 弥 生 土 器 － （4．9） －

長 石 ・雲 母 ・
赤 褐 普 通

L R の 単 節 縄 文 を 施 文 後 ， 結 節 回 転 文
覆土

無 紋帯

呈E 赤 色 粒 子 で 無 紋 帯 と 区 画 赤彩 PL38

T P 3 土 師 器 呈E － （3．0） － 長 石 ・石 英 橙 普 通 口 縁 部 に 3 本 以 上 の 棒 状 浮 文 覆 土 P L 3 8

第47号住居跡（第100・101図）

位置　調査区中央部のC5jl区に位置し，標高27．1mの台地平坦部に立地している。

規模と形状　長軸3．7m，短軸3．5mほどの方形で，主軸方向はN－820－Wである。壁高は12～17cmで，各壁と

も外傾して立ち上がっている。

床　ほぼ平坦であるが，北東側の床面が若干低くなっている。貯蔵穴の北西側と中央部のやや西寄りの小さな

範囲に硬化面が見られ，壁溝は仝周している。

炉　中央部からやや西コーナー寄りに位置し，長径68cm，短径40cmほどの楕円形に焼けている。掘り込みは

確認できず，床面上に焼土が検出された状態であった。

ピット　確認できなかった。

貯蔵穴　南東コーナーに位置し，長径64crn，短径48cmほどの楕円形で，深さは37cmである。底面はほぼ平坦

で，壁は中央部方向がなだらかに外傾して立ち上がり，壁は直立している。

貯蔵穴土眉解説
1　黒　褐　色　　ローム粒子・炭化粒子微量
2　暗　褐　色　　ローム粒子少量

3　灰　褐　色　　ロームブロック中量

覆土　5層からなり，レンズ状に堆積している自然堆積である。

土層解説
1黒　褐　色　　ローム粒子・炭化物微量
2　極暗褐色　　ロームブロック微量
3　黒　褐　色　　ロームブロック微量

4　黒　褐　色　　ローム粒子少量
5　黒　褐　色　　ローム粒子多量

遺物出土状況　土師器片22点（高杯12，壷4，嚢類6），土製品4点（土玉），石製品1（砥石）が散在して出

土し，図示できたのは8点である。155は南壁寄りの床面から斜位の状態で出土している。また，Q74は貯蔵穴

付近の床面から出土し，そのほか混入した縄文土器15点が出土している。

第100図　第47号住居跡実測図
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所見　床面から出土したQ74には刃物を立てて研いだような溝状の痕跡が見られた。時期は出土遺物から4世

紀代と考えられる。

第101図　第47号住居跡出土遺物実測図

第47号住居跡出土遺物観察表（第101図）

二二 0　　　　　　　　　　　　10cm

！　　＿＿＿」　　　」

番号種別器種口径器高底径 胎土 色調焼成 手法の特徴 出土位置備考

153土師器高杯13．6（8．9）
長石・石英・

雲母・赤色粒子

にぷい

橙
普通
杯部外面パケ目整形後へラ磨き，脚部内面

パケ目整形，中央部指頭痕，窓1か所
床面70％

154 土師器高杯 （6．6）12．0
長石・雲母・

赤色粒子

にぷい

橙
普通
杯部外面パケ日整形，脚部外面ハヶ月

整形後へラ磨き，窓3か所
床面50％

155土師器小形賓10．911．3 4．0
長石・石英・にぷい普通

休部下段外面へラ削り，ロ緑部内面へ
床面100％赤色粒子 褐 ラ磨き PL22

番号種別長さ帽孔径重量 材質 特　　徴 出土位置備考

DP99 土玉 3．6 3．3 0．7 35．0 土 外面ナデ，指頭痕 床面

DPlOO 土玉 3．7 3．3 0．9 36．7 土 外面ナデ 床面

DPlOl 土玉3．2 3．1 0．8 27．5 土 外面ナデ，ヘラ当て痕 床面

DPlO2 土玉2．7 2．7 0．5 16．5 土 外面ナデ，へラ当て痕 床面

番号種別長さ幅厚さ重量 材質 特　　徴 出土位置備考

q74 砥石 7，4 4．2 3．1 11．6 軽石砥面3面 床面PL44

第48号住居跡（第102・103図）

位置　調査区中央部のD5bl区に位置し，標高27．2mの台地平坦部に立地している。

規模と形状　長軸4・2m，短軸3．6mほどの長方形で，主軸方向はN－10－Wである。壁高は32～40cmで，壁は

直立ぎみに立ち上がっている。

床　ほぼ平坦で，北側を除いて踏み固められている。壁溝は北西・南西コーナー部と，西壁中央部を除いて検

出されている。

炉　南西コーナー寄りに重複して2か所確認された。炉1は炉2の南部を若干掘り込んでおり，径70cmほどの

円形で，床面から10cmほど掘りくぼめている。炉2は南部を炉1に掘り込まれているが，径45cmほどの円形

と推測され，炉1と同様に床面から10cmほど掘りくぼめられている。ともに炉床面は被熱し，赤変硬化してい
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る。なお，炉の土層解説は，第1・2層が炉1を，第3層が炉2を示す。

炉土層解説
1　暗赤褐色　　焼土ブロック中量（炉1）
2　暗赤褐色　　焼土ブロック中量，ロームブロック少量（炉1）

3　暗赤褐色　　焼土ブロック中量，ロームブロック少量（炉2）

ピット　確認できなかった。

貯蔵穴　南東コーナーに位置し，径50cmほどの円形で，深さは27cmである。底面はほぼ平坦であり，北西側

が二段に掘り込まれており，壁は外傾して立ち上がっている。

貯蔵穴土層解説
1黒　褐　色　　ロームブロック・炭化物少量
2　暗　褐　色　　ロームブロック少量

3　暗　褐　色

4　暗　褐　色

覆土　8層からなり，レンズ状に堆積している自然堆積である。

土眉解説
1極暗褐色　　ロームブロック少量
2　黒　褐　色　　ロームブロック少量，炭化物微量
3　黒　褐　色　　ローム粒子少量
4　暗　褐　色　　ロームブロック少量

ローム粒子少量

ロームブロック微量

5　極暗褐色　　ロームブロック中量，炭化物微量
6　黒　褐　色　　ロームブロック中量，炭化物微量
7　黒　褐　色　　ロームブロック少量，炭化物微量
8　暗　褐　色　　ロームブロック中量

遺物出土状況　土師器片211点（器台8，高杯6，襲類197）が中央部付近の覆土中層から床面で出土しており，

図示できたものは7点である。158は床面から正位の状態で出土し，161は貯蔵穴近くの床面から土庄でつぶれた

ような状態で出土しており，ともに本跡に伴うものである。そのほか，混入した縄文土器9点が出土している。

所見　炉が重複して検出され，作り替えが行われたものと考えられる。時期は出土土器から4世紀代と考えら

れる。

第102図　第48号住居跡実測図
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第103図　第48号住居跡出土遺物実測図

第48号住居跡出土遣物観察表（第103図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎 土 色調 焼 成 手 法の特徴 出土位置 備 考

156 土 師 器 器 台 7．9 6 ．4 1 1．3 長石・雲母・黒色粒子 橙 普 通 外 面 ・器受郡内面へ ラ磨 き，窓 3 か 所 覆 土 95％pL 15

157 土 師 器 器 台 8．2 6 ．1 1 1．0 長 石 ・石英 明褐 普通
外 面へ ラ磨 き，器受部 内面 へラナデ後

へ ラ磨 き，窓 3 か 所
下 層 95％

PL 15

15 8 土 師 器 高 杯 18．9 （9．7） 長 石 ・石英
にぷい

橙
普通
杯 部 ・脚部外面丁寧 なヘ ラ磨 き，杯部

内面丁寧なヘ ラ磨 き，窓 3 か所 確 認
床面

6 0％

P L 17

15 9 土 師器 高 杯 1 7．3 （10 ．0）
長石 ・石英・

明赤褐 普通
杯 部内 ・外面 ・脚部外面へ ラ磨 き，脚 下層～ 6 0％

雲母黒色粒子 ・礫 部 内面へラナデ，窓 3 か 所 床 面 PL 18

16 0 土 師 器 ∃互 1 1．0 13 ．9 5 ．0 長 石 ・石英 にぷい黄橙 普通 休部 内面へ ラナデ 下層 709凋 碑 滅

16 1 土 師 器 整 （2 3．2） ［7月］ 長 石 ・石英 暗褐 普通
休部外面中段パケ目整形 ，下段へ ラ削 り，

休部内面パケ目整形，輪積み痕
床面 8 5％

底 部 に孔

16 2 土 師 器 小 形 賓 14．2 14 ．5 5 ．0
長 石 ・石英 ・

赤色粒子

にぷい

黄橙
普通
休部外面中段パケ目整形，下段へラ削り，

口綾部内面パケ目整形，休部内面へラナデ
覆土 100 ％
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第49号住居跡（第104・105図）

位置　調査区中央部のD5clに位置し，標高27．0mほどの台地平坦部に立地している。

規模と形状　長軸4．6m，短軸3．7mほどの長方形で，主軸方向はN－170－Eである。壁高は8～16cmで，緩や

かに外傾して立ち上がってる。

床　東部にやや凹凸が見られ，中央部から南側にかけて硬化面が見られる。壁溝は仝周し，中央部よりやや南

東寄りから焼土塊が検出された。

炉　確認できなかった。

ピット　確認できななかった。

貯蔵穴　西コーナー部に位置し，平面形は長径80cm，短径50cmほどの楕円形で，深さは40crnである。断面は

U字状を呈している。

貯蔵穴土層解説
1　極暗褐色　　ローム粒子少量
2　黒　褐　色　　ロームブロック少量，炭化粒子微量
3　褐　　　色　　ロームブロック少量

4　黒　褐　色

5　暗　褐　色

6　暗　褐　色

覆土　6層からなる。レンズ状に堆積している自然堆積である。

土層解説
1　黒　褐　色　　ロームブロック少量
2　暗　褐　色　　ローム粒子多量
3　褐　　　色　　ロームブロック・炭化粒子微量

4　黒　褐　色

5　暗　褐　色

6　暗　褐　色

21¶

ロームブロック少量

ローム粒子中量
ロームブロック少量

ロームブロック・炭化粒子微量
ローム粒子少量
ローム粒子微量

可

！　　　i　　　」

第104図　第49号住居跡実測図

遺物出土状況　土師器片17点（椀4，嚢類13），土製品3点（土玉2，管状土錘1）が出土しているが，ほと

んどが細片であり，図示できたのは4点である。163は，東壁際の床面から出土したもので，破片3点が接合

したものである。そのほか，混入した縄文土器10点が出土している。
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所見　時期は，出土土器から4匪紀代と考えられる。

第105図　第49号住居跡出土遺物実測図

第49号住居跡出土遣物観察表（第105図）

0　　　　　　　　　　　　　10cm

i　　　；　　　！

番号種別器種口径器高底径 胎土 色調焼成 手法の特徴 出土位置備考

163 土師器椀［14．2］7．9 3．4
長石・石英・にぷい
普通
上段外面ナデ，下段へラ磨き，内面へ南コーナー

50％
雲母 橙 ラ磨き，輪積み痕 付近床面

番号種別長さ幅孔径重量 材質 特　　徴 出土位置備考

DPlO3 土玉 2．8 3．1 0．7 24．4 土 外面ナデ，側部に凹み，ヘラ当て痕 床面

DPlO4 土玉 2．9 2．7 0，6 16．7 土 外面ナデ 覆土

DPlO5管状土鍾2．8 2．6 0．6 20．6 土 外面ナデ，側面に指頭痕，ヘラ当て痕 床面PL41

第50号住居跡（第106図）

位置　調査区中央部のD5el区に位置し，標高27．4mの台地平坦部に立地している。

規模と形状　長軸3．1m，短軸2．9mはどの方形で，主軸方向はN－620－Wである。壁高は5～8cmほどで，緩

やかに外傾して立ち上がっている。

床　ほぼ平坦で，踏み固められた様子は見られず，壁溝は北西・南西壁際で検出されている。

炉　中央部と中央部よりやや西側に2か所確認された。炉1は，長径45cm，短径30cmほどの楕円形，炉2は

長径25cm，短径18cmほどの楕円形で，ともに掘り込みはほとんどなかったが，炉床面は被熱のため赤変硬化

していた。

t＿　　　ニ　ー

栂が　車I

第106図　第50号住居跡実測図
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ピット　確認できなかった。

覆土　5層からなり，レンズ状に堆積している自然堆積である。

土層解説
1　黒　褐　色　　ローム粒子少量
2　黒　褐　色　　ロームブロック・焼土粒子少量
3　黒暗褐色　　ロームブロック少量，焼土粒子微量

4　黒　　　色　　ローム粒子・炭化粒子微量
5　黒　褐　色　　ローム粒子多量

遺物出土状況　土師器片14点（嚢類）が出土しているが，図示できたものはない。

所見　出土遺物が少なく，時期を決定することは困難であるが，住居の形状や周辺部に同様の住居跡が確認さ

れていることなどから，4世紀代と考えられる。

第51号住居跡（第107・108園）

位置　調査区中央部のD4e9区に位置し，標高約27．4mほどの台地平坦部に立地している。

重複関係　西壁のほぼ中央部が第61号住居跡の東コーナー部を掘り込んでいる。

規模と形状　長軸5．3m，短軸5．1mはどの方形で，主軸方向はN－250－Wである。壁高は20～33cmで，各壁と

も外傾して立ち上がっている。

床　ほぼ平坦である。硬化面は確認できず，壁溝が全周している。

第107図　第51号住居跡実測図（1）
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炉　中央部より北西側に2か所重複して確認された。炉1ほ炉2の北部を若干掘り込み，50cmほどの円形で，

床を12cmほど掘りくぼめている。炉2ほ北部を炉1に掘り込まれており，床から14cmほど掘りくぼめられて

いた。ともに炉床面は被熱のためタ　赤変硬化していた。

ぽッ睦　5か所。主柱穴はPl～P4が相当し，深さは50～60cmである。P5ほ深さ45cmで，商東壁寄りの

中央乳　炉と向かい合って位置しているため，出入り口施設に関係するものと考えられる。

貯蔵究　北西コーナー部に位置し，長径78cmタ短径64cmほどの楕円形で，深さは22cmである。底面はほぼ平

坦で，壁は外傾して立ち上がっている。

貯蔵穴土層解説
1　黒　褐　色　　ロームブロック少量
2　暗　褐　色　　ロームブロック中量，炭化粒子微量

3　暗　褐　色　　ローム粒子多量

尊堂12層からなり，レンズ状に堆積している自然堆積である。

土層解説
1黒　　　色　　窯色ブロック少量，ローム粒子微量
2　黒　　　色　　ローム粒子微量
3　黒　褐　色　　ローム粒子微量
4　黒　褐　色　　ロームブロック微量
5　極暗褐色　　ローム粒子少量
6　黒　褐　色　　ロームブロック・炭化粒子微量

7　黒　褐　色

8　黒　　　色

9　極暗褐色
10　黒　　　色
11暗　褐　色
12　暗　褐　色

ローム粒子少量，炭化粒子微量
ロームブロック・炭化粒子微量
ロームブロック少量，炭化粒子微量
炭化粒子少量，ローム粒子微量
ロし一一ムブロック中量

ロームブロック微量

遺物出立状況　土師器片377点（器台7，柑4，高杯2　壷は　嚢類器3）プ土製品12点（土玉），鉄製品1点

（鉄鉱）が中央部付近から集中して出土しており，図示できたものは19点ある。士玉は6点が南東コーナー付

近の床面からまとまって出土した。そのほかの士玉もほとんどが床面から出土しているがタ　土器は床面からの

出土は少なく，覆土中層から下層での出土が目立った。そのなかで164e166は覆土下層及び床面から出土して

おり，本跡に伴うと考えられる。そのほか，混入した縄文土器片77点が出土している。

所凰　遺物出土状況から考えると，住居廃絶時に土玉は残されたように思われる。時期は，出土土器から4世

紀代と考えられる。

第51号住居跡出土遺物観察表（第108図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎 土 色調 焼成 手法 の特徴 出土位置 備考

16 4 土 師器 器 台 7．8 8．0 10．3 長石 e 石英 橙 普通
器受部 内 ・外面 ナデ，脚部外面 へラナ

デ言内面ナデ，窓 3 か所

下層 ～

床面

70％赤彩

PLは

16 5 土師器 川 9．9 （7．5） －
長有 ・有英 ・

雲母 ・赤色粒子

にぷい

橙
普通
口縁部外 面パケ 目整形後へ ラ磨 き， 内

面へ ラ磨 きタ　輪積み痕
上層 50 ％

166 士 師器 ここ土ニナ 15．2 （8．7）
長石 e石英 ・ にぷい

普通
目線部外面 ，体 部上段パケ 目整形後へ

床面
20％

宝E 赤色粒子 黄橙 ラ磨 き，頚部 隆帯貼 り付け部に庄痕 PL 20

1 67 土 師器 婆 17．9 2 2．5 6．4 長石・石英・雲母l赤桃子 にぷい黄橙 普通 外面 6 日縁部 内面パケ目整形，内面ナデ 中層 80％PL23

16 8 土 師器 恵宝E （10．1） 5．8 長石 ・赤色粒子
にぷい

黄橙
普通
体 部外面下段へ ラ削 り，内面ナデ，底

部 木葉痕
中層 10％

18 5 土師器 聾 － （2．6） 6．4
長石 ・有英 ・

雲母 ・赤色粒子
暗褐色 普通

体部 下段外 面弱いパ ケ目整形 ，底部パ

ケ目整形
上層

番号 種 別 長 さ 幅 孔径 重量 材質 特　　 徴 出土位置 備考

PP lO 6 土 玉 2．5 2．6 0．6 17．3 土 外面 ナデ 覆土 PL 4 1

D P lO 7 土王 3．0 3．2 0．6 2 7．0 土 外面 ナデ 東コーナー冊庸 PL 4 1

P P lO8 土玉 2．8 3．0 0．6 2 1．8 土 外面ナデ，パ ケ目痕 東コート悦輔 PL 4 1

D P lO9 土玉 2．6 3．0 0．8 2 0．2 土 外 面ナデ 東コーナー栂楠 PL・11

D P l lO 土王 2．8 2．8 0．6 2 1．0 土 外 面ナデ 東コーナー情路面PL 4 1

D P l l l 土 玉 2．1 2．2 0．5 1 0．7 土 外 面ナデ 東コーナー付近欄 PL 4 1

O P l 12 土 玉 2．9 3．1 0．6 26．0 土 外面 ナデ 床面 PL 4 1

P P l 13 土 玉 3．2 2．8 0．7 2 1．9 土 外面 ナデ 床面 PL 4 1
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番号 種 別 長 さ 幅 孔径 重量 材 質 特　　 徴 出土位置 備考

D Pl 14 土玉 2．7 2．8 0．6 19．5 土 外面 ナデ 東コート付近桶 PL4 1

D P l 15 土玉 3．6 3．1 0．6 3 2．4 土 外 面ナデ 床面 PL4 1

D P l 16 土玉 3．2 2．9 0．4 2 2．5 土 外 面ナデ 床面 PL4 1

D P l1 7 土玉 2．1 2．8 0．6 16．8 土 外 面ナデ 床面 PL4 1

番号 種別 長 さ 幅 厚 さ 重量 材質 特　　 徴 出土位置 備考

M 41 鉄 鉱 （4．0） 3．1 0．2 （5．9） 鉄 放身部 ，尖頭部 欠損 覆土 PL4 6

第52号住居跡（第109・110図）

位置　調査区中央部のD4g8区に位置し，標高27．5mの台地平坦部に立地している。

規模と形状　長軸5・5m，短軸5・2mはどの方形で，主軸方向はN－170TEである。壁高は12～32cmで，各壁と

も外傾して立ち上がっている。

bI　　可　bI

A．　　　上27．4m　」三’

⊥27，4m

‾‾下戸＝口証ア‾一
3

第109図　第52号住居跡実測図
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床　北壁際と南壁際の床が一段高くなっており，その範囲は60、120cmほどの帽を有している。壁溝は東壁

の一部を除いて，この段の部分も巡っている。また，段部も含めた範囲が踏み固められている。

炉　中央部よりやや西側に位置している。長径90cm，短径70cmほどの楕円形で，床を10cmほど掘りくぼめて

おり，炉床面は赤変硬化している。また，やや東寄りに，南北方向に棒状の炉石形土製品が検出されている。

炉土層解説
1　黒　褐　色　　焼土粒子中量
2　暗赤褐色　　焼土ブロック中量

3　黒　褐　色　　焼土ブロック・ロームブロック中量

ピット　5か所。主柱穴はPl～P4が相当し，深さは44～60cmである。P5は深さ44cmで，東壁寄りの中

央部，ほぼ炉と向かい合って位置しているため，出入り口施設に関係するものと考えられる。

貯蔵穴　北東コーナー付近に位置し，長径82cm，短径60cmほどの楕円形で，深さは30cmである。掘り込みは，

二段でU字状を呈している。

貯蔵穴土層解説
1極暗褐色　　ローム粒子少量
2　暗　褐　色　　ローム粒子・粘土ブロック微量

3　黒　褐　色

4　褐　　　色

覆土　8層からなり，レンズ状に堆積している自然堆積である。

土層解説
1　黒　　　色　　ロームブロック微量
2　黒　褐　色　　ロームブロック少量
3　黒　褐　色　　ローム粒子中量，炭化物少量
4　黒　褐　色　　ロームブロック少量，炭化粒子微量

ロームブロック少量
ロームブロック中量

5　黒　褐　色　　ロームブロック・炭化粒子微量
6　黒　褐　色　　ローム粒子多量
7　黒　褐　色　　ローム粒子少量，炭化粒子微量
8　暗　褐　色　　ロームブロック少量

遺物出土状況　土師器片354点（器台3，柑1，鉢6，壷7，嚢類337），土製品6点（勾玉1，土玉5）が散

在して出土しており，図示できたものは9点である。173は貯蔵穴付近の床面から出土しており，本跡に伴う

ものと考えられる。そのほか，混入した縄文土器164点，磁器1点が出土している。

所見　本跡は，床の南側と北側に段を有したベッド状遺構である。時期は出土土器から4世紀代と考えられる。

①　DP118

第110図　第52号住居跡出土遺物実測図
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第52号住居跡出土遺物観察表（第H0図）

番可　 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手法の特徴 出土位置 備考
169 i 土師器 ミニチュア土器 7．5 5．4 2．4 長石・雲母・黒色粒子 にぷい橙 普通 外面ナデ，内面パケ昌整形 覆土 95％PL33

172　　 土師器 恵 － （12．9）
長石 ・雲母 ・ にぷい

普通
頚部外面弱いパケ昌整形，休部外面へ

覆土 50％寛 黒色粒子 黄橙 ラ磨き，輪積み痕

望 ＿＿＿＿＿＿i＿＿＿＿＿＿＿主星器 應
瓦
［154 ］ 18．4 4．8 長石 ・赤色粒子 暗赤褐 普通 休部外面パケ昌整形 床面 30％

番号 種別 長 さ 幅 孔径 重量 材 質 特　　 徴 出土 位置 備考

n P l 18 勾玉 4．7 2．6 0．6 2 0．4 土 外 面ナデ 南壁際上層 P L 4 1

りP l1 9 土玉 3．6 3．8 0．9 43．4 土 外 面ナデ，指頭痕 床面

D P 120 土玉 3．2 3．1 0．7 22．3 土 外 面ナデ 西壁際床面

D P 12 1 土玉 i 3・1 3．4 0．7 24．0 土 外面 ナデ 北壁際床面

りP 1 22 土玉 2．8 3．1 0．8 2 3．5 土 外面 ナデ，ヘラ当て痕 上癖

D P 12 3 皇 室 3．4 2．9 0．7 2 6．2 土 外面ナ デ 下層

第53号住居跡（第111～H4図）

位置　調査区中央部のD4i8区に位置し，標高27．6mほどの台地平坦部に立地している。

規模と形状　長軸5・7m，短軸5・2mはどの方形で，主軸方向はN…360－Eである。壁高は22～42cmで，各壁と

も外傾して立ち上がっている。

床　ほぼ平坦で，硬化面は確認できず，南壁の一部を除いて壁溝が巡っている。また，ほぼ全面から多量の焼

土塊が検出された。

炉　中央部のやや西寄りと，南寄りに2か所確認された。2つとも同規模で，径70cmほどの円形であり，炉床

面は被熱のため，赤変硬化している。また，炉1には火床面に炉石形土製品が置かれていた。

ぽッ虹　4か所。すべて主柱穴と考えられ，深さは64～72cmである。

貯蔵栗　東コーナー部よりやや南西寄りに位置し，長径74cm，短径56cmほどの楕円形で，深さは36。mである。

掘り込みは，二段で日宇状を呈している。

貯蔵穴土層解説
1暗赤褐色　　ローム粒子少量，焼土・炭化物微量
2　暗　褐　色　　ローム粒子少量，炭化粒子微量
3　暗　褐　色　　ローム粒子・焼土粒子少量

4　暗

5　黒

6　暗

赤褐
褐

褐

色

色

色

焼土ブロック少量
炭化材・焼土ブロック少量，ロームブロック微量
ローム粒子微量

覆土10層からなる。壁際付近と，覆土下層は焼土や炭化材を多く含み，住居の焼失に伴って形成された層で

あると考えられる。

土層解説

1　里　　　色

2　黒　　　色

3　黒　褐　色

4　黒　褐　色

5　黒　褐　色

黒色ブロック多量　　　　　　　　　　　　　　6　黒　　色　炭化材多量，焼土粒子少量
黒色ブロック・ロームブロック微量　　　　　　　7　極明赤褐色　炭化物中量，焼士粒子少量
炭化材・ロームブロック中量，焼土粒子少量　　　8　暗　褐　色　ローム粒子・炭化粒子e焼土粒子少量
ロームブロック少鼠焼土粒子e炭化粒子微量　　　9　暗　褐　色　　ローム粒子微量
ローム粒子少量，炭化粒子微量　　　　　　　　10　暗　褐　色　　ローム粒子中量

遣物出立状況　土師器片217点（椀5，器台10，堵3，婆類199），土製品11点（土玉10，炉石形土製品1）が

出土しており，図示できたものは18点である。174・176は正位，180は土庄でつぶれたように床面からそれぞ

れ出土しており，本跡に伴うものである。また，南コーナー付近の床面からは土玉7点がまとまって出土して

いる。炭化材と焼土は全面から検出されているが，特に倒壊方向と考えられる南側に多く，主柱と考えられる

丸材や板材も確認できた。そのほか混入した縄文土器108点，瓦質土器1点，磁器3点，陶器1点が出土して

いる。
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第111図　第53号住居跡実測図（1）
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第112図　第53号住居跡実測図（2）
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第113図　第53号住居跡出土遺物実測図（1）
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第114図　第53号住居跡出土遺物実測図（2）

所見　床面から覆土中層にかけて大量の炭化材や焼土塊が検出されたことから焼失住居であることが確認さ

れ，床面から出土した土器類はそれほど多くないことから，住居廃絶後に焼失したと考えられる。さらに焼土

層より上面から多くの遺物が出土し，焼失後に土器が投棄されていたようである。また，南部コーナー付近の

床面から土玉がまとまって出土した。この由土状況は第51号住居跡と同様である。時期は出土土器から4世紀

前半と考えられる。

第53号住居跡出土遺物観察表（第113・114図）

番号 種別 器種 口径 器高 底 径 胎土 色調 焼成 手法の特徴 出土位 置 備考

1 74 土師器 椀 10．3 6．1 2．4 長石 ・石英 にぷい橙 普通 体部内 ・外面 へラ磨 き 床 面 8 0％

1 75 土師器 器 台 7．9 7．1 ［9．1］
長石 ・石英 ・

赤色粒子
橙 普通

器受部内面へラ磨 き，脚部外面パケ日整形

後へラ磨き，内面へラナデ，窓 3 か所
中層 70 ％

P L 15

17 6 土師器 炉器台 ［9．0］ 10，1 1 0．0 長石 ・石英 ・雲母 にぷい橙 普 通 器受部外面 ・脚 部内 ・外面パケ 日整形 床面 70 ％

17 7 土師器 炉 器台 7．6 （5．9） － 長石 ・石英 橙 普通 脚部内 ・外面パ ケ目整形，窓 3 か所確認 中層 50 ％

17 9 土師器 嚢 ［14．1］ 2 1．8 6．0
長石 ・雲母 ・

赤色粒子 ・礫
赤褐 普通

頭部か ら外面パ ケ目整形，休部内面 中

段へ ラナデ，輪積み 痕

上層 ～

下層
60％

180 土師器 小 形要 ［14．4］ 14．3 5．2 雲母 ・赤色粒子 橙 普通
口縁部パケ 目整形，休 部上段か ら中段

パケ 目整形後へ ラ磨 き，輪積み痕
床面

70％

体部内面剥護

18 1 土師器 斐 － （6．8） 6．6 雲母 ・赤色粒子 にぷい捕 普通 休 部外 面下段パ ケ日整形 ，内面ナデ 覆土 10％

番号 種別 長 さ 幅 孔径 重量 材 質 特　　 徴 出土 位置 備考

D P 12 4 土玉 3．1 2．9 0．8 2 2，5 土 外面ナデ，指頭痕 覆土

D P 12 5 土玉 2．8 3．1 0．6 24．8 土 外面ナデ，ヘ ラ当て痕 ，籾跡 東コ十 髄桶

D P 12 6 土玉 2．9 2．9 0．6 2 0．6 土 外面 ナデ 南コート付近
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番号 種別 長 さ 帽 孔径 重量 材質 特　　 徴 出土位置 備考

D P 127 土玉 3．3 2．8 0．9 2 2．1 土 外面 ナデ，指頭痕 床面

D P 128 土玉 3．2 3．4 0．7 3 3．9 土 外面 ナデ 床面

D P 129 土玉 3．0 3．3 0．7 2 7．7 土 外面 ナデ 床面

D P 13 0 土玉 2．8 2．7 0．8 18．0 土 外面 ナデ 床面

D P 13 1 土玉 3．6 3．6 0．8 4 1．9 土 外面 ナデ 床面 一部剥離

D P13 2 土玉 3 ．1 2．9 0．8 19．8 土 外面 ナデ 床面

D P13 3 土 玉 3．1 3．1 0．9 2 6．2 土 外面ナ デ工具 による刺突痕有 り 床 面

番号 種別 長 さ 幅 厚 さ 重量 材 質 特　　 徴 出土位 置 備考

DP 134 炉石形土製品 （20．4） 5．1 4．2 （43 2．1） 土 外面ナデ，断面長方形 ，一端欠損 床面 PL4 1

第54号住居跡（第115～117図）

位置　調査区の中央部のC4g9区に位置し，標高27．3mの台地平坦部に立地している。

規模と形状　一辺3．8mほどの方形で，主軸方向はN－330－Wである。壁高は28～35cmで，各壁とも直立ぎみ

に立ち上がっている。

床　ほぼ平坦で，各コーナー部付近を除いて踏み固められており，壁溝が仝周している。また，西壁付近には

小規模な焼土塊が数か所見られた。

炉　中央部よりやや北部コーナー寄りに位置し，径65cmほどの円形で，床を8cmほど掘りくぼめている。火

床面は被熱のため，強く赤変硬化している。

炉土層解説
1　暗赤褐色　　焼土ブロック多量
2　にぷい赤褐色　　焼土ブロック多量，炭化物少量

ピット　確認できなかった。

～

1312

第115回　第54号住居・跡実測図

3　暗赤褐色　　焼土ブロック少量
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覆土13層からなる。全体的に焼土，炭化物などが多く含まれていることから人為的に埋め戻されている可能

性が高いと思われる。

土層解説
1　黒　褐　色　　ロームブロック少量
2　暗　褐　色　　ロームブロック・炭化物少量
3　黒　褐　色　　ロームブロック少量，炭化物微量
4　黒　褐　色　　ローム粒子・焼土ブロック・炭化物少量
5　極暗褐色　　ローム粒子少量
6　黒　褐　色　　ローム粒子中量，炭化物微量
7　黒　褐　色　　炭化物中量，ロームブロック少量

8　黒　褐　色
9　黒　褐　色

10　黒　褐　色
11黒　褐　色

12　褐　　　色
13　褐　　　色

炭化材中量，焼土ブロック少量，ロームブロック微量
ローム粒子多量，ロームブロック・炭化物微量
ローム粒子微量
ローム粒子・炭化粒子微量
ロームブロック少量
ロームブロック微量

造物出土状況　土師器片250点（高杯11，鉢12，壷6，嚢類221），礫2点が出土しており，図示できたものは

9点である。190は北部コーナー寄りの床面，191は東部コーナー付近の床面からそれぞれ土庄でつぶれたよう

な状態で出土しており，遺棄されたものと考えられる。その他の遺物も，東部コーナー部からの出土が目立っ

た。そのほか混入した縄文土器6点が出土している。

所見　覆土に焼土や炭化物などが含まれ，床面からも焼土塊が検出されている焼失住居である。床面付近に完

形に近い賓などが残されており，住居廃絶前に焼失した可能性が考えられ，出土土器から時期は，4世紀前半

と考えられる。

第116図　第54号住居跡出土遺物実測図（1）
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第117図　第別号住居跡出土遣物実測図（2）

第54号住居跡出土遣物観察表（第116・117図）

番 号 種 別 器 種 口径 器 高 底 径 胎 土 色 調 焼 成 手 法 の 特 徴 出土 位 置 備 考

18 6 土 師器 高 杯 14 ．5 （5 ．6 ） － 長 石 ・赤 色粒 子 橙 普 通 杯 部 内 ・外 面 へ ラ磨 き 南東壁付近床面 50 ％

18 7 土 師 器 高 杯 － （7 ．0 ） 長石・石英・雲母・純 世子 にぷい橙 普 通 脚 部 外 面 へ ラ磨 き， 窓 3 か 所 南西壁付近下層 30 ％

18 8 土 師 器 高 杯 ［2 4 6 ］ （7 ．4 ） － 長石・雲母・赤色粒子 浅 黄 橙 普 通 杯 部 内 ・外 面 ナ デ 床 面 30％舶 器カ

189 土 師 器 15 ．9 （6 ，3 ）
長 石 ・雲 母 ・ にぷ い 普 通

頭 部 外 面 パ ケ 目 整 形 後 へ ラ 磨 き， 頚 部 下 層 ～
15 ％

互E 赤 色粒 子 褐 内 面 パ ケ 目整 形 床 面

190 土 師 器 襲 2 1 ．9 26 ．7 7 ．8
長 石 ・石英 ・ にぷい

普 通
体 部外 面 頚 部 ～ 中段 弱 いパ ケ 目 整 形 ，

床 面
70 ％

雲 母 ・赤色 粒 子 橙 内 面 ナ デ ， 輪 積 み 痕 P L 29

19 1 土 師 器 （1 1．4 ） 6 ．0
長 石 ・石英 ・

橙 普 通
体 部 外 面 下段 へ ラ磨 き， 内面 へ ラ ナ デ ，

床 面 4 0 ％

耳E 雲 母 ・赤 色 粒子 底 部 有 礼 （焼 成 後 ），輪 積 み 痕 甑 カ

19 2 土 師 器 賓 － （6 ．2 ） 7 ．5 長石 ・石英 ・雲母・礫 にぷい橙 普 通 休 部 外 面 下段 へ ラ削 り， 内 面 ナ デ 北東壁付近床面 15 ％

19 3 土 師 器 小 形 賓 16 ．1 16 ．7 6 ．6
長 石 ・雲 母 ・

赤 色 粒 子
橙 普 通

休 部 外 面 上 段 ～ 中 段 パ ケ 目整 形 ， 下 段

へ ラ削 り， 内 面 へ ラナ デ

北 東 壁 付

近 床 面
70 ％

194 土 師 器 小 形 賓 16 ．6 （17．3 ）
長石 ・石英 ・雲母 ・

赤色粒子 ・礫
橙 普 通

体 部 外 面 上 段 ～ 中段 パ ケ 目整 形 ， 下 段

へ ラ削 り， 内 面 ナ デ ， 輪 積 み 痕

北 東 壁 際

床 面
80 ％

第55号住居跡（第118図）

位置　調査区の中央部のC4f8区に位置し，標高27．2mの台地平坦部に立地している。

重複関係　西コーナー付近から北西壁の半分程度を，第29号土坑に掘り込まれている。

規模と形状　一辺3．9mほどの方形で，主軸方向はN－380－Wである。壁高は5～8cmと低いが，北西壁を除

き，緩やかに外傾して立ち上がっている。

床　ほぼ平坦で，中央部付近が踏み固められており，壁溝は仝周している。

炉　中央部よりやや北側に位置し，長径82cm，短径52cmほどの楕円形で，床を13cmほど掘りくぼめている。

炉床面は被熱のため，赤変硬化している。

炉土層解説
1　暗赤褐色　　焼土粒子中量
2　暗赤褐色　　焼土粒子多量

3　暗赤褐色　　焼土ブロック少量

ピット　確認できなかった。

覆土　5層からなり，レンズ状に堆積している自然堆積である。

土層解説

1　黒　褐　色
2　黒　褐　色

3　極暗褐色

ローム粒子・炭化粒子微量
ロームブロック少量，炭化粒子微量
ローム粒子・炭化粒子微量

5　暗　褐　色

6　褐　　　色

－125－

ロームブロック中量
ローム粒子微量



遺物出土状況　土師器片34点（高杯5，鉢3，壷3，嚢類23）が出土しており，図示できたものは2点である。

195・196は東部コーナー付近の床面から正位の状態で出土している。

所見　時期は，出土土器から4世紀代と考えられる。

第118図　第55号住居跡・出土遺物実測図

第55号住居跡出土遺物観察表（第118図）
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番号種別器種口径器高底径 胎土 色調焼成 手法の特徴 出土位置備考

195 土師器高杯［21．8］（8．0）－長石・雲母・赤色粒子橙普通
杯部内・外面へラ磨き 東コート付近床面30％

196 土師器宣E ［11．9］（12．8）
長石・雲母・

赤色粒子
橙普通
口緑部・体部外面上段へラ磨き，口縁

部内面へラ磨き，休部内面へラナデ
床面50％

第56号住居跡（第119・120図）

位置　調査区中央部のD4C5区に位置し，標高27．5mの台地平坦部に立地している。

規模と形状　長軸4．6m，短軸4．3mほどの方形で，主軸方向はN－5lOTEである。壁高は24～32cmで，各壁と

－126－



も直立ぎみに立ち上がっている。

床　ほぼ平坦で，部分的に踏み固められている範囲が南西側床面に確認できた。また，壁溝は南西壁の一部に

確認されている。

炉　中央部よりやや西コーナー寄りに位置し，長径70cm，短径48cmほどの楕円形で，床面を6。mほど掘りく

ぼめている。炉床面はあまり赤変硬化していない。

炉土眉解説
1　暗赤褐色　　焼土ブロック多量，炭化物中量

ピット　確認できなかった。

貯蔵穴　南コーナー部に位置し，径60cmほどの円形で，深さは32cmである。断面はU字状を呈している。

貯蔵穴土層解説
1　暗　褐　色　　ロームブロック中量，炭化物微量
2　褐　　　色　　ロームブロック中量

3　黒　褐　色

4　褐　　　色

覆土11層からなり，レンズ状に堆積している自然堆積である。

土層解説
1　黒　　　色

2　黒　　　色
3　黒　褐　色

4　黒　褐　色
5　黒　褐　色

6　黒暗褐色

㊨

黒色ブロック中量
ローム粒子微量
ローム粒子・焼土粒子微量
ローム粒子少量
ローム粒子中量，焼土粒子少量
ローム粒子中量，炭化物微量
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第119図　第56号住居跡実測図
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7　黒暗褐色
8　黒　褐　色
9　暗　褐　色

10　暗　褐　色
11黒暗褐色

ロームブロック多量，炭化物少量
ロームブロック多量

ロームブロック少量
ロームブロック少量

ロームブロック少量
ローム粒子中量

ロームブロック中量
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遣物出土状況　土師器片212点（柑4，高杯8，賓類200），土製品1点（土玉），鉄製品1点（方形鍬先）が出

土しているが，ほとんどが細片であり図示できたものは5点である。197は覆土下層から出土しているが，投

棄されたものと考えられる。そのほか混入した縄文土器128点が出土している。

所見　時期を判断する遺物は少ないが，住居の形状や主軸方向などから4世紀代と考えられる。

第120回　第56号住居跡出土遺物実測図

第56号住居跡出土遺物観察表（第120図）

こ：三．：喜′

三二二l
DP135　　　DP136

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手法の特徴 出土位置 備考

197 土師器 嚢 ［16．8］（5．2） 長石 ・石英 にぷい

赤褐
普通
口縁部 ・頚部外面パケ目整形，口緑部

内面パケ日整形
下層 10％

番号 種別 長さ 帽 孔径 重量 材質 特　　 徴 出土位置 備考

DP135 土玉 2．8 3．4 0．6 25．1 土 外面ナデ 覆土

DP136 土玉 2．8 3．0 0．6 18．0 土 外面ナデ 覆土

DP 137 土玉 3．4 3．5 0．8 35．5 土 外面ナデ，ヘラ当痕 床面

番号 種別 長さ 幅 厚さ 重量 材質 特　　 徴 出土位置 備考

M 42 方形鍬先 4．0 8．8 2．1 55．9 鉄 両端部折り曲げ 覆土 PL46

第57号住居跡（第121・122図）

位置　調査区中央部のD4斑区に位置し，標高27．8mほどの台地平坦部に立地している。

重複関係　北コーナー部に撹乱をうけている。

規模と形状　長軸5．9m，短軸5．0mほどの長方形で，主軸方向はN－470－Wである。壁高は35～50cmで，壁は

ほぼ直立している。

床　ほぼ平坦で，中央部から長軸方向に硬化面が広がっている。また，壁溝が全周しており，東壁部ではP2

に向かって同規模の溝がまっすぐ伸びている。

炉　中央部のやや北壁寄りに位置し，径1．1mほどの円形で，床を6cmほど掘りくぼめている。炉床面は被熱

のため，赤変硬化している。

ピット　4か所。すべて主柱穴と考えられ，深さは63～89cmである。

貯蔵穴　東コーナー部に位置し，長軸100cm，短軸85cmほどの隅丸長方形で，深さは53cmである。

貯蔵穴土屑解説
1　黒　褐　色　　ロームブロック微量
2　栗　　　色　　ロームブロック微量

3　黒　褐　色　　ロームブロック少量
4　黒　褐　色　　ロームブロック少量，炭化粒子微量

覆土13層からなり，レンズ状に堆積している自然堆積である。

土層解説

1　黒　　　色
2　黒　褐　色

黒色ブロック多量
ローム粒子少量，炭化粒子微量

3　黒　褐　色

4　黒　　　色
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5　黒　褐　色　　ローム粒子・炭化粒子微量
6　黒　褐　色　　ローム粒子中量，炭化粒子微量
7　黒　褐　色　　ロームブロック・炭化粒子少量
8　黒　褐　色　　ロームブロック少量，炭化物微量
9　暗　褐　色　　ロームブロック中量，焼土粒子微量

10　暗　褐　色　　ロームブロック中量，炭化粒子微量
11黒　褐　色　　ローム粒子中量，焼土粒子微量
12　暗　褐　色　　ロームブロック少量
13　暗　褐　色　　ローム粒子中量

遣物出土状況　土師器片287点（柑12，高杯11，甑1，嚢類263），土製品12点（管状土錘1，土玉11），石製品

1点（磨石），剥片1点が散在して出土しており，図示できたものは20点である。土器類は投棄されたように

出土しているが，202は床面から土庄でつぶれた状態で出土しており，本跡に伴うものと考えられる。また，

DP141は北西壁際の床面，DP142・DP143は南西壁の上層から中層，DP145は北東壁際の床面からそれぞれ出土

している。そのほか，混入した縄文土器85点が出土している。

所見　時期は出土土器から4世紀代と考えられる。

第121図　第57号住居跡実測図
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第57号住居跡出土遺物観察表（第122図）

番号 種別 器 植 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手法の特徴 出土位 置 備考

1 98 土 師器 高年 1∠圭．4 （5．5） － 長石 ・石英 明赤褐 普通 杯部 内 ・外 面へ ラ磨 き 覆土 30 ％

19 9 土 師器 婆 （5．1） 7．4
長有 ・有英 ・

赤色粒子
橙 普 通

下段外面へ ラ磨 き，内面パケ 昌整形，

底部木葉痕
床面 10％

2 0 0 土 師器 小形 襲 － （3．3） 4．4 長石 ・石英 黄橙 普通 下段 外面へ ラナデ，内面ナデ 床面 10％

2 0 1 土 師器 婆 － （1．3） 3．9 長石 ・石英 ・雲母 にぷい橙 普通 下段 内 ・外面 ナデ 下層 10％

2 02 土 師器 台付婆 （20．8） 10．8
長石 ・石英 ・

雲母 ・赤色粒子
橙 普通

体部 ・脚部外面パ ケ目整形 ，体部 内面

へ ラナデ，脚部内面 ナデ，輪積 み痕

下層～

床 面 6 0％

20 3 土 師器 甑 牲 5） ［5月］ 長石 ・石英
にぷい

黄橙
普通
休部外 面ナデタ　内面へ ラナ デブ　有孔

（焼成前） 覆土 1 0％

番号 種別 長 さ 幅 孔径 重量 材質 特　　 徴 出土位置 備考

りP 1 38 管状 土錘 （3．9） 0．9 0．3 （2．9） 土 外面 ナデ，へラ当て痕 覆土 P LJ l

m P 13 9 土 玉 3．2 3．5 0．6 3 4．1 土 外面ナデ 覆土

りP 14 0 土 玉 3．1 3．3 0．6 2 8．3 土 外 面ナデ，指頭痕 覆 土

りP 14 1 士 玉 3．1 3．2 0．7 2 6．8
l

土 外 面ナデ，ヘ ラ当て痕 北西壁際床面

りP 14 2 土 玉 2．9 2．8 0．6 ！ 1 9十 土 外 面ナデ 南西壁際上層

りP 143 土 玉 3．2 3．3 0．9 2 9．4 土 外面 ナデ 南西壁際中層

りP 144 土 玉 2．9 3．0 0．4 23．4 土 外面 ナデ 床面

りP 145 土 玉 3．0 3．2 仕5 24．5 土 外面 ナデ 北東壁際床面

りP 14 6 士 玉 3．4 3．1 0．7 3 0．5 土 外面 ナデ 下層

りP 14 7 土 玉 3．0 3．0 0．7 2 5．5 土 外面ナ デ，ヘ ラ当て痕 覆土

りP 14 8 土 玉 2．7 2．8 0．5 18．6 土 外 面ナデ 覆土

りP 14 9 士 玉 3．1 2．9 0．6 2 2．2 土 外 面ナデ 覆土

番号 種別 長 さ 幅 厚 さ 重 量 材質 特　　 徴 出土位置 備考

9 7 5 磨 石 1 1．0 8．3 5．6 8 24．7 砂岩 全面研磨 痕，一部欠損 覆土

9 76 剥 片 3．2 2．56 0．7 5．5 チ ャー ト 縦長剥片 覆土

第5爵考健贋跡（第123図）

位置　調査区中央部D4e2に位置し，標高27．9mほどの台地平坦部に立地している。

規模と形状　一辺3．8mはどの方形で，主軸方向はN－60－Wである。壁高は残りのよい部分で6～10cmであ

り，緩やかに外傾して立ち上がっている。

床　ほぼ平坦で，踏み固められた様子は見られず，壁溝も認められない。

炉　中央部よりやや西寄りに確認され，長径48cm，短径36cmほどの楕円形で掘り込みや火床面はほとんど確

認できず，床面上に焼土が検出された状態である。

ピット　確認できなかった。

貯蔵究　南西コーナー部のやや東側に位置し，径35cmほどの円形で，深さは21cm，U字状に掘り込まれてい

る。また，貯蔵穴に接して，北部には深さ10cmほどの楕円形状のくぼみが確認された。

貯蔵穴土層解説
1　黒　褐　色　　ローム粒子・焼土粒子微量
2　黒　褐　色　　ロームブロック少量

3　極暗褐色　　ロームブロック微量

者達　6層からなり，レンズ状に堆積している自然堆積である。

土層解説
1　黒　褐　色　　ローム粒子中量
2　黒　褐　色　　ローム粒子少量，焼土粒子・炭化粒子微量
3　極暗褐色　　ローム粒子少量

4　極暗褐色　　ロームブロック・焼土ブロック少量
5　暗赤褐色　　焼土ブロック中量
6　灰　褐　色　　ローム粒子微量

遺物出立状況　土師器片5点　器台上増し　鉢2，高捧2，聾類52），土製品1点（士玉），石製品1点（砥
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石）が出土しており，図示できた遺物は4点である。204は床面から正位の状態で，205も貯蔵穴の覆土上層か

ら正位の状態で出土している。そのほか混入した縄文土器5点が出土している。

所見　時期は，出土土器から，4世紀代と考えられる。

止28．0m

第123図　第58号住居跡・出土遺物実測図

第58号住居跡出土遣物観察表（第123図）

⊂＝⊃　Q78
0　　　　　　　　　　　10cm

」＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿⊥＿　　　」

番号種別器種口径器高底径胎土色調焼成 手法の特徴 出土位置備考

204土師器器台6．85．6［10．9］長石・硝・雲母・赤純子にぷい棚普通脚部外面へラ磨き，窓3か所 床面80％PL15

205土師器小形壷－（8．9）5．5長石・石英・雲母にぷい橙普通休部外面パケ目整形，内面ナデ貯蔵穴覆土80％PL21

番号種別長さ幅孔径重量材質 特　　徴 出土位置備考

DP150土玉3．43．40．832．0 土外面ナデ 覆土

番号種別長さ幅厚さ重量材質 特　　徴 出土位置備考

Q78砥石5．05．52．448．5 凝灰岩砥面2面 覆土
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第62号住居跡（第124～126図）

位置　調査区中央部のD2gO区に位置し，標高27．5mほどの台地平坦部に立地している。

重複関係　北コーナー部を，第8号溝に掘り込まれている。

規模と形状　南西部が調査区域外であり，また，北コーナー部を第8号溝に掘り込まれているため，本来の形

状を明確にすることはできないが，長軸3．8m，短軸2．4mほどが確認された。方形もしくは長方形と考えられ，

主軸方向はN－270－Wで，壁高は38～46cmで，直立ぎみに立ち上がっている。

床　ほぼ平坦で，炉，柱穴，貯蔵穴周辺を除いて硬化面が広がっている。また，確認した範囲では，南東コー

ナー部を除いて壁溝が巡っている。

炉　中央部よりやや北側に確認され，長径77cm，短径42cmほどの不整楕円形である。掘り込みは見られず，

床面に薄く焼土が検出された状態であり，炉床面はそれほど赤変硬化していない。

ピット　2か所。ともに主柱穴と考えられ，深さはそれぞれ50cm，56cmであった。調査区域外にも主柱穴が

残存しているものと考えられる。

貯蔵穴　南東コーナー部に位置し，平面形は径64cmほどの円形で，深さは25cmである。底面は平坦であり，

壁は南西側が外傾しているが，ほかは直立ぎみに立ち上がる。

貯蔵穴土層解説
1　暗　褐　色　　ローム粒子微量
2　暗　褐　色　　ロームブロック少量

3　褐　　　色　　ローム粒子微量

覆土　確認された層は9層で，レンズ状に堆積している自然堆積である。

第124図　第62号住居跡実測図

6　暗　褐　色

7　暗　褐　色

8　暗　褐　色

9　褐　　　色

ロームブロック少量
ローム粒子中量

ロームブロック中量
ローム粒子微量

c c’
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遺物出土状況　土師器片188点（器台3，柑5，高杯23，賓類156，甑1）が，中央部付近に集中して出土して

おり，図示できたものは10点である。206・208は正位で，207は斜位，209は横位，211は土庄でつぶれた状態

で床面から出土し，これらは遺棄されたものと考えられる。そのほか混入した鉄製品2点（不明2），剥片1

点，縄文土器120点が出土している。

所見　南西部が調査区城外であり，さらに，北コーナー部を第8号溝に掘り込まれているため，全体の形状が

不明確であったが，良好な状態で多数の遺物が出土した。時期は，出土土器から4世紀前～中頃と考えられる。
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第125回　第62号住居跡出土遣物実測図（1）



第126図　第62号住居跡出土遣物実測図（2）

第62号住居跡出土遺物観察表（第125・126図）

＼＼＼彪
0　　　　　　　　　　　　　10cm

l i　　　　！

番号種別器種口径器高底径胎土色調焼成 手法の特徴 出土位置備考

206土師器器台7．08．09．8
長石・石英・

赤色粒子
橙普通
器受部外面パケ目整形後ナデ，脚部内

面パケ目整形，窓3か所
下層
100％外面

赤彩PL15

207土師器器台8．06．310．3
長石・石英・

雲母
明赤褐普通
口緑部外面パケ目整形後へラ磨き，内

面へラ磨き
床面90％

PL16

208土師器柑10．8（8．8）－長石・石英・赤色粒子橙普通内外面ナデ 下層、床面50％

209土師器高杯22．015．812．9
長石・石英・にぷい普通
器受部外面パケ自整形後へラ磨き，脚部外

下層80％
雲母 橙 面へラ磨き，器受部・脚部内面パケ目整形 PL18

211土師器嚢17．821．45．6
長石・石英・にぷい
普通
頚部～休部外面中段パケ目整形，下段へ

床面
100％煤

雲母・礫橙 ラ削り，口綾部内面パケ目整形後ナデ 付着PL23

212土師器整18．423．06．0
長石・石英・
明赤褐普通
休部外面パケ目整形，口縁部内面パケ下層～90％煤付

雲母・礫 目整形後ナデ，底部パケ目整形 床面着PL23

213土師器襲 （19．6）7．2長石・石英
にぷい

橙
普通
休部外面中段パケ目整形，下段へラ削

り後へラナデ，内面へラナデ
床面40％

215土師器襲 （4．5）5．8長石・石英・赤色粒子橙普通体部外面パケ目整形，内面ナデ 床面10％

216土師器小形賓 （16．1）6．0長石・石英
にぷい

橙
普通
休部外面弱いパケ目整形，口緑部内面

パケ昌整形
下層90％

218土師器甑 （3．3）5．6
長石・石英・

赤色粒子
橙普通
体部外面下段パケ目整形，内面へラナ

デ，単孔
中層10％

第63号住居跡（第127・128図）

位置　調査区西部のD2C6区に位置し，標高27．7mほどの台地平坦部に立地している。

重複関係　北コーナー部で，第64号住居跡の南コーナー部付近を掘り込んでいる。

規模と形状　長軸4・9m，短軸4・6mほどの方形で，主軸方向はNT270－Eである。壁高は38～44cmで，直立ぎ

みに立ち上がっている。

床　ほぼ平坦で，中央部から北側にかけて踏み固められている。また，P2から北東壁に向かって長さ80cm，

幅20cm，高さ8cmほどの土手状の高まりが確認され，壁溝が仝周している。また，床面全面に焼土塊が広が

っている。

炉　中央部よりやや北寄りに位置しており，径50cmほどの円形で，床を12cmほど掘り込んでいる。また炉床

面中央部には，嚢の休部破片が立った状態でしっかりと埋め込まれており，炉石の代用品と考えられる。炉床
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面は被熱のため赤変硬化している。

炉土屑解説
1暗　褐　色　　焼土ブロック多量，炭化粒子少量 2　暗　褐　色

ピット　5か所。主柱穴はPl～P4が相当し，深さは64～80cmである。

炉と向き合う位置にあり，出入り口施設に関係するものと考えられる。

貯蔵穴　東コーナー部に位置し，長径75cm，短径55cmほどの楕円形で，

向に傾斜しており，壁は外傾して立ち上がっている。

貯蔵穴土層解説
1　暗　褐　色　　ローム粒子微量

⑥　S－64I　司　。

2　褐　　　色

軍（

ロームブロック中呈，焼土粒子少量

P5は，南東壁寄りの中央部，ほぼ

深さは20cmである。底面は南西壁方

ローム粒子微量

A－　　　　　　　　　F

ー㊤芦〆

27．2m

21¶　　0
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ーく千束百才／
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第127図　第63号住居跡実測図

覆土14層からなり，不自然な堆積状況を示した人為堆積である。なお，床面と壁際に堆積する第6・10・

12・13・14層は本跡の焼失に伴って形成された層と考えられる。
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土層解説
1　極暗褐色
2　暗　褐　色

3　黒　褐　色

4　極暗褐色
5　極暗褐色
6　黒　褐　色

7　黒　褐　色

ロームブロック中量
ローム粒子多量，炭化粒子微量
ロームブロック少量，炭化粒子微量
ローム粒子少量，炭化粒子微量
ロームブロック少量
ロームブロック多量，炭化物少量
ローム粒子少量．炭化粒子微量

8　暗　褐　色

9　黒　　　色

10　黒　褐　色
11暗　褐　色
12　暗　褐　色
13　極暗褐色
14　黒　　　色

ロームブロック多量
ローム粒子中量，炭化粒子微量
炭化材中量，ローム粒子微量
ローム粒子少量

ロームブロック・焼土ブロック中量，炭化材少量
ローム粒子中量，焼土粒子少量
焼土ブロック多量，ローム粒子少量，炭化材微量

遺物出土状況　土師器片258点（柑1，高杯8，鉢7，嚢類242），土製品4点（土玉），石製品1（磨石）が北

コーナー部付近を中心に，焼土・炭化材とともに出土しており，7点が図示できた。炭化材は柱，梁と思われ

る大型の部材も確認されている。DP153・DP154は床面から出土し，ほかは床からの出土は少なく，覆土中層

からの出土が多い。そのほか，混入した縄文土器27点が出土している。

所見　床面から焼土塊が検出され，覆土に焼土，炭化材などが多量に含まれていることから焼失住居である。

床面からの出土土器が少なく，焼土や炭化材と同じ高さ，もしくは上面から確認されており，焼失は住居廃絶

後と考えられる。時期は第64号住居跡との重複関係などから，4世紀中頃と考えられる。

DP151　　DPl

第128図　第63号住居跡出土遺物実測図

第63号住居跡出土遣物観察表（第128図）

0　　　　　　　　　　　　10cm

L　　；　　＿j

番号種別器種口径器高底径胎土色調焼成手法の特徴出土位置備考

220土師器嚢（3．6）7．4
長石・石英・雲母・

赤色粒子・礫
橙普通
休部外面下段弱いパケ日整形，底部木

葉痕
中層

TP17土師器嚢（5．4）－長石・赤色粒子浅黄普通休部内面パケ目整形中層

番号種別長さ幅孔径重量材質特　　徴出土位置備考

DP151土玉3．03．30．728．3土外面ナデ北東壁付近中層

DP152土玉2．92．90．724．6土外面ナデ中層

DP153土玉3．23．10．628．4土外面ナデ床面

DP154土玉3．44．21．043．5土外面ナデ，算盤玉状床面

番号種別長さ幅厚さ重量材質特　　徴出土位置備考

Q80磨石（7．7）（8．0）4．2（338．2）流紋岩全面研磨痕，全面被熱下層
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第64号住居跡（第129図）

位置　調査区中央部のD2b6区に位置し，標高27．7mほどの台地平坦部に立地している。

重複関係　南コーナー部付近を第63号住居に掘り込まれている。

規模と形状　一辺4．0mはどの方形で，主軸方向はN－240－Eである。壁高は18～28cmで，外傾して立ち上が

っている。

床　ほぼ平坦で，中央部付近が踏み固められている。壁溝は北西・南西壁際で認められた。

炉　中央部よりやや北側に位置しており，長径50cm，短径32cmほどの楕円形で，掘り込みは確認できず床面

に焼土が薄く堆積した状態で検出された。

ピット　確認できなかった。

貯蔵穴　東コーナー部に位置し，長径78cm，短径70cmほどの楕円形で，深さは30cmである。底面は平坦で，

壁は外傾して立ち上がっている。

貯蔵穴土層解説
1　黒　褐　色　　ロームブロック・炭化物少量
2　黒　褐　色　　ローム粒子多量，炭化粒子少量，焼土粒子微量

ロームブロック中量
ロームブロック中量

－‾二「二：

！　　　l i

第129図　第糾号住居跡・出土遺物実測図
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穫豊　9層からなり，レンズ状に堆積している自然堆積である。

土層解説
1　黒　褐　色　　ローム粒子微量
2　黒　褐　色　　ロームブロック微量
3　極暗褐色　　ローム粒子少量
4　極暗褐色　　ロームブロック少量
5　黒　　　色　　黒色ブロック多量

（う　黒　　　色

7　黒　褐　色

8　暗　褐　色

9　黒　褐　色

ローム粒子微量
ロームブロック少量，炭化粒子微量
ローム粒子少量
ローム粒子・焼土粒子微量

遺物出豊状況　土師器片203点（柑2，婆類201），土製品主産（上玉）が出土しているが，ほとんどが細片で，

図示できたものは2点である。221は床面，りP155は北東壁の床面からそれぞれ出土しており，本跡に伴う物

と考えられる。そのほか混入した縄文土器50点が出土している。

所凰　時期を判定する遺物は少なかったが，第63弓A住居跡との重複関係などから，4世紀前半と考えられる。

第64号住居跡出土遺物観察表（第129図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手法の特徴 出土位置 備考

221 土師器 川 10．2 （5．1） －
長有 ・有英 ・

雲母 ・赤色粒子
明赤褐 普通 口縁部内 e外面丁寧なヘラ磨 き 床面 30％

番号 種別 長さ 幅 孔径 重量 材質 i　　　　 特　 徴 出土位置 備考

nP 155 土玉 2．9 2．8 0．7 20．5 土　 ！外面ナデ，孔あけ失敗 と思われる痕跡 床面 北東壁付近

第醜考住居跡（第130～132回）

位置　調査区の西部のD2b3区に位置し，標高27．5mほどの台地平坦部に立地している。

重複関係　北壁から東壁が，第6号溝に掘り込まれている。

規模と形状　長都路8m，短軸4逮mほどの方形で，主軸方向はN－180…Eである。壁高は18～20cmで，外傾し

て立ち上がっている。

床　ほぼ平坦で，硬化面は見られず，壁溝は西壁。南壁の一部に確認された。

炉　5か所。中央部より北側に重複して2基，中央部よりやや南寄りに3基が確認された。炉1ほ炉2を掘り

込み，長径70cm，短径50cmの楕円形，炉2ほ長径50cm，短径35cmほどの楕円形と推測され，炉2を使用後に

炉1を使用したものと考えられる。炉3～5は径30cmほどの円形であり，いずれも掘り込みは確認できなかっ

たが，炉床面は被熱のため赤変硬化していた。

ぽッ紅　1か所。深さは24cmで性格は不明である。

貯蔵宍　北東コーナー部に位置し，長径58cm，短径50cmほどの楕円形で，深さは32cmである。断面はU字状

を呈している。

覆土　9層からなり，レンズ状に堆積している自然堆積である。

土層解説

1　黒　褐　色　　ロームブロック少量
2　暗　褐　色

3　極暗褐色
4　暗　褐　色

5　黒　褐　色

ロームブロック少量，炭化粒子微量
ロームブロック少量，炭化物微量
ローム粒子少量
炭化物少量，ローム粒子・焼土粒子微量

6　暗　褐　色　　ロームブロック中量
7　褐　　　色　　ロームブロック多量
8　暗赤褐色　　焼土ブロック中量，炭化粒子微量
9　極暗褐色　　ローム粒子・焼土粒子少量，炭化粒子微量

遺物出立状況　土師器片238点（器台6，高杯12，壷8，婆類212），土製品3点（士玉），礫3点が北乳　西部

を中心に出土しており，図示できたものは8点である。222は正位，223は斜位で床面からそれぞれ出土し，

228は横位で貯蔵穴内から出土している。いずれも本跡に伴うものと考えられる。また，りP157は南東壁付近
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の床面，DP158も同じく下層から出土している。そのほか混入した縄文土器37点が出土している。

所見　第6号溝に掘り込まれているが，遺物は溝底面より下の層からの出土であり，時期は出土から4世紀代

と考えられる。

第130図　第66号住居跡こ実測図

第131図　第66号住居跡出土遺物実測図（1）

U

（∋

0　　　　　　　　　　　　　10cm

！　　　；　　　！
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第132図　第66号住居跡出土遺物実測図（2）

第66号住居跡出土遣物観察表（第131・132図）

elOcm

L＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿⊥＿＿＿＿＿＿＿＿　」

番号 種別 器種口径器高底径 胎土 色調焼成 手法の特徴 出土位置備考

222 土師器 器台 （6．3）11．9
長石・雲母・

赤色粒子
橙 普通
脚部外面パケ目整形，内面へラ当て痕，

窓3か所
床面 50％

223 土師器 呈E 10．9 （8．0） 長石・石英
にぷい

橙
普通
ロ縁部体部上段外面へラナデ，頚部指

頭痕，内面ナデ
床面60％

226 土師器 壷 10．8 （11．3）－錆・石英・雲母・赤誠子にぷい橙普通休部外面へラ磨き，輪積み痕 床面30％

228 土師器 棄 17．9 20．8 6．4 長石・石英 橙 普通
口縁部～体部外面上段パケ目整形，下

段へラ削り，ロ緑部内面パケ日整形
貯蔵穴内
100％

PL25

229 土師器 襲 －（6．0）7．2 長石・石英 明黄褐普通
休部外面下段弱いパケ目整形，内面ナ

デ
床面 10％

番号 種別 長さ幅孔径 重量 材質 特　　徴 出土位置 備考

DP156 土玉 2．9 3．0 0．7 23．9 土 外面ナデ 床面

DP157 土玉 3．0 3．0 0．7 22．2 土 外面ナデ 南西壁付近下層

DP158 土玉 3．1 2．8 0．7 21．5 土 外面ナデ，ヘラ当て痕 下層

第67号住居跡（第133～135図）

位置　調査区中央部のC4e3区に位置し，標高27．5mほどの台地平坦部に立地している。

規模と形状　長軸5．2m，短軸5．0mほどの方形で，主軸方向はN－440－Eである。壁高は35～48cmで，直立ぎ

みに立ち上がっている。

床　ほぼ平坦であり，中央部から広い範囲にわたって踏み固められており，西コーナー部付近を除いて壁溝が

巡っている。また，南西壁付近と東コーナー部付近に焼土塊が見られた。

炉　2か所。中央部より北西壁寄りに炉1，北東壁寄りに炉2が位置している。炉1は長径1．1m，短径70cm

の楕円形で，床を12cmほど掘りくぼめている。炉2は長径80cm，短径50cmほどの楕円形で床を8cmほど掘り

くぼめ，炉床面南側に土器片を埋め込んでいる。いすれも炉床面は被熱のため赤変硬化している。

炉1土層解説
1　暗　褐　色　　焼土ブロック少量，ロームブロック・炭化物微量

炉2土層解説
1　暗赤褐色　　焼土粒子多量，ローム粒子・炭化粒子微量
2　黒　褐　色　　焼土ブロック少量

2　暗　褐　色　　焼土ブロック中量，ロームブロック・炭化粒子微量

3　暗赤褐色　　ロームブロック少量，焼土粒子微量
4　黒　褐　色　　焼土粒子微量

ピット　5か所。主柱穴はPl～P4が相当し，深さは64～80cmである。P5は深さ12cmで北コーナー付近

に位置しているが，性格は不明である。
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貯蔵穴　東コーナー付近に位置し，長軸80cm，短軸26cmほどの隅丸長方形で，深さは24cmである。底面は平

坦で，壁はなだらかに外傾して立ち上がっている。

貯蔵穴土層解説

1　暗　褐　色
2　黒　褐　色

⑥

焼土ブロック中量・炭化粒子微量

ロームブロック中量

可　　可

3　暗　褐　色

4　暗　褐　色

3

「＝ここ＝＝ヲ≠‾‾‾

ローム粒子中量
ローム粒子少量，焼土粒子微量

2m

L＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿Lj

°　　　　　　1nl

⊆二一一一一一一一；　　l

H．

第133図　第67号住居跡実測図

覆土15層からなる。レンズ状に堆積し，壁際付近と覆土中層から下層の第7～15層は焼土，炭化物などが多

く含まれていることから，本跡の焼失に伴って形成された層と考えられる。
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土層解説
窯
里

嘉

色　　ローム粒子微量
褐　色　　ロームブロック・炭化材少量
褐　色　　ロームブロック少量．炭化粒子微量

4　極暗褐色　　ロームブロック中量，炭化粒子微量
黒

暗

黒

黒

褐　色　　ロームブロック・炭化粒子微量
褐　色　　ロームブロック中量，炭化物少量
褐　色　　ロームブロック少量，焼土粒子・炭化粒子微量
褐　色　　ローム粒子多量，焼土粒子・炭化物微量

9　黒　褐　色

10　極暗褐色
11にぷい赤褐色
12　黒　褐　色
13　黒　褐　色
14　極暗褐色
15　暗　褐　色

ローム粒子少量
焼土粒子多量，ローム粒子・炭化物少量
焼土ブロック多量，炭化物少量
ローム粒子・炭化材中量
ローム粒子中量，炭化物・焼土ブロック少量
ロームブロック少量，焼土粒子・炭化粒子微量
ローム粒子少量

遺物出土状況　土師器片703点（器台7，柑4，高杯17，鉢3，壷9，婆類663），土製品11点（土玉），礫3点，

が出土しており，図示できたものは24点である。232・236は貯蔵穴内，230は逆位で北コーナー付近の床面，

239・243は土庄でつぶれたように出土し，237は床面から斜位で出土している。また，DP160は北西壁付近の

中層，DP161・DP166は南西壁付近の床面からそれぞれ出土している。そのほか，混入した陶器（椀1），縄文

土器39点が出土している。

所見　床面から焼土塊が検出され，覆土にも焼土・炭化材などが多量に含まれていることから，焼失住居と考

えられる。床面から完形に近い状態の土器が比較的多く出土していることから，住居廃絶前に焼失したと思わ

れる。時期は，出土土器から4世紀前半と考えられる。

第134図　第67号住居跡出土遣物実測図（1）
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第67号住居跡出土遺物観察表（第134の135図）

番号 酎 J 巨 醜 口径 ！‾器高 ！底径
胎土 色調 焼成 手法 の特徴 出土位置 備考

23 0 土 師器　　 器 台 （H 調
長有 ・有華 ・

赤色粒子

にぷい

橙
普通
器受部外面弱いパケ日登私　 脚部外面 ・

器受部 内面へ ラ磨 き

北コーナー

付近床面

8臓 器受部

内面赤彩

23 1 土師器　　 器台 賂 7） 10．1
艮有 ・有華 ・

雲母 ・赤色粒子

にぷい

橙
普通 脚部外面 へラ磨 き，窓 3 か所

東コーナー

付近床面

60 ％

P L l Lう

2 32 土師器　　 躇 10．2　 14．6 4．0 長有 ・石英 橙 普 通
目線部外面 パケ 目整形後へ ラ磨 き，休

部外面へ ラ磨 き，目線部 内面へ ラ磨 き
貯蔵穴内 95％

PL 2 1

2 33 土 師器　　 高杯 2 2．7　 15．2 ［12．5］
長有 ・有史 ・

雲母 ・赤色粒子
明黄褐 普通

杯部内外商ナデ，脚部外面パケ目整形後ナ

デ，脚部内面パケ昌整形，窓 2 か所確認

東コーナー

付近床面

9 0％

P L 18

23 4 土 師器　　 高年 13．4　 11．2 1 6．7 長石 e石 英
にぷい

黄橙
普通
杯部 ・脚 部外面へ ラ磨 き，杯部 内面へ

ラ磨 き，窓は対で 3 単位

東コーナー

付近床面

9 0％

P L 18

23 5 土師器　　 高年 1 9．3　 14．6 10。5
長有 ・有英 ・

赤色粒子

にぷい

橙
普通
杯部内 ・外 面ナデ，脚部外面へ ラ磨 き，

脚部内面パ ケ目整形，窓 2 か所確認
床面 80 ％

P L 1 7

2 36 土師器　 装飾高捧 ［17．4］ （7．5）
－
長石 ・有英 ・

赤色粒 子
浅黄橙 普通

器受部内外面丁寧 なヘラ磨 き，窓は対

で 4 単位
貯蔵穴内 3 0％

P L 17

23 7 土 師器　　 壷 ［2 0．0］ （6．9） －
長 石 ・有英 ・

赤色粒子
灰褐 普通

口辺部外面棒状浮文貼付

頚部外 面弱いパケ冒整形，ヘラ磨 き
床 面

20％外面

赤彩 PL 20

23 9 土師器　　 楽 1 9．3　 24 ．3 7．4
長有 ・有華 ・

赤色粒子

にぷい

赤褐
普通
頚部～体部外面中段パケ目整形，下段へラ

磨き，目線部内面へラ磨き，底部へラ磨 き 床面
8 0％

P L 2 9

2 4 0 土師器 ！ 婆 ［19・2］i （8劇
－ 長石・石英・赤色粒子 橙 普通 口唇部櫛歯状 工具に よるキザ ミを施す 床面 20 ％

2 4 1 土師器・「小形 婆 9．1　 7．7 2．9
長石 ・有華 ・

雲母 ・赤色粒子
明赤褐 普通

休部外面上段 へラ磨 き，下段へ ラ削 り，

内面ナ デ，輪積 み痕 床面
90％

P L 24

24 3 土 師器　 台付婆 17．9 （24．2） －
長有 ・有薬 ・

雲母 ・赤色粒子
にぷい

橙
普通
目線 部外面指頭痕 ，体部外面 パケ 目整

形 ，目線部内面パ ケ昌整形　 輪積 み痕
床 面 7 5％

P L 29

24 5 土 師器　　　 甑 ［1 6．6］ 13．6
－

長有 ・信女∴

赤色粒子
明黄褐 普通

複合 目線 部へ ラナデ，体部外面上段パ

ケ目整形 ，下段へ ラ削 り　 単孔
床 面 7 0％

番号 種 別 長 さ 幅 孔径 重量 材質 特　　 徴 出土位置 備 考

りP 15 9 土 玉 3．1 3．5 0．7 3 6．4 土 外面 ナデ，へ ラ当痕 中層

D P l（iO 土玉 3．7 3．0 0．7 3 1．9 土 外面 ナデ，断面楕 円形，指頭痕 北西壁付近中層

りP 16 1 土玉 3．1 3．2 0．8 2 8．8 土 外面ナ デ 南西西壁付近桶

りP 162 士玉 2．7 3．0 1．0 2 0．3 土 外 面ナデ，指頭痕 床 面

りP 163 土玉 3．4 2．8 0．6 2 5．3 土 外 面ナデ，断面楕 円形 床面

りP 164 土玉 2．6 2．8 0．6 1 7．4 土 外 面ナデ 床面

りP 1 65 土玉 2．7 2．5 0．6 14．3 土 外面 ナデ 床面

りP 16 6 士 玉 2．6 2．5 0．7 12．3 土 外面 ナデ，ヘ ラ当痕 離摘壁悦輌

りP 16 7 土 玉 2．4 2．9 0．8 17．4 士 外面 ナデ 覆土

りP 16 8 土玉 2．4 3．1 0．9 18．0 土 外面 ナデ 覆土

D P 16 9 土玉 2．5 2．8 1．0 16．4 土 外 面ナ デ 覆土

第醜号健贋跡（第1368137図）

位置　調査区中央部のC4蒔区に位置し，標高27．3mほどの台地平坦部に立地している。

規模と形状　南東部が調査区域外でありタ本来の形状を明確にすることはできないが言ヒ西5．7m，南西4．6mほ

どが確認された。形状は，方形または長方形と考えられ，主軸方向は炉の位置からN－280－Wと推定される。

壁高は40～44cmで，各壁とも直立ぎみに立ち上がっている。

床　ほぼ平坦で，踏み固められており，確認された部分には壁溝が巡っている。また，北部コーナー付近と北

西壁付近の一部に小規模の焼土塊が見られた。
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炉　中央部よりやや北側に位置し，一部が調査区域外にのぴている。長径1．1m，短径45cmほどの楕円形と推

測され，床面を7cmほど掘りくぼめている。炉床面は被熱のため赤変硬化している。

炉土層解説
1黒　褐　色　　ロームブロック・焼土粒子微量 2　暗赤褐色　　焼土ブロック中量

ピット　2か所。ともに主柱穴と考えられ，深さはそれぞれ65cm，71cmである。

覆土15層からなり，レンズ状に堆積している自然堆積である。

土層解説
窯

嘉
褐　色　　ロームブロック微量
褐　色　　ローム粒子少量

3　極暗褐色　　ロームブロック中量
黒
里

蕪
嘉
黒

褐　色　　ロームブロック中量，炭化粒子微量
褐　色　　ローム粒子中量，炭化粒子微量
褐　色　　ロームブロック・炭化粒子微量
褐　色　　ローム粒子少量，焼土粒子微量
褐　色　　ロームブロック多量

9　暗　褐　色

10　極暗褐色
11黒　褐　色
12　黒　　　色
13　暗　褐　色
14　暗　褐　色
15　暗　褐　色

ロームブロック多量
ロームブロック微量

ロームブロック少量
ローム粒子・焼土粒子少量

ローム粒子中量，炭化物微量
ロームブロック少量

ローム粒子多量

遺物出土状況　土師器片77点（高杯4，嚢類72，ミニチュア土器1），土製品6点（土玉）が出土しており，

図示できたものは8点である。DP171～DP175は北コーナー付近の床面からまとまって出土している。そのほ

か混入した縄文土器37点が出土している。

第136図　第68号住居跡実測図
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所見　南東側半分が調査区城外であり，全体の形状が不明確で時期判定資料の出土も少ないが，住居の形状な

どから4世紀代と考えられる。

第137図　第68号住居跡出土遺物実測図

第68号住居跡出土遺物観察表（第137図）

④∈）①
呟，7。（亀171

O

Q17。
246　　　　　　　　0

DP174

10Cnl

l　　＿　；　　　！

番号種別器種口径器高底径胎土色調焼成 手法の特徴 出土位置備考

246土師器要22．7（15．7） 長石・石英
にぷい

橙
普通
口唇部櫛状工具によるキザミ，休部上

段外面パケ目整形後へラ磨き
床面30％

PL23

247土師器
ミニュチ

ェア土器
9．34．74．7
長石・石英・

雲母・赤色粒子

にぷい

橙
普通外面ナデ，内面へラ磨き，一部赤彩床面95％

PIj3

番号種別長さ幅孔径重量 材質 特　　徴 出土位置備考

DP170 土玉2．62．70．9 17．3 土外面ナデ，ヘラ当て痕 床面

DP171 土玉2．72．70，4 15．3 土外面ナデ 床面

DP172 土玉3．33．2 0．5 34．3 土外面ナデ 床面

DP173 土玉3．3 3．30．5 34．7 土外面ナデ 床面

DP174 十干3．3 3．40．6 36．4 土外面ナデ 床面

DP175 土玉2．7 2．60．4 15．9 土外面ナデ 床面

第69号住居跡（第138・139図）

位置　調査区中央部のC4h4区に位置し，標高27．6mほどの台地平坦部に立地している。

規模と形状　長軸5・2m，短軸4．7mほどの長方形で，主軸方向はN－550－Wである。壁高は50～56cmで，壁は

外傾して立ち上がっている。

床　西部分にやや凹凸が見られる。また，貯蔵穴の北西側には，南東壁と平行するように長さ2．2m，幅50cm，

高さ6cmほどの土手状の高まりが確認され，南西壁の南コーナー付近から，北東壁に向かって長さ1．2m，幅
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25cmほどの溝状の掘り込みが確認された。床面は北東壁付近，南コーナー付近を除き踏み固められており，南

コーナー付近を除いて壁溝が巡っている。

炉　中央部よりやや北西壁寄りに確認された。長径94cm，短径50cmの不整楕円形で，床を13cmほど掘りくぼ

めている。炉床面はわずかに赤変硬化している。

炉土層解説
1　暗赤褐色　　ローム粒子・焼土粒子・炭化物微量
2　暗赤褐色　　焼土ブロック中量，ローム粒子・炭化粒子微量

3　暗赤褐色　　焼土ブロック中量，炭化粒子微量

ピット　1か所。北西壁際の中央部に，深さ20cmのピットが確認されたが，性格は不明である。

j」27．2m

一一一－一二二二竺ミ‾五三二三二二7‾‾

第138図　第69号住居跡実測図

21¶

l i　　＿　i

0　　　　　　　　　　　　　11¶

L＝　l l

－148－



貯蔵穴　南コーナー寄りに位置し，径55cmほどの円形で，深さは40cmである。断面はU字状を呈している。

貯蔵穴土層解説
1　極暗褐色　　ロームブロック少量
2　暗　褐　色　　ローム粒子微量

選248

′；‘品＼

3　暗　褐　色　　ローム粒子中量

第139回　第69号住居跡出土遣物実測図
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尊堂14層からなり，レンズ状に堆積している自然堆積である。

土層解説
1 窯

2　極暗褐色
3

4

黒

黒

褐　色

褐　色

5　極暗褐色
6　極暗褐色

ローム粒子微量
ロームブロック少量

ローム粒子中量，炭化物微量
ロームブロック中量

ローム粒子多量

ロームブロック中量・炭化粒子微量
褐　色　　ローム粒子少量

8　黒　褐　色
9　にぷい赤褐色

10　黒　褐　色
11黒　褐　色

12　極暗褐色
13　黒　褐　色

ロームブロック・炭化粒子微量
ロームブロック少量
ロームブロック少量
ローム粒子少量，焼土粒子微量
ローム粒子微量
ローム粒子少量，焼土粒子微量

14　暗　褐　色　　ローム粒子中量

遺物出立状況　土師器片223点（器台6，堵3，高杯3，壷6，婆類205），土製品上真　土玉上着製品主産

（砥石）が中央部付近の覆土中層から下層にかけて出土しており，図示できたものは7点である。248は中央西

寄りの床軋251は北西壁際の床軋254は南コーナー付近の床面から土庄でつぶれた状況でそれぞれ出土し，

本跡に伴うものと考えられる。またmP176は南西壁付近の床面から出土している。そのほか混入した縄文土器

67点が出土している。

所凰　時期は，出土土器から4世紀代と考えられる。

第69号住居跡出土遺物観察表（第139図）

番号 種別 器種 口径 器 高 底径 胎土 色調 焼成 手法の特徴 出土位置 備考

24 8 土師器 器台 7。9 6，5 8。6
長石 ・石英 ・ にぷい■

普通
器受部 ・脚部外 面へ ラ磨 き，器受部内

床面
10 0い。

雲母 ・赤色粒子 橙 商へ ラ磨 き，窓 3 か所 ，赤彩 P L l（う

2 49 土 師器 炉器台 － （10．4） 12．8
長石 ・石英 ・

雲母 ・赤色粒子
橙 普通

脚部内 ・外面パ ケ目整形 ，器受部内面

へ ラ当て痕
床 面

60％

P L l（う

2 51 土 師器 高 杯
－ （6．9） ［17．4］

長有 ・雲母 ・
明赤褐 普通

脚 部外 面へ ラ磨 き，内面へ ラ当て痕 ， 北 西壁 際
45％赤色粒子 窓 4 か所 床面

25 3 土師器 婆 18．9 24．6 8．4 長石 ・有英 橙 普通
体部外面 ・目線 部内面パケ 冒整私　 底

部パ ケ目整形

下層 ～

床面

80 ％

P L 2 9

2 54 土師器 一二土こご （25．3） 6．6
長有 ∴石英 ・

雲 母

にぷい
普通
頚部内外面 ・体 部上段 ～中段外 面パケ 南コーナー 60％

ヨ王 橙 目整形，下段へ ラ削 り，輪積 み痕 付近床面 内面剥離

番号 種別 長 さ 幅 孔径 重量 材 質 特　　 徴 ′出土位置 備考

りP 176 土玉 3．1 3．2 0．6 2 9．7 土 外 面ナデ 南西壁付

近床面

番号 種別 長 さ 幅 厚 さ 重量 材質 特　　 徴 出土位置 備 考

9 8 1 砥石 （6．6） （3・1≧＿＿＿＿＿＿ 1．5 （3．6） 凝灰岩 砥面 2 面
－ P L∴15

第閻魔健腰掛（第1408141図）

位置　調査区の中央部のC4j2に位置し，標高27．2mほどの台地平坦部に立地している。

重複関係　酋コーナー部を，第8号溝に掘り込まれている。

規模と形状　長軸5・6m，短軸4・9mほどの長方形で，主軸方向はN－450－Eである。壁高は10～15cmで，緩や

かに外傾して立ち上がっている。

床　ほぼ平坦で，踏み固められた様子はそれほど見られず，確認された床面には壁溝が全周している。

炉　2か所。中央部よりやや北側に炉1，炉2と並んで位置している。炉1は長径75cm，短径60。mほどの楕

円形で，炉2ほ径40cmほどの円形である。いずれも掘り込みは確認できず，床面上に焼土が検出された状態で

あるが，炉床面は被熱のため赤変硬化している。

ぽッ紅　確認できなかった。
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覆豊　5層からなり，レンズ状に堆積する自然堆積である。

土層解説
1　黒　褐　色　　ロームブロック少量
2　極暗褐色　　ローム粒子多量，炭化物少量
3　暗　褐　色　　ロームブロック少量

4　暗　褐　色

5　褐　　　色

ローム粒子少量
t「－∴位J’・微量

遣物出立状況　土師器片123点（器台1，高杯3　婆類は郎　土製品主産（士玉），礫2点が散在して出土して

おり，図示できたものは3点である。257は南西壁際の覆土下層，259は南東壁付近の床面から出土しており，

本跡に伴うものと考えられる。そのほか混入した縄文土器17点が出土している。

所凰　新旧関係は不明であるが，炉が隣接して2か所検出された。用途によって使い分けられていた可能性が

考えられる。時期は，出土土器から，4世紀中頃と考えられる。

第70号住居跡出土遺物観察表（第1姐図）

番号 種別 器種 口径
i‾‾‾‾‾‾義高 極 径

胎土 ！色可 焼成 手法の特徴 出土位可 備考

257
［
土師器 高年 13．9

！＋＋＋＋l
抱4）

l長石 e石英 ・ i
橙　　 普通

桓 外面へラ削 り後へラ磨 き l南西壁付　 70％

近下層

258 土師器 婆 －
（7叫 巨 2 長石 や石英 にぷい褐「普通 体部外面下段パケ昌整形，内面ナデ 下層　 巨胱

259 土師器 小形婆 ［12月］ 8．7　　 3．0 長有 ・石英 明赤褐　 普通
体部外面丁寧なヘラ磨き，目線部内面

へラ磨き

南東壁付　 70％

近床面　　 pL24

第調号健贋妙（第ユ42も摘図）

位置　調査区中央部のC3ぬ0区に位置し，標高27．8mほどの台地平坦部に立地している。

重複関係　西部の半分ほどを第8号溝に掘り込まれているがタ掘り込みは床面まで達していない。

規模と形状　長軸4・6mプ短軸3e9mほどの長方形で，主軸方向はN－510…Eである。壁高は24～26。mで，各壁

とも直立ぎみに立ち上がっている。

床　ほぼ平坦で，中央部と南∴西コーナー付近を除いて部分的に硬化面が見られた。またタ墜落が全属している。

炉　2か所。ほぼ中央部に炉1が，その北側に炉2が検出された。炉1は径購cmほどの円形で，床面を8。m

ほど掘りくぼめている。炉2は長径66cm，短径50cmほどの楕円形で，床面を14cm掘りくぼめている。ともに

炉床面は被熱のため赤変硬化している。

炉1土層解説

1暗赤褐色　　焼土ブロック少量，焼土粒子微量

炉2土層解説
1　黒　褐　色　　焼土ブロック少量
2　暗　褐　色　　焼土粒子少量，炭化粒子微量

2　黒　褐　色　　炭化粒子・焼土粒子微量

3　暗赤褐色
4　暗赤褐色

焼土粒子少量，炭化粒子微量
焼土粒子多量

ピット　碓認できなか／＿）たし、

貯蔵究　東コーナー部に位置し　長軸46cm，短軸38cmほどの隅丸長方形で，深さは32cmである。底面は平坦

であり，壁は直立ぎみに立ち上がっている。

貯蔵穴土層解説
1　黒　　　色　　ローム粒子や焼土粒子微量
2　黒　褐　色　　ローム粒子微量

3　褐　　　色　　ロームブロック中量

覆土　9層からなりタ　レンズ状に堆積している自然堆積である。

土層解説
1　極暗褐色
2　暗褐色
3　黒褐色
4　極暗褐色
5　暗褐色

ローム粒子中量
ローム粒子少量

ロームブロック少量
ローム粒子少量

ローム粒子微量

6　黒　褐　色

7　黒　褐　色

8　暗　褐　色

9　褐　　　色
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第142図　第71号住居跡実測図

第143図　第71号住居跡出土遺物実測図
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遺物出藍状況　土師器片80点（高塚9　婆類m），土製品主産（土玉）が東壁付近から出土している。263は，

東コーナー付近の覆土中層から土庄でつぶれた状態で出土している。そのほか，混入した縄文土器30点が出土

している。

所凰　東部の半分ほどを第8号溝に掘り込まれているが，掘り込みは床まで達しておらず，遺存状況は良好で

あった。時期は，出土土器から4世紀前半から中頃と考えられる。

第7ユ号住居跡出土遺物観察表　第摘図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎 土 色調 焼成 手法 の特徴 出土位置 備考

261 土 師器 高年 14．2 9．7 8．5
長石 ・石英 ・ にぷい 普通

杯 部 ・脚部外面へ ラ磨 き，脚部 内面ナ
中層 90％

雲母 ・赤色粒子 黄橙 デ，窓 3 か所 PL 18

2 62 土 師器 高杯 ［20潮 13．1 ［1私7］
長石 ・石英 ・

雲母 ・赤色粒子
赤褐 普通

杯部 ・脚 部外 面へ ラ磨 き，脚部内面 ナ

デ，窓 3 か所
中層

60％赤彩

PL18

26 3 土師器 確 15．9 19．1 5．6 長石 ・石英
にぷい

普通
頚部か ら体部 中段 パケ日登形声　下段へ 東コーナー 90％

瓦 褐 ラ削 り，頚部 内面パ ケ昌整形 付近中層 PL 25

番号 種別 長 さ 幅 孔径 重量 材質 特　　 徴 出土位置 備考

D P17 7 士王 2．8 2．8 私7 18．7 土 外 面ナデ，ヘ ラ当痕 覆土

第開署健贋妙（第ユ44の145回）

位置　調査区西部のC3dO区に位置し汐　標高27。7mほどの台地平坦部に立地している。

規模と形状　長軸5・5m，短軸5・Omほどの長方形で，主軸方向はN－470－Eである。壁高は54～71cmで，各壁

とも外傾して立ち上がっている。

床　ほぼ平坦で，主柱穴付近を除き踏み固められており，壁溝が全周している。南東壁の中央部付近から北西

壁に向かって　長さ。m　幅はcmほどの溝状の掘り込みが見られ，さらにタ　PlとP2を結ぶように長さ2．2

m，幅12cmほどの溝状の掘り込みが確認されている。

炉　中央部より西コーナー寄りに位置しており，長径1。Om，短径64cmほどの不整楕円形で，床を12。mほど掘

りくぼめていた。炉床面は被熱のため赤変硬化している。

ぽッ距　4か所。いずれも主柱穴と考えられ，深さは33～50cmである。

貯蔵究　南コーナー部に位置しており，長径60cm，短径48cmほどの楕円形で，深さは50cmである。底面は平

坦であるが，南側にやや傾斜しており，壁は直立ぎみに立ち上がっている。

貯蔵穴土層解説
1　黒　褐　色　　ローム粒子少量
2　黒　褐　色　　ロームブロック少量

3　極暗褐色　　ロームブロック少量
4　褐　　　色　　ローム粒子微量

孝豊17層からなる。覆土中層から下層の第5～13層は太型の炭化材e炭化物やロームブロックが比較的多く

含まれていることから，人為堆積と考えられる。しかし，上層の第1～3層と壁際の第14～17層は，レンズ状

に堆積する自然堆積の状況を示している。

土層解説
1

2

3

4

5

6

7

8

9

黒 褐　色　　ローム粒子微量
黒　褐　色　　ロー
黒　　　色　　ロー
極暗褐色　　ロー
黒　褐　色　　ロー
極暗褐色　　ロー
黒　褐　色　　ロー

ム粒子少量，炭化粒子微量
ム粒子少量
ムブロック少量
ム粒子中量，炭化粒子微量
ムブロック少量，炭化粒子微量
ムブロック中量，炭化粒子微量

黒　　　色　　ローム粒子・炭化粒子微量
極暗褐色　　ローム粒子中量，炭化粒子微量

10　黒　褐　色
11暗　褐　色
12　黒　褐　色
13　黒　　　色
14　黒　　　色
15　黒　　　色
16　暗　褐　色
17　暗　褐　色

－15∠1－

ロームブロック・焼土粒子微量
ロームブロック少量
ロームブロック中量，炭化材少量
ロームブロック・炭化材少量
ロームブロック少量，炭化粒子微量
ロームブロック・炭化粒子微量
ローム粒子少量
ローム粒子中量
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遣物出土状況　土師器片248点（器台3，高杯7，嚢類238），土製品3点（土玉），石製品2点（石斧，剥片）

が出土しており，図示できたものは8点である。264は床面，265は貯蔵穴内からいずれも正位の状態で出土し

ており，本跡に伴うものと考えられる。そのほか，混入した縄文土器125点が出土している。

所見　覆土の含有物から，焼失住居と考えられるが，炭化材や炭化物の検出層が第12，13層であり，焼土はほ

とんど検出されていない。時期は，出土土器から4世紀代と考えられる。

∈轟き
攣声琴㌢

／竺二’

第145図　第72号住居跡出土遺物実測図

第72号住居跡出土遺物観察表（第145図）
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番 号 種 別 器 種 口径 器 高 底 径 胎 土 色 調 焼 成 手 法 の 特 徴 出土位置 備 考

26 4 土 師 器 器 台 ［7．5 ］ （4 ．4 ） －
長石 ・石 英 ・

雲母 ・赤色 粒子
明 赤 褐 普 通

器 受 部 内 ・外 面 ・脚 部 外 面 へ ラ磨 き ，

脚 部 内 面 へ ラ 当 て 痕 ， 窓 4 か 所
床 面 70 ％

26 5 土 師 器 高 林 13 ．1 10 ．8 18 ．8
長 石 ・石 英 ・

赤 色 粒 子

にぷ い

黄橙
普 通 内 ・外 面 摩 滅 貯 蔵 穴 内

80 ％

P L 18

26 7 土 師 器 嚢 ［1 5．2］ （2 ．5 ） 長 石 ・石 英 にぷ い

褐
普 通 複 合 口 縁 部 内 ・外 面 パ ケ 目整 形 床 面

番 号 種 別 長 さ 幅 孔 径 重 量 材 質 特　　 徴 出土位置 備 考

D P 178 土 玉 2 ．5 2 ．8 0 ．6 28 ．3 土 外 面 ナ デ 北東堅付近床面

D P 1 79 土 玉 2．8 3 ．1 0 ．5 24 ．6 土 外 面 ナ デ 西コート付踊 摩 滅

D P 1 80 土 玉 2．8 2 ．6 0 ．7 28 ．4 土 外 面 ナ デ 中層

番 号 種 別 長 さ 幅 厚 さ 重 量 材 質 特　　 徴 出土位置 備 考

Q 82 石 斧 （3．4 ） 4 ．4 1 ．4 （19 ．1） 緑 泥 岩 刃 部 丁 寧 な研 磨 覆 土 P L 45

Q 83 剥 片 3 ．7 3 ．1 1 、1 12 ．3 塙 璃 縦 長 剥 片 覆 土

第73号住居跡（第146～151図）

位置　調査区中央部のD3a9区に位置し，標高28．0mほどの台地平坦部に立地している。

重複関係　北側を中心に，第50～55，58，63，84号土坑に掘り込まれている。しかし，掘り込みは浅いため床

面までは達しておらず，壁も立ち上がりが確認でき遺存状況は良好である。

規模と形状　長軸6．9m，短軸6．7mはどの方形で，主軸方向はN－440－Wである。
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第146図　第73号住居跡実測図（1）
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第147図　第73号住居跡実測図（2）
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床　ほぼ平坦で，中央部付近が踏み固められている。南コーナー部と南東壁の一部を除いて壁溝が巡っており，

南東壁の中央付近から北西壁に向かって長さ1．2m，幅20cmほどの溝状の掘り込みが確認された。また，中央

部付近を除くほぼ全面で焼土塊が検出された。

炉　3か所。中央部より北寄りに炉1，北東寄りに炉2，南寄りに炉3が検出された。炉1は長径75cm，短径

58cmほどの楕円形で，炉2は径40cmほどの円形，炉3は長径55cm，短径36cmほどの楕円形である。3つとも

それほど掘り込みは見られず，床面に焼土が堆積された状態であったが，炉床面は被熱のため赤変硬化してい

る。

ピット　5か所。主柱穴はPl～P4が相当し，深さは85～120cmほどである。P5は深さ14cmで，炉1と向

かい合う位置にあり，出入り口施設に関係するものと考えられる。
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第148図　第73号住居跡出土遺物実測図（1）
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第149図　第73号住居跡出土遺物実測図（2）
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第150図　第73号住居跡出土遣物実測図（3）
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第151図　第73号住居跡出土遺物実測図（4）

貯蔵穴　東コーナー付近に位置し一辺径1．1mほどの方形で，深さは54cmである。底面は平坦で，北西側は2

段に掘り込まれている。

貯蔵穴土層解説
1黒　褐　色　　ローム粒子少量
2　黒　褐　色　　ロームブロック少量，焼土粒子・炭化粒子微量
3　黒　褐　色　　ロームブロック中量

4　暗　褐　色　　ロームブロック微量
5　暗　褐　色　　ローム粒子中量
6　暗　褐　色　　ローム粒子多量

覆土　25層からなる。ほとんどの層にロームブロックを含み，不自然な堆積状況を示した人為堆積である。

土屑解説

1　黒　褐　色
2　黒　　　色

3　黒　　　色
4　黒　褐　色

5　黒　褐　色
6　黒　　　色

7　黒　褐　色
8　黒　褐　色

9　暗　褐　色
10　暗　褐　色

11黒　　　色
12　黒　褐　色

13　極暗褐色

ローム粒子微量
ロームブロック微量
ローム粒子少量，炭化粒子微量
ロームブロック少量
ローム粒子中量，炭化粒子・粘土ブロック微量
炭化材少量，ロームブロック微量
ローム粒子・炭化物少量
ローム粒子中量，炭化物微量
ロームブロック中量
ロームブロック微量
ロームブロック少量，焼土粒子・炭化粒子微量
炭化物少量，ロームブロック微量
ロームブロック・炭化粒子微量

14　極
15　暗
16　暗
17　黒
18　黒
19　黒
20　暗
21暗
22　極
23　暗
24　窯
25　暗

暗褐色　　ロームブロック少量
褐　色　　ローム粒子少量
赤褐色 ロームブロック・焼土粒子少量
色　　ローム粒子微量
褐　色　　ロームブロック・焼土ブロック・炭化物少量
褐　色　　ローム粒子・炭化粒子微量
褐　色

褐　色

ローム粒子中量
ローム粒子・炭化粒子微量

暗褐色　　ロームブロック中量
赤褐色　　焼土ブロック多量
褐　色

褐　色

ローム粒子・焼土粒子・炭化材少量
ロームブロック少量

遺物出土状況　土師器片666点（蓋1，椀2，器台15，柑3，高杯34，鉢1，壷15，襲類595），土製品1点

（土玉）が全面の覆土中から大量に出土しており，図示できたものは38点あった。床面からの出土は比較的少

－162－



なく，274は横位で，294は斜位で出土している。290・291・296・300は土庄でつぶれたように覆土中から出土

している。ほかも，覆土上層から下層にかけて廃棄されたように出土している。そのほか，混入した縄文土器

142点が出土している。

所見　覆土の観察からほ住居廃絶時に焼失し，その後も人為的に埋め戻された様子がうかがえ，多数の遺物が

出土している。出土した遺物の多くは本跡が埋め戻される段階で投棄されたと考えられ，廃棄時期は出土土器

から4世紀代と考えられる。

第73号住居跡出土遺物観察表（第148～151図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手法の特徴 出土位置 備考

26 8 土師器 蓋 11．3 5．0 長石 ・石英 にぷい

黄橙
普通 全面 ナデ 中層 70 ％

PL 33

2 6 9 土師器 器台 18．7 15．2 ［17．4 〕
長石 ・石英 ・

浅黄橙 二並、南
脚部外面へラ磨 き，脚部内面パケ 日整形，

上層
90％

雲母 ・赤色粒子 日通 稜に工具による刺突痕，窓 3 か所 PL 19

2 70 土師器 器台 10．4 10．6 10．4
長 石 ・石英 ・

橙 並 、南
脚部外 面指頭痕 ，器受部 ・脚部内面へ

上層
95％器受部内

雲母 Eヨ1至翌 ラナデ，輪積み痕 面赤彩PL16

2 7 1 土 師器 器 台 7．8 7．2 10．5 長石 ・石英 にぷい

黄橙
普通
器受部 ・脚部外面へ ラ磨 き，脚部 内面

弱 いパ ケ 目整形，ヘ ラ当痕
中層 100％

P L 16

27 3 土 師器 炉器台 11．1 14．0 11．7
長石 ・石英 ・

雲母 ・赤色粒子

にぷい

橙
普通 器受部 ・脚 部外 面パケ 自整形，脚部 内

面パ ケ目整形 ，ヘ ラ当痕，脚部内面パ

ケ 目整形，器受 部へラ切 り，輪積み痕

中層
95％

PL 17

274 土師器 炉器 台 （9．7） 14．3 12．7 長石 ・石英
にぷい

橙
普通 床面

95％

PL 1 7

2 7 5 土師器 柑 15．8 （7．8） － 長石・石英・赤色粒子 にぷい橙 普通 内 ・外面丁寧 なへ ラ磨 き 中層 90％PL32

2 76 土 師器 高杯 8．7 8．6 10．8
長石 ・石英 ・ にぷい

並 、南
脚部外 面へ ラ磨 き，脚部 内面へ ラナデ，

床面
100 ％

赤色粒 子 黄橙 日フj翌 窓 3 か所 PL 18

2 77 土 師器 高年 11．8 9．8 ［17．0］ 長石 ・石英 明黄褐 普通
杯 部 ・脚 部外面へ ラ磨 き，脚 部内面パ

ケ目整形
床 面 85％

PL 19

27 8 土師器 高年 13．4 10．2 15．0
長石 ・石英 ・

赤色粒子
橙 普通

杯部 ・脚部外 面へ ラ磨 き，杯部 内面 へ

ラ磨 き， 窓 4 か所
床 面

95％外面

赤彩PL19

2 7 9 土師器 高杯 10．4 9．6 ［13．9］
長石・石英・雲母・

赤色粒子 ・礫
淡黄 普通 脚部内面へ ラナデ 下層 80％

280 土 師器 高杯 13．9 （10．0）
長 石 ・石英 ・

赤色粒 子
明黄褐 普 通

杯部 ・脚部外面へ ラ磨 き，杯部内面弱いパ

ケ目整形，窓3 か所
上層

80％杯部外

面赤彩PL19

28 1 土 師器 高年 18．4 13．0 11．7
長石 ・石英 ・

雲母 ・赤色粒子

にぷい

橙
普通
杯 部外 面パケ 目整形後 へラ磨 き ・脚部

外 面へラ磨 き，杯部 内面 へラ磨 き
下層 80％

PL 19

28 2 土師器
ミニュチ

ユア土器

［5．9］ 6．4 6．7
長石 ・石英 ・

雲母 ・赤色粒子
明赤 褐 普通 内外面 ナデ 床面

80％外面・

脚部内面赤彩

283 土師器 高杯 （13．0） 16．0
長石 ・石英 ・

雲母 ・赤色粒子
橙 普通

杯部 ・脚部外 面へ ラ磨 き，脚部 内面へ

ラナデ
床 面 70％

PL 19

2 84 土 師器 ＝土こご 13．2 （16．4）
長石 ・石英 ・ にぷい

橙
普 通
日縁部，休部外面上段～下段へラ磨 き，口 上層 ㌦ 60 ％

宣E 赤色 粒子 縁部内面へラ磨き，頚部隆帯に刺突痕 中層 PL 2 1

2 85 土 師器 てコヒご笠E 2 4．4 （3．5） － 長石・石英・赤色粒子 にぷい褐 普通 内 ・外 面へ ラ磨 き 北東壁付近下層 10％

28 6 土 師器 ＝土ご互E 1 1．6 16．1 5．1
長石 ・石英 ・

橙 普通
口緑部外面パケ目整形，体部外面パケ目整

床面
80％

雲母 ・赤色粒子 形後へラ磨き，体部下段内面へラナデ PL 2 1

28 7 土師器 二土ご雪芝 13．0 （3．7） － 長石・石英・赤色粒子 橙 普通 内 ・外 面ナデ 下層 20％

28 8 土師器 二ニヒご宣E 6．4 （4．8） － 石英 ・雲母 にぷい黄橙 普通 体部外面 上段へ ラナ デ 覆土 30％PL20

2 8 9 土師器 ＝土ご3互 8．6 （5．1） － 長石 ・石英 にぷい橙 普通 ロ緑部 内 ・外 面丁寧 なヘ ラ磨 き 下層 30％

290 土 師器 確 23．1 2 8．4 8．1
長石 ・石英 ・

橙 普通
複合 目線部 ・休 部外面中段パ ケ目整形 ，

中層
95％

瓦 赤色 粒子 体部外面下段 に接 合部有 り PL 2 9

2 91 土 師器 確 16．2 1 9．1 6．4
長石 ・石英 ・ にぷい

橙

浅黄橙

普通
体部外面パ ケ目整 形，目線部内面パ ケ

中層 90 ％
瓦 雲母 目整形 PL 3 0

29 2 土師器 確 16．9 20．9 5．1
長石 ・石英 ・

普通
体 部外 面パケ 目整形 ，内面ナデ，輪積

み痕

下層， 90％

瓦 赤色粒子 貯蔵穴 内 PL 2 5

29 3 土師器 確 20．5 （14．5）
長石・石英・雲母・ にぷい

橙
普通
目線部 ・休部外面上段 ・目線部内面パケ目

下層
40％

二毎二二 赤色粒子・礫 整形，目線部に工具によるキザ ミ痕 PL 23
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番号 種 別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼 成 手法 の特徴 出土位置 備考

294 土師器 小形 嚢 10．4 12．7 3．3
長石 ・右奥 ・ にぷい

普通
体部外 面上段へ ラ削 り後 へラ磨 き，下

床面
100％

赤色粒子 黄橙 段へ ラ削 り，体部内面下段 へラ磨 き PL 24

29 5 土師器 小形 婆 11．2 12．1 5．0
長 石 ・石英 ・

赤 色粒子
明黄褐 普通

体部外 面上段～ 中段パ ケ目整形 後へ ラ

磨 き，体 部内面下段へ ラナデ
上層 95％

PL 24

29 6 土師器 小形聾 15．0 14．4 6．8
長 石 ・石英 ・ にぷい 普通

体部外面下段パケ目整形，日縁部内面弱いハ
床面

70％

赤色粒 子 褐 ケ目整形，ロ緑部に明瞭な輪積み痕 PL2 4

2 9 7 土師器 小形婆 ［12．5］ 12．2 5．5
長石・石英 ・雲母 ・

浅黄橙 普通
頚部 ～体 部外 面パケ 目整形 ，ロ縁 部内 上層～ 70％

赤色粒子・礫 面パ ケ目整形 中層 PL2 4

2 9 9 土師器 台付婆 13．9 20．2 8．7
長有 ・石英 ・ にぷい

普通
頚部 ・体部 下段 ・脚部外面パ ケ目整 形，

下層
90％外面

雲母 褐 脚部 内面パ ケ 目整形 摩滅PL26

3 00 土 師器 台付婆 13．5 18．4 7．6
長石 ・石英 ・ にぷい 普通

体部外面 ・脚部外面パケ目整形，目線部内面 下層 ～ 90 ％

雲母 ・黒色粒子 橙 パケ目整形，目線部に明瞭な輪積み痕 床面 PL2 6

3 0 1 土 師器 台付婆 － （16．4） 9．6
長石 ・石英 ・

赤色粒子 ・礫
橙 普通

体部中段 ～下段 ・脚部外 面パケ目整形，

体部内面 中段 ～下段へ ラナデ，輪積み痕

中層 ～

下層
50 ％

302 土 師器 台付襲 （18．7） 9．4
長石 ・石英 ・雲

母 ・赤色粒子

にぷい

橙
普通
体部外面中段パケ目整形，下段外面へラ削り，

脚部外面パケ目整形，体部内面中段へラ削り
中層 40 ％

33 2 土 師器 聾 （5．6） 8．8
長石 ・石英 ・

赤色粒子

にぷい

橙
普通
体部内面下段弱 いパ ケ 目整形，底部木

葉痕
床面 10％

33 3 土 師器 一ことで宣E － （4．8） 8．0 長石 ・赤色粒子 にぷい黄橙 普通 体部内 ・外面 ナデ，底部 籾殻痕 下層 10％

33 4 土 師器 婆 － （4．3） 5．8 長石・石英・赤色粒子 にぷい黄橙 普通 体部内外面下段へ ラナデ，底部籾殻痕 覆土 10％

33 5 主＿空相 小 形襲 － （5・望≧＿＿ 4．2 長石・石英・赤色粒子 にぷい黄橙 普通 体部外面下段へ ラ削 り，内面へ ラナ デ 床面 30％

番号 種別 長 さ 幅 孔径 重 量 材 質 特　　 徴 出土位置 備考

D P 18 1 土玉 3．2 3．6 0．6 3 9．7 土 外面ナ デ，工具 による刺 突痕 中層

第7磯考住居跡（第152図）

位置　調査区中央部のC3d5区に位置し，標高28．0mほどの台地平坦部に立地している。

規模と形状　長軸5．4m，短軸4．6mほどの長方形で，主軸方向はN－540－Eである。壁高は25～35cmで，各壁

とも外傾して立ち上がっている。

床　ほぼ平坦で，広い範囲にかけて踏み固められており壁溝が全周している。また，全面から多量の焼土塊が

検出されている。

炉　中央部よりやや西側に確認され，長径70cm，短径56cmほどの楕円形である。掘り込みや火床面は確認で

きなかったが，炉床面は被熱のため赤変硬化している。

ぽッ紅　4か所。すべて主柱穴と考えられ，深さは75～95cmである。

貯蔵宍　南コーナー寄りに位置し，長径80cm，短径54cmほどの楕円形で，深さは46cmである。底面は，U字

状を呈しており，北東側の壁は，中段からなだらかに傾斜して立ち上がっている。

貯蔵穴土層解説
1　黒　褐　色　　ロームブロック微量
2　黒　　　色　　ローム粒子・炭化粒子微量
3　黒　褐　色　　ロームブロック中量

4　黒　褐　色　　ローム粒子少量
5　黒　　　色　　ロームブロック少量

覆土15層からなる。壁際の第13～15層はレンズ状に堆積する自然堆積であるが，そのほかの層は焼土及び炭

化材を含み，火災に伴って形成された層である。

土層解説

1　黒　褐　色
2　暗　褐　色

3　暗　褐　色
4　極暗褐色
5　暗赤褐色
6　極暗褐色
7　黒　褐　色

8　黒　褐　色

ローム粒子中量，炭化粒子微量
焼土粒子中量，ローム粒子・炭化物微量
ローム粒子少量，焼土粒子微量
焼土ブロック少量，ローム粒子・炭化物微量
焼土ブロック中量
ロームブロック少量，焼土粒子・炭化物微量
ローム粒子少量，焼土粒子微量
ロームブロック少量

9　黒　褐　色

10　にぷい赤褐色

11黒　褐　色
12　にぷい赤褐色
13　異　　　色
14　極暗褐色
15　灰　褐　色

－164－

ロームブロック中量

焼土ブロック中量，ロームブロック少量，炭化物微量
ロームブロック少量，焼土粒子・炭化粒子微量
焼土ブロック中量

焼土ブロック微量

ロームブロック微量
ローム粒子微量
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遺物出土状況　土師器片64点（壷5，棄類59），土製品1点（管状土錘）が炭化材とともに散在して出土して

いる。図示できたものは1点であり，そのほか混入した縄文土器59点が出土している。

所見　出土土器が少なく，壁際付近は自然堆積であることから，住居廃絶後しばらくして焼失したものと考え

られる。出土遺物は細片であるが，時期は4世紀代と考えられる。

第74号住居跡出土遺物観察表（第152図）

番号 種別 長 さ 幅 孔径 重量 材 質 特　　 徴 出土位置 備考

D P 1 82 管状土錘 2．3 2．3 0．6 13．1 土 外面 ナデ 覆土 PL 4 1

第75号住居跡（第153～155図）

位置　調査区中央部のC3C9区に位置し，標高27．6mの台地平坦部に立地している。

規模と形状　長軸4．8m，短軸4．6mほどの方形で，主軸方向はNp550　－Wである。壁高は12～20cmで外傾し

て立ち上がっている。

床　ほぼ平坦であり，中央部付近が踏み固められている。壁溝は束コーナー付近と北西壁の一部に確認され，

焼土塊が壁沿いにまばらに検出されている。

炉　3か所。炉1は，ほぼ中央部に位置し，径50cmほどの円形である。炉2は径55cmほどの円形で，炉1の

北西側に接するように位置している。炉3は中央部より東側に位置し，径40cmほどの円形である。3か所とも，

ほとんど掘り込みをもたないが，炉床面は被熱のため赤変硬化している。

第153回　第75号住居跡実測図
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ピット　確認できなかった。

貯蔵穴　西コーナー部に位置し，径60cmほどの円形で，深さは30cmである。底面は緩やかな傾斜を呈する皿

状で，東壁は2段に掘り込まれている。

貯蔵穴土層解説
1極暗褐色　　ロームブロック中量，炭化粒子微量
2　褐　　　色　　ロームブロック中量

覆土　5層からなり，レンズ状に堆積する自然堆積である。

土層解説
1　暗　褐　色　　ローム粒子少量
2　黒　褐　色　　ローム粒子微量
3　極暗褐色　　ロームブロック少量，焼土粒子・炭化粒子微量

3　黒　褐　色

4　暗　褐　色

ロームブロック少量
ロームブロック中量

4　黒　　色　　ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子微量
5　極暗褐色　　ロームブロック微量

遺物出土状況　土師器片145点（器台5，高杯4，壷7，嚢類129），土製品5点（土玉）が東コーナーの貯蔵

穴付近を中心に出土しており，図示できたものは17点である。306・310・313は貯蔵穴内の覆土上層，311は斜

位の状態で床面，309は西壁付近の床面から斜位の状態で出土している。また，DP183は南東壁付近の床面，

DP187は北コーナー付近の床面からそれぞれ出土している。

所見　土器類が床面に残された状態で出土していることから，住居廃絶前に火災にあったと考えられる。時期

は出土土器から，4世紀初頭～前半と考えられる。

菜三二
第154回　第75号住居跡出土遺物実測図（1）
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第155図　第75号住居跡出土遺物実測図（2）
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第符号住居跡出土遺物観察衷　第蟻　e蟻図）

番号 種別 器種 口径 器高 底 径 胎土 色調 焼成 報 の特徴　　 i‾‾‾‾岩土位 置 i 備考

30 4 土師器 器台 8．6 8．0 13．1
長有 ・石英 ・

赤色粒子

にぷい

赤褐
普通
禁 書壷禁誓汚芸 晋芸芸 磨 き誹 吾的 面　 床 面　 慧

3 0 5 土師器 高捧 17．8 （7．1） －
長有 ・有英 ・

赤色粒子
橙 普 通 杯部内 4 滴 へ ラ磨 き　　　　 床面　 豊

3 06 土師器 二土ご宣E ［13朗 2 1．2 6．4 長 石 ・石英 ；こぶ増産 普通 体部外面パ ケ自整形　　　　　 i 貯蔵穴内 i8 0％pL21

3 07 土師器 壷 － （2．7ラ －
長 石 ・石英 ・

赤色粒子

にぷい

樟
普通
冒票豊 票霊漂漂妄具 による横 走文にタ　 床面　 外繭 彩

3 08 土 師器 婆 18．8 22．1 7．8 長石や石英鳶母牒 にぷい橙 普通 体部 中段 か ら下段へ ラ削 り　　　 i 床面

30 9 土 師器 婆 1 7．8 2 1。8 6。4 長石・石英・赤色粒子 明赤褐 普通 摩滅 のため詳細不明

3 10 土 師器 確二瓦 13．3 19．1 5．4 長石・石英・赤色拉子 にぷい赤褐 普通 休部外面パ ケ 目整乳 内面ナ デ　 ！貯蔵が 再 5％ PL25

3 H 土師器 台付 襲 16．1 2 5．3 9．2 長石 ・有華 橙 普通
慧テ：諸 芸芸 警㌫ 孟呂禁 譜 撃 的　 床面　 慧 雷

3 1 2 土師器 台付 聾 15．3 2 7．3 8．4
長石・石英弓舞巨

赤色粒子 牒
橙 普通

禁 諸 ㌶ 霊 詔 書 霊 警 摘 「 桶 日豊

3 13 土師器 台付嚢 18。9 3 0．4 H ．0 長石 ・石英 明赤褐 普通 体酢 脚部外面パ ケ日登私 内面ナデ ！貯蔵穴内 匝 ％PL30

3 14 土師器
台付婆

（S字口縁）
13．5 （7潮 － 長有 ・赤色粒子 浅黄橙 普通

謂 芸濃霊 禁 ‡誌 票 篭 霊 リ、 床面　 慧 漂

3 15 土 師器
ミニチュ

ア土器
8．3 4．1 3．7

長石も石英 や雲母 ・

赤色粒子・礫
樟 普通 体部外 面ナデ湖 面へ ラ当痕　　　 床面　 ㌶

藁葺…‾‾‾i‾‾‾‾　 種別 i‾‾‾‾‾這‾‾芸
幅 乱射 ㍉ 蟻 つ　 材質 i　　　　 特　 徴 出土位置 備考

り㌘183 i 土玉　 巨 1 3も0 月　 蝕 中　　 土　　 匝 商ナデ芦刺突痕 南東壁付近床面

りPl瑚　 土玉　 梓 9 3．1 07　「 m つ　　 土　　 極 滴 ナデ 床面
り㌘柑5　 土玉　 い さ2 3．2 0年 「 m つ　　 土　　 浄 藩 ナデ 床面

りP摘6　 土玉 i 2・7 2。8 0月　 路畑　　 土　　 浄 摘 ナデ 床面

腑 廟　 土玉　 恒 。2 3．1 9叫　 2 ・項　　 土　　 外面ナデ 北コ如上悦庸

第閲席億腰儲つ第156な157回）

位置　調査区西のC摘区に位置しタ　標高28強甘ほどの台地平坦部に立地している。

規模と形状　長軸6．3m，短軸6．0mはどの方形で，主軸方向はN－540…Eである。壁高は30～44cmで，各壁と

も直立ぎみに立ち上がっている。

床　ほぼ平坦でタ　中央部付近を除いて踏み固められている。壁溝は東コーナーと南東壁の一部を除いて巡って

いる。また，南東壁の中央部付近から北西壁に向かって，長さ1。3mほどの溝が確認されている。

炉　2か所が重複して確認されている。中央部より北側に炉ユタ　炉1に掘り込まれてァ　東側に炉2が位置して

いる。炉且は長径70cm　短径渕cmほどの楕円形で芦　床を15cmほど掘りくぼめている。炉2ほ長径6娠m　短径

50elllほどの楕甘形と推測され，床を7clllほど掘りくぼめている。ともに炉床面は被熱のため赤変種化してい

る。なおタ　炉の士層は第1～4層が炉』　第5層が炉2を示す。

炉土層解説
1　黒　褐　色　　ローム粒子e焼土粒子少量（炉‖
2　暗赤褐色　　ローム粒子e焼土粒子微量（炉1）
3　暗赤褐色　　焼土粒子中量，ローム粒子微量　炉自

4　暗赤褐色
5　にぷい赤褐色

焼土ブロック少量，ローム粒子微量（炉1）
焼土ブロック中量，ローム粒子e炭化粒子微量（炉2）

ぽッ距　4か所。すべて主柱穴と考えられ，深さは58～62cmである。

貯蔵究　束コーナー部に位置し，長径65cm，短径54cmほどの楕円形で，深さは64cmである。底面は平坦で，

壁は外傾して立ち上がっている。

貯蔵穴土層解説
1　暗　褐　色　　ローム粒子中量
2　黒　褐　色　　ロームブロックや炭化物微量
3　褐　　　色　　ロームブロック微量

4　褐

5　褐
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色　　ローム粒子微量
色　　ロームブロック・炭化粒子微量
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覆土11層からなる。下層の第6～11層は，レンズ状に堆積する自然堆積であるが，第1～5層は人為堆積の

様相を呈している。

土層解説

1　黒　　　色
2　黒　褐　色

3　暗　褐　色
4　灰　褐　色

5　暗　褐　色
6　暗　褐　色

ロームブロック少量

ロームブロック中量，焼土粒子微量
ロームブロック少量，炭化粒子微量

ロームブロック中量，炭化物微量
ロームブロック少量
ロームブロック微量

7　黒　褐　色

8　褐　　　色

9　黒　褐　色

10　極暗褐色
11暗　褐　色

ローム粒子少量
ローム粒子少量
ローム粒子中量
ローム粒子微量
ローム粒子少量

遺物出土状況　土師器片756点（蓋1，高杯12，鉢2，壷14，嚢類727），土製品7点（土玉6，管状土錘1）

石製品1点（敲石），礫8点が覆土上層から中層にかけて出土しており，図示できたものは9点である。316は

覆土中層，DP191は北東壁付近，DP192は北西壁際覆土中層から，DP190・Q84は床面からそれぞれ出土して

いる。そのほか，混入した縄文土器99点が出土している。

所見　一辺6m以上で，当遺跡では大形の住居である。出土した土器類の大部分が細片で，覆土上層から中層

にかけて多く出土しており，ほとんどが投棄されたものと考えられる。時期は出土土器から4世紀代と考えら

れる。
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第157図　第76号住居跡出土遺物実測図

第76号住居跡出土遺物観察表（第157図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手法の特徴 出土位置 備考

3 16 土 師 器 高 杯 （8．0） 14 ．7
長 石 ・石英 ・ にぷい

普通
脚部外 面パケ 目整形後へ ラ磨 き，内面 北東 壁 5 0％

雲 母 黄橙 パ ケ目整形，窓 4 か 所 付 近 中層 P L 17

番 号 種 別 器種 長 さ 幅 厚 さ 胎土 色 調 焼成 手法の特徴 出土位置 備考

3 1 7 土 師 器 蓋 ほ 7） 1．9 2．4
長石 ・石英・雲母・

赤色粒子
浅黄橙 普通 ナデ 下層 把手

番号 種別 長 さ 幅 孔径 重量 材質 特　　 徴 出土位置 備考

D P 188 土 玉 3．2 3 ．1 0 ．8 2 6 ．6 土 外 面 ナデ 覆土

D P 189 土 玉 3．5 3 ．3 0 ．7 3 5．7 土 外 面 ナデ 中層

D P 1 90 土 玉 3．1 3 ．1 0 ．5 27 ．8 土 外 面 ナデ 床 面

D P 1 91 土 玉 2，7 2 ．9 0 ．8 19 ．2 土 外 面 ナデ 北東壁付近中層

D P 19 2 土 玉 3．7 3 ．5 0 ．8 39 ．9 土 外 面 ナデ，ヘ ラ当痕 北西壁際中層

D P 193 管 状 土 錘 3．4 2 ．8 0 ．8 2 6 ．2 土 外 面 ナデ 中層 P L 4 1

番 号 種 別 長 さ 帽 厚 さ 重量 材質 特　　 徴 出土位置 備考

Q 朗 敲 石 9．3 7 ．1 3．8 3 03 ．3 流 紋 岩 端 部敲打痕 床 面
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第77号住居跡（第158～160図）

位置　調査区西部のB3j5区に位置し，標高27．8mほどの台地平坦部に立地している。

規模と形状　一辺6．0mほどの方形で，主軸方向はN－500－Eである。壁高は30～42cmで，各壁とも外傾して

立ち上がっている。

床　ほぼ平坦で，中央部付近が踏み固められており，壁溝は南コーナー部を除いて巡っている。

炉　中央部よりやや西側に重複して2か所確認されている。炉1は炉2の東部を若干掘り込み，長径80cm，短

径65cmほどの楕円形で，床面を18cmほど掘りくぼめている。また，炉床面には壷体部が埋設されていた。炉

2は東部を炉1に掘り込まれているが，長径80cm，短径70cmほどの楕円形と推測され，床面から14cmほど掘

りくぼめている。ともに炉床面は被熱のため赤変硬化している。なお，炉の土層は，第1～4層が炉1を，第

5・6層が炉2を示す。

第158図　第77号住居跡実測図（1）
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第159回　第77号住居跡実測図（2）

炉土層解説

1　黒　褐　色
2　黒　褐　色

3　暗赤褐色

焼土ブロック少量，炭化粒子微量（炉1）
焼土ブロック中量（炉1）
ローム粒子・焼土粒子微量（炉1）

4　極

5　黒

6　暗

暗褐
褐
褐

色

色

色

0　　　　　　　　　　　　　21¶

［　「　1　　　4

焼土ブロック少量（炉1）
焼土ブロック中量，ロームブロック少量（炉2）
焼土ブロック中量，ロームブロック少量（炉2）

ピット　4か所。すべて主柱穴と考えられ，深さは58～62cmである。

貯蔵穴　南コーナー寄りに位置し，長径1．1m，短径80cmほどの楕円形で，深さは43cmである。底面はほぼ平

坦であり，南東側を除いて，壁は2段に掘り込まれ，外傾して立ち上がっている。

貯蔵穴土眉解説
1　黒　褐　色

2　灰　褐　色
3　黒　褐　色
4　暗　褐　色

ローム粒子微量

粘土ブロック多量，ローム粒子微量
ロームブロック微量
ロームブロック少量

5　黒　褐　色

6　黒　褐　色

7　極暗褐色
8　極暗褐色

第160図　第77号住居跡出土遣物実測図
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穫丑15層からなり，レンズ状に堆積する自然堆積である。

土層解説

1　里　　　色

2　黒　褐　色

3　黒　褐　色

4　暗　褐　色

5　黒　褐　色

6　黒　　　色

7　黒　褐　色

8　暗　褐　色

黒色ブロック多量，ローム粒子微量
ローム粒子微量
ロームブロック微量

ローム粒子少量

ロームブロック・焼土粒子微量
ロームブロック微量
ローム粒子中量

ロームブロック中量

9　暗　褐　色
10　暗　褐　色
11極暗褐色
12　暗　褐　色
13　極暗褐色
摘　灰　褐　色

ロームブロック中量，炭化物微量
ローム粒子多量
ロームブロック少量，焼土粒子・炭化粒子微量
ローム粒子微量
ロームブロック少量
ローム粒子多量

15　褐　　　色　　ロームブロック中量

遺物出立状況　土師器片380点（器台8，高捧8，壷4，婆類360），士製品2点（土玉），石製品1点（敲石）

が西側を中心に出土しており，図示できたものは5点である。318は貯蔵穴内覆土上層，319は炉1に埋設され

ていたものであり言ヒ西壁付近床面からも同一個体の破片が出土している。Q85は北コーナー付近の床面から

出土しており，本跡に伴うものと考えられる。そのほか混入した，縄文土器22点が出土している。

所凰　一辺が6・Omほどあり，当遺跡では大形の住居である。また，炉から検出された壷形土器は二次焼成を受

けており，土器埋設炉として使用されていたものと考えられる。時期は出土土器から4世紀代と考えられる。

第77号住居跡出土遺物観察表（第160図）

番号 種別 器種 口径 器 高 底径 胎 土 色調 焼 成 手 法の特徴 出土位置 備考

318 土 師器 器台 7．3 5．4 9．8
工事 ・石英 ・

雲母 ・赤色粒子
橙 普通

脚部外面へラ磨 き，脚部内面パケ昌整私

窓 3 か所
貯蔵穴内

90％赤彩

PL 16

3 19 土 師器 ＝土ご笠E （12．3） 長石 ・石 英 浅黄 普通
休部 は区画 され，区画上段 には無節縄

文 が施 されている。区画下段へ ラ磨 き
酎炉桶湖西

壁悦締

10％赤彩

PL48

番号 種別 ！…長さ
幅 孔径 重量 材質 特　　 徴 出士位置 備考

りP194 土玉 ！3．0 3．1 0．8 27．6 土 外面ナデ，ヘラ当痕 床面

番 可　 種別 長 さ 幅 厚 さ 重量 材 質 特　　 徴 出土位 置 備考

璧 ＿＿＿＿…＿　 敲石 11．2 6．6 5．0 510．6 砂岩 両端部 に敲打痕 北コーナー棺桶

番号 種別 長さ 幅 厚さ 重量 ！ 材質 特　　 徴 出土位置 備考

M 45 鉄鉱 （4．1） （三＿二塁≧ 0．2 （5・0） ！　 鉄 三角形鍍群，鉄身部三角形 覆土 PL46

第ア爵考健贋跡（第1610162図）

位置　調査区中央部のC3g6に位置し，標高27．9mほどの台地平坦部に立地している。

重複関係　東コーナー付近を第56号土塊に掘り込まれている。

規模と形状　長軸6・2汀㍉短軸6．1mはどの方形で，主軸方向はN－330－Wである。壁高は4～8cmと低く，外

傾して立ち上がっている。

床　ほぼ平坦でタ壁溝が全属している。また，中央部よりやや南西寄りに炭化物が検出されている。

炉1か所。中央部より北側に位置し，長径55cm，短径45cmほどの楕円形で，掘り込みはなく床面に焼土が

薄く堆積した状態で検出されている。

ぽッ睦　4か所。主柱穴はPl～P3が相当し，深さは64～70cmである。P4ほ深さ30cmで，壁際中央付近

に位置していることから，出入り口施設に関係する柱穴と考えられる。
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覆土　7層からなり，レンズ状に堆積している自然堆積である。

土層解説
1　黒　褐　色　　ローム粒子中量
2　黒　褐　色　　ローム粒子・炭化粒子微量
3　黒　　　色　　ローム粒子・炭化粒子少量
4　極暗褐色　　ロームブロック・炭化粒子微量

5　極暗褐色
6　暗　褐　色

7　暗　褐　色

ロームブロック少量

ローム粒子中量
ロームブロック少量

遺物出土状況　土師器片170点（高杯6，壷3，襲類161）が出土しているが，ほとんどが細片であり，図示で

きたものは2点である。320，321とも東コーナー付近の覆土下層から，投棄されたような状態で出土している。

そのほか，混入した縄文土器16点，埴輪片13点が出土している。

所見　床面から検出された炭化物は，住居の埋没過程において投棄されたもので，本住居の焼失を示すもので

はないと考える。時期は，住居の形状や出土土器から4世紀代と考えられる。

㊨

」」28．2m

「闇〒こ‾今「一二T－1　「　　下

A’

第161図　第78号住居跡実測図

－175－



0　　　　　　　　　　　　　10cm

！　　　；　　　！

第162図　第78号住居跡出土遣物実測図

第78号住居跡出土遺物観察表（第162図）

番号 種 別 器種 口径 器高 底径 胎土 色 調 焼成 手法 の特徴 出土位 置 備考

32 0 土 師 器 台 付賓 （6．3） 8．4
長 石 ・石英 ・ にぷい 普通

脚部外面弱 いパ ケ目整 形，内面パ ケ目 東コーナー
10 ％

赤 色 粒子 橙 整形 付近下層

32 1 土 師 器 18．8 （3 4 ．9） －
長 石 ・石英 ・ にぷい 普 通

頭部か ら体部外面上段 弱いパケ 目整形， 東コーナー 4 0 ％
宣E 赤 色 粒 子 橙 内面へ ラナ デ 付近下層 P L 2 7

第79号住居跡（第163～165図）

位置　調査区中央部のC3h3区に位置し，標高28．1mほどの台地平坦部に立地している。

規模と形状　長軸5．4m，短軸4．9mほどの長方形で，主軸方向はN－460－Eである。壁高は10～16cmで，外傾

して立ち上がっている。

床　ほぼ平坦で，中央部付近が踏み固められている。壁溝は北西・南西壁と南東壁の半分を巡っている。また，

西側には，広範囲にわたって焼土塊が検出されている。

炉　中央部より北コーナー寄りに重複して2か所確認されている。炉1は炉2の東部を若干掘り込んでおり，

長径55cm，短径40cmほどの楕円形で，床面から5cmほど掘りくぼめている。また，炉床面には嚢休部が埋設

されていた。炉2は炉1に東部を掘り込まれているが，径60cmほどの円形と推測され，床面を6cmほど掘り

くぼめられている。炉1と同様に，炉床面には整体部が埋設されており，炉石形土製品が置かれた状態で検出

されている。ともに炉床面は被熱のため，赤変硬化している。

炉1掘方土層解説

1　暗赤褐色　　焼土ブロック少量

炉2掘方土層解説

1　暗赤褐色　　焼土粒子少量

ピット　5か所。主柱穴はPl～P4が相当し，深さは50～73cmほどである。P5は深さ10cmで，炉と向か

い合う位置にあり，出入り口施設に関係するものと考えられる。

覆土12層からなり，不自然な堆積状況を示す人為堆積である。
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土屑解説
1　暗　褐　色

2　極暗褐色
3　暗　褐　色

4　黒　　　色

5　極暗褐色
6　極暗褐色

ローム粒子少量
ローム粒子・焼土粒子微量
ロームブロック少量
ローム粒子微量
ローム粒子微量
ロームブロック少量

7　黒　　　色
8　黒　褐　色

9　黒　褐　色
10　暗　褐　色

11褐　　　色
12　褐　　　色

ロームブロック微量
ロームブロック・焼土ブロック・炭化粒子少量
ローム粒子微量
焼土粒子少量，ローム粒子微量
ローム粒子多量
ロームブロック中量

遺物出土状況　土師器片167点（器台2，壷3，嚢類161，ミニチュア土器1）が，西側を中心に炭化材ととも

に出土しており，図示できたものは7点である。DP196は炉2の炉床面から，DP197・DP198は貯蔵穴内の覆

土下層からそれぞれ出土している。また，TPllは炉1，TP12は炉2の炉床部にそれぞれ埋設されて出土した

ものである。そのほか，混入した縄文土器16点が出土している。

所見　出土遺物は少なく，住居廃絶後に火災にあったと考えられる。また，炉から検出された嚢は二次焼成を

受けており，炉石のように使用されたものと考えられる。遺物が少なく，時期を決定することは困難であるが，

住居の形状や周辺部に同様の住居跡が確認されていることなどから，4世紀代と考えられる。
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第163図　第79号住居跡実測図（1）
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第164図　第79号住居跡実測図（2）
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第165図　第79号住居跡出土遺物実測図

第79号住居跡出土遺物観察表（第165図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手法の特徴 出土位置 備 考

3 23 土 師器 璽E － （2．6）
長石 ・石英 ・

雲母 ・赤色粒子

にぷい

橙
普通 複 合口緑 部外面ハケ 目整 形，指 頭痕 上層

T P l l 土 師器 賓 － （7．2） 長石 ・石英 ・雲母 橙 普通 外 面パ ケ 目整形，内面ナ デ 炉 1 P L 4 8

T P 12 土 師 器 賓 － （6．1） 長石 ・石英 ・雲母 橙 普通 外 面パ ケ目整形，内面ナデ 炉 2

－178－



番号 種別 長 さ 厚 さ 孔径 重量 材 質 特　　 徴 出土位置 備考

D P1 95 紡錘車 7．8 1．3 1．1 5 3．8 土 外 面ナ デ 下層 PL4 1

番号 種 別 長 さ 幅 孔径 重量 材質 特　　 徴 出土位 置 備考

D P19 6 土玉 3．0 2．9 0．5 2 2．4 土 外 面ナデ 2 炉床

D P 19 7 土玉 3．5 3．7 0．6 4 8．1 土 外面 ナデ，圧痕 貯蔵穴 内

D P 198 土玉 3．0 2 ．7 0．5、1．0 1 8，3 土 外面 ナデ 貯蔵大 内

第80号住居跡（第166図）

位置　調査区中央部のD2a9区に位置し，標高27．9mほどの台地平坦部に立地している。

規模と形状　耕作による削平のため，壁の立ち上がりは明確ではないが，床面の広がりからN－180－Eを主

軸方向とする長軸5．3m，短軸4．6mほどの長方形と推定される。

床　西壁と平行して幅60cmほどの帯状に撹乱を受けているが，確認された床面はぼ平坦で，北・西壁と，南壁

の一部に壁溝が巡っている。また，中央部よりやや南西側に，焼土が薄く広がって検出されている。

炉　中央部より南側に確認され，長径1．0m，短径45cmほどの不整楕円形で，掘り込みはなく，炉床面は被熱

のため赤変硬化してる。

ピット　確認できなかった。

覆土　床面が露出した状態で検出されたため，堆積状況は不明であるが，壁溝の覆土だけが確認されている。

土層解説
1　暗　褐　色　　ロームブロック少量

第166図　第80号住居跡出土遺物実測図
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DP199はl里封、」．近の床面から出上している。、
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妃代と考えられる。

第踊号住居跡出土遺物観察表　第蟻図）
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立ち上が／了こいる、、、

床　中央部付近に若干の高ま　があ軋北西壁を除　各壁の一部を除いて壁溝が巡っている。

炉　確認できなかった。l、

ピット　碓認できなか／′．．）た、、

穫豊　　層からな軋　レンズ状に堆積している自然堆積である。

土層解説
1　暗　褐　色　　ロームブロック少量
2　極暗褐色　　ロームブロック中量

3　黒　褐　色
．1　暗　出　色

．：了；く一　年∴′ノ′言．‥与′ノ、中く・
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ローム粒子微量
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遺物出土状況　土師器片2点（嚢類）が出土している。出土数が極めて少なく，図示できなかった。そのほか，

混入した縄文土器1点，陶器1点が出土している。

所見　出土遺物が少なく，時期を決定することは困難であるが，住居の形状や周辺部に同様の住居跡が確認さ

れていることなどから，4世紀代と考えられる。

第82号住居跡（第168図）

位置　調査区西部のD3C8区に位置し，標高27．9mほどの台地平坦部に立地している。

重複関係　西コーナー付近を第105・106・115号土坑・第10号溝に掘り込まれている。

規模と形状　耕作による削平のため壁は存在していないが，床面の広がりから長軸4．9m，短軸4．0mほどの長

方形で，主軸方向はN－33。－Wと推測される。

床　第105・106・115号土坑に掘り込まれ，また一部は削平されているが，確認できた床面はほぼ平坦である。

炉　中央部よりやや南側に位置しており，長径54cm，短径42cmほどの楕円形で，掘り込みはほとんどなく，

焼土が薄く堆積した状態で検出された。

ピット　3か所。すべて主柱穴と考えられる。

覆土　耕作により削平され，確認できなかった。

遺物出土状況　遺物は出土していない。

所見　削平のため，本来の形状を明確にすることができず，また，出土遺物がなく時期を決定することは困難

であるが，住居の形状や周辺部に同様の住居跡が確認されていることなどから，4世紀代と考えられる。
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第168図　第82号住居跡実測図
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第83号住居跡（第169図）

位置　調査区中央部のC3f2区に位置し，標高28．2mほどの台地平地部に立地している。

重複関係　中央部付近を第59号土坑，西コーナー部を第60号土坑にそれぞれ掘り込まれている。また，東コー

ナー付近に撹乱を受けている。

規模と形状　長軸3．7m，短軸3．5mはどの方形で，主軸方向はN－34O－Eである。壁高は7～10cmで，各壁と

も外傾して立ち上がっている。

床　若干の凹凸が見られ，中央部から南コーナー付近にかけて踏み固められている。壁溝は北西・南西壁の一

部に確認され，また，西コーナー付近を中心には焼土が点在して検出されている。

炉　確認された床面には認められなかったが，第59号土坑に削平されてしまった可能性が考えられる。

ピット　確認できなかった。

覆土　5層からなり，レンズ状に堆積している自然堆積である。

土眉解説
1　暗　褐　色　　焼土ロック中量，ローム粒子少量
2　黒　褐　色　　ローム粒子・焼土粒子微量
3　極暗褐色　　焼土ブロック少量，ローム粒子・炭化粒子微量

4　褐　　　色

5　灰　褐　色

焼土粒子少量，ローム粒子微量
ローム粒子微量

遺物出土状況　土師器片37点（高杯3，壷2，聾類32）が出土しているが，ほとんどが細片で図示できたもの

は1点だけである。325は南東壁付近の床面から投棄されたような状態で出土している。

所見　出土した遺物が少なく，床面からは焼土塊や炭化材が検出され，また覆土に焼土，炭化粒子が含まれて

いることから，住居廃絶後に焼失したと考えられる。時期は4世紀代と考えられる。

二二二・「ご－一一一‥一二「・一・一　二

第169図　第83号住居跡・出土遺物実測図
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第83号住居跡出土遺物観察表（第169図）

番号 種別 券種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手法の特徴 出土位 置 備考

32 5 土 師器 小 形嚢 ［16．4］ 15 ．0 6 ．4 長 石 ・石英 橙 普通
頚部外面 弱いパケ 日整形，体部外面へ

ラ削 り

南東壁

付近床面 60 ％

第85号住居跡（第170図）

位置　調査区中央部のC2d8区に位置し，標高28．2mほどの台地平坦部に立地している。

規模と形状　長軸4・3m，短軸3・8mほどの長方形で，主軸方向はN－310－Eである。壁高は24～32。mで，各壁

とも直立ぎみに立ち上がっている。

床　ほぼ平坦で，中央部が踏み固められており，壁溝が西コーナー付近を除いて巡っている。また，東側の壁

付近に焼土塊が数か所検出されている。

炉1か所。中央部よりかなり南西側に位置し，長径75cm，短径60cmほどの楕円形で，床を12cmほど掘りく

ぼめている。炉床面は被熱のため赤変硬化している。

炉土層解説
1暗赤褐色　　焼土ブロック少量，ローム粒子微量
2　時赤褐色　　焼土ブロック少量

ピット　確認できなかった。

⑥

3　にぷい赤褐色　　ローム粒子微量

1m

」　　　＿」－　J

第170図　第85号住居跡・出土遺物実測図

覆土12層からなる。覆土の含有物から人為堆積と考えられる。
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土層解説
里

遠
里

蕪

暗
黒

色　　ロームブロック微量
暗褐色　　ローム粒子少量
褐　色　　ローム粒子少量
褐　色　　ロームブロック・炭化粒子微量
褐　色　　ロームブロック中量，炭化粒子微量

7　黒　褐　色　　ロームブロック少量，炭化粒子微量
8　暗赤褐色　　焼土ブロック多量，炭化材少量
9　黒　褐　色　　ロームブロック少量
10　暗　褐　色　　ロームブロック少量
11暗　褐　色　　ローム粒子中量

色　　炭化粒子少量，ローム粒子・焼土粒子微量　　　　12　灰　褐　色　　ロームブロック中量

遺物出土状況　土師器片21点（嚢類）が出土しているが，ほとんどが細片で図示できたものは1点のみである。

そのほか，混入した縄文土器12点が出土している。

所見　遺物が少なく，床面から焼土塊が検出されていることから，住居廃絶直後に焼失したものと考えられる。

時期は，住居の形態などから4世紀代と考えられる。

第85号住居跡出土遺物観察表（第170図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼 成 手法の特徴 出土位 置 備考

T P 14 土 師器 要 － （4．4） － 長石 ・石英 橙 普通 口緑部外面 ハヶ月整形 覆土 P L 4 8

第86号住居跡（第171・172図）

位置　調査区中央部のC2d6区に位置し，標高28．1mほどの台地平坦部に立地している。

規模と形状　長軸3．5m，短軸3．4mほどの方形で，主軸方向はN－34。－Eである。壁高は5～9cmで緩やかに

外傾して立ち上がっている。

床　ほぼ平坦で，中央部よりやや北寄りに小規模な焼土塊が検出された。

炉　確認できなかった。

ピット　確認できなかった。

覆土　5層からなり，レンズ状に堆積する自然堆積である。

土屑解説

1　黒　褐　色
2　黒　褐　色
3　暗　褐　色

⑥ローム粒子・焼土粒子少量，炭化粒子・黒色ブロック微量

ロームブロック少量，炭化粒子・黒色ブロック微量
ローム粒子中量，焼土粒子少量

可

第171図　第86号住居跡実測図

2nl

4　暗赤褐色　焼土ブロック中量
5　極暗褐色　ローム粒子中量

」L28．4m
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遺物出土状況　土師器片92点（鉢1，高杯3，壷2，嚢類86）が南側を中心に散在して出土しており，図示で

きたものは2点である。226・TP15とも床面から出土しており，本跡に伴うものと考えられる。

所見　焼土塊・炭化物などは多量に検出されていないが，土層観察から焼失住居と考えられる。時期は出土土

器から，4世紀代と考えられる。

第172図　第86号住居跡出土遺物実測図

第86号住居跡出土遺物観察表（第172図）

0　　　　　　　　　　　　10cm

」　＿＿　；　　　！

番号種別器種口径器高底径 胎土 色調焼成 手法の特徴 出土位置備考

326土師器襲［15．4］（9．3）
長石・石英・

雲母・赤色粒子
にぷい橙普通
頚部から休部外面上段弱いパケ目整形，

外面中段へラ削り，内面へラナデ
床面30％

TP15土師器襲－（2．8）－長石・石英 橙普通口縁部外面パケ目整形 床面

第87号住居跡（第173図）

位置　調査区西部のC2b4区に位置し，標高28．1mほどの台地平坦部に立地している。

規模と形状　長軸5．3m，短軸4．7mほどの長方形で，主軸方向はN－330－Eである。壁高は20～28cmで，各壁

とも外傾して立ち上がっている。

床　ほぼ平坦で，中央部付近が踏み固められている。壁溝は，各壁に一部が欠けるものの，ほぼ仝周している。

また，南東壁中央部付近から北西壁に向かって長さ1．2m，幅25cmほどの溝状の掘り込みが見られ，北東壁の

東コーナー寄りから南西壁方向に向かって長さ2．2m，幅25cmほどの土手状の高まりも確認された。

炉　中央部より北側に重複して2か所確認された。炉1は炉2の北部を掘り込んでおり，長径90cm，短径

80cmほどの楕円形である。炉2は北部を炉1に掘り込まれているが，長径75cm，短径60cmほどの楕円形と推

測される。ともに掘り込みは見られなかったが，炉床面は被熱のため赤変硬化している。

ピット　確認できなかった。

貯蔵穴　東コーナー寄りに位置し，径70cmほどの円形で深さは82cmである。底面は平坦で，壁の北側は直立

ぎみに立ち上がっている。

貯蔵穴土層解説
1　黒　褐　色　　ローム粒子微量

2　極暗褐色　　ローム粒子少量．焼土粒子・炭化粒子微量
3　暗　褐　色　　ローム粒子微量

4　暗　褐　色　　ローム粒子・焼土ブロック微量

5　褐　　　色　　ロームブロック微量

覆土12層からなり，不自然な堆積状況を示した人為堆積である。

土層解説

1　黒　褐　色　　ロームブロック少量，黒色ブロック微量
2　黒　褐　色　　ロームブロック中量

3　黒　褐　色　　ローム粒子少量
4　暗　褐　色　　ロームブロック中量
5　黒　　　色　　ローム粒子微量
6　極暗褐色　　ローム粒子少量

7　黒　褐　色

8　黒　褐　色

9　黒　褐　色

10　暗　褐　色

11極暗褐色

12　暗　褐　色

－185－

ロームブロック・炭化粒子微量
ローム粒子中量
ローム粒子微量
ロームブロック少量

ロームブロック微量
ローム粒子中量



遺物出土状況　土師器片283点（柑3，高杯12，壷4，賓類264），土製品3点（土玉）が出土しており，図示

できたものは4点である。DP200は間仕切溝内，DP202は北東壁際の床面からそれぞれ出土している。そのほ

か混入した縄文土器99点が出土している。

所見　貯蔵穴はかなり深く掘りこまれており，ほかの住居にはあまり見られないものであった。また，その貯

蔵穴を囲むように土手状の高まりと，間仕切と考えられる溝が検出され，生活空間を使い分けていたことも考

えられる。時期は出土遺物から4世紀代と考えられる。

！く＝：二≡

第173図　第87号住居跡・出土遺物実測図

第87号住居跡出土遺物観察表（第173図）
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番号種別器種口径器高底径 胎土 色調焼成 手法の特徴 出土位置備考

328土師器重臣 （3．4）－長石・石英
にぷい

橙
普通
頸部隆帯は刺突痕と櫛臼状工具により

押庄
覆土

－186－



番号 種別 長 さ 幅 孔 径 重量 材 質 特徴 出土位置 備考

D P20 0 土玉 2．7 2．9 0．6 2 2．2 土 外 面丁寧 なナデ，ヘ ラ当痕 間仕切 り港 内

D P20 1 土玉 3．0 3．0 0．7 2 6．6 土 外 面ナデ 床面

D P2 0 2 土玉 3．1 2．9 0．9 2 4．3 土 外 面ナデ 北東壁際

第91号住居跡（第174・175図）

位置　調査区西部のB2h6区に位置し，標高約28．0mほどの台地平坦部に立地している。

規模と形状　長軸3．6m，短軸3．3mほどの方形で，主軸方向はN－330－Eである。壁高は10～14cmで，各壁と

も外傾して立ち上がっている。

床　中央部付近がやや高く，各壁に向かって徐々に下がっている。また，中央部付近から南東壁方向に細長い

形で硬化面が見られた。

炉　中央部付近に重複して2か所確認されている。炉1は炉2を掘り込み，長径70cm，短径40cmの不整楕円

形で，床を8。mほど掘りくぼめている。炉2は長径38。m，短径24。mほ巨の楕円形と推測され，床面を5。mほ

ど掘りくぼめている。ともに炉床面は被熱のためやや赤変硬化している。なお，土層は第1～5層が炉1，

6・7層が炉2である。

炉土屑解説

1　暗赤褐色　　焼土ブロック少量（炉1）
2　暗赤褐色　　焼土粒子少量（炉1）
3　にぷい赤褐色　　焼土ブロック少量（炉1）
4　赤　褐　色　　焼土粒子多量（炉1）

5　にぷい赤褐色

6　にぷい赤褐色

7　暗赤褐色

ピット　確認できなかった。

覆土　6層からなり，レンズ状に堆積している自然堆積である。

土屑解説

1　黒　褐　色　　ローム粒子少量

2　黒　褐　色　　ローム粒子微量

3　暗赤褐色　　焼土ブロック少量，ローム粒子微量
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第174図　第91号住居跡実測図
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DP204
CI

ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子微量（炉1）
焼土ブロック中量（炉2）

焼土ブロック中量（炉2）

4　黒　褐　色　　ロームブロック中量，炭化物微量
5　暗　褐　色　　ローム粒子・炭化粒子微量

6　暗　褐　色　　ローム粒子少量
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遺物出土状況　土師器片31点（嚢類），土製品2点（土玉），石製品1（磨石）が出土しており，図示できたの

は3点である。DP203・DP204は南東壁付近の覆土中層と床面，Q88は床面からそれぞれ出土している。その

ほか，混入した縄文土器13点，陶器1点が出土している。

所見　時期判定の資料となる遺物が少ないが，住居の形状や主軸方向から4世紀代と考えられる。

：二・・
第175図　第91号住居跡出土遣物実測図

第91号住居跡出土遺物観察表（第175図）

㊤　巨）

10cm

！　　　；　　　！

番号種別長さ幅孔径重量 材質 特徴 出土位置備考

DP203 土玉 3．0 3．3 0．7 28．7 土 外面ナデ，一部へラナデ 南東壁付近床面

DP204 土玉 3．5 3．7 0．5 38．4 土 外面ナデ，指頭痕 中層

番号種別長さ幅厚さ重量 材質 特徴 出土位置備考

Q88 磨石 9．7 8．5 5．1 600．6 花崗岩側面研磨痕，両面中央部くぼみ，被熱により赤変 床面

第92号住居跡（第176・177図）

位置　調査区西部のClaO区に位置し，標高28．0mほどの台地平坦部に立地している。

規模と形状　長軸4．9m，短軸4．7mはどの方形で，主軸方向はN－410－Eである。壁高は35～40cmで，各壁と

も直立ぎみに立ち上がっている。

床　ほぼ平坦で，中央部から東部にかけて踏み固められている。壁溝は北コーナーと南西壁の一部を除いて巡

っている。また，南東壁の中央部付近から，北西壁に向かって長さ1．0m，幅24cmほどの溝状の掘り込みが見

られる。

炉　中央部やや北側に位置しており，長径76cm，短径48cmほどの楕円形で，床を12cmほど掘りくぼめられ，

炉床面は被熱のため赤変硬化している。また，炉床部から炉石転用と思われる土製品が出土している。

炉土層解説

1暗赤褐色　　ローム粒子・焼土ブロック少量，炭化粒子微量　　　3　黒　褐　色　　炭化物少量，焼土粒子微量

2　黒　褐　色　　焼土ブロック少量，炭化物微量　　　　　　　　　　4　暗赤褐色　　ローム粒子・焼土粒子微量
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ピット　4か所。すべて主柱穴と考えられ，深さは70～83cmである。

貯蔵穴　東コーナー部に位置し，径40cmほどの円形で，深さは54cmである。底面は平坦で，壁は直立ぎみに

立ち上がっている。

貯蔵穴土層解説

1　黒　褐　色　　ローム粒子・炭化粒子少量，焼土粒子微量
2　暗　褐　色　　ローム粒子少量

⑥3　黒　褐　色　　ロームブロック微量

可

」＝27．8m

‾宰三二二軒′‾
4　43

第176図　第92号住居跡実測図
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覆土　壁際の第4層と覆土下層の第7・8・9層は焼土や炭化物を多く含んでいることから，焼失に伴って形

成された層と考えられる。
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土層解説
1　黒　褐　色　　ローム粒子少量，炭化物微量

黒

黒

黒

極

暗

褐　色　　ローム粒子中量，炭化材微量
褐　色　　ローム粒子少量，炭化材微量

色　　ローム粒子少量，焼土粒子・炭化粒子微量
暗褐色　　ロームブロック少量・炭化材少量

褐　色　　ローム粒子中量，炭化材少量

7　暗赤褐色　　焼土ブロック多量，炭化物少量

8　黒　褐　色　　炭化物中量，焼土粒子少量
9　黒　褐　色　　ローム粒子・炭化粒子中量

10　暗　褐　色　　ローム粒子中量
11暗　褐　色　　ロームブロック微量

遺物出土状況　土師器片133点（高杯5，壷7，賓類121），土製品1点（炉石型土製品）が多量の炭化材と焼

土塊とともに出土している。図示できたものは3点であり，DP205は炉床面から出土している。なお炭化材は

南側に偏在している。そのほか，混入した縄文土器77点，陶器1点が出土している。

所見　床面からの土器の出土が少ないことから，住居廃絶後に焼失したものと考えられる。時期は，出土土器

から4世紀代と考えられる。

第177図　第92号住居跡実測図

第92号住居跡出土遺物観察表（第177図）

⊂ユ2。5
10cm

仁一　；　＿＿二」

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手法の特徴 出土位置 備考

331 土師器 整 18．2 21．7 5．4 長石・石英 にぷい橙 普通
頭部から休部外面中段パケ目整形，外面

下段へラ削り，ロ緑部内面パケ日整形
下層
95％

PL25

TP16 土師器 賓 － （5．4） 長石・赤色粒子 浅黄 普通 頚部から休部パケ目整形
南西壁付

近床面
PL48

番号 種別 長さ 幅 厚さ 重量 材質 特徴 出土位置 備考

DP205
炉石形

土製品
（16．6） 5．8 2．6 （193．1） 土 外面ナデ 炉床面

第93号住居跡（第178・179図）

位置　調査区西部のB2e4区に位置し，標高27．9mほどの台地平坦部に立地している。

規模と形状　長軸4．4m，短軸4．0mほどの長方形で，主軸方向はN－330－Eである。壁高は8～25cmで，各壁

とも外傾して立ち上がっている。

床　南側部に凸凹があり，中央部付近が踏み固められている。

炉　中央部より西側に位置しており，長径70cm，短径48cmほどの楕円形で，床を10cmほど掘りくぼめている。
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炉床面は被熱のため赤変硬化している。

炉土層解説

1　暗赤褐色　焼土粒子少量

2　暗赤褐色　焼土ブロック少量
3　にぷい赤褐色　　ローム粒子・焼土ブロック少量

ピット　確認できなかった。

貯蔵穴　南コーナー部に位置し，径55cmほどの円形で，深さは40cmである。底面は皿状で，北側は二段に掘

り込まれている。

貯蔵穴土層解説

1　黒　褐　色　　ロームブロック微量

2　黒　褐　色　　ローム粒子少量

3　黒　　　色　　ローム粒子微量

4　黒　褐　色　　ロームブロック少量

5　暗　褐　色　　ローム粒子中量

覆土　9層からなり，レンズ状に堆積する自然堆積であると考えられるが，壁際については不自然な堆積状況

も見られる。

土層解説
1　極暗褐色　　ローム粒子微量
2　黒　褐　色　　ロームブロック・炭化粒子微量
3　黒　　　色　　焼土粒子少量，ローム粒子・炭化粒子微量
4　暗　褐　色　　ローム粒子少量，炭化粒子微量
5　黒　褐　色　　ロームブロック・炭化物少量

6　黒　褐　色　　ロ

7　黒　褐　色　　ロ

8　暗　褐　色　　ロ

9　暗　褐　色　　ロ

ーム粒子微量
－ムブロック少量
－ム粒子中量
－ムブロック少量

遣物出土状況　土師器片216点（壷29，甑1，嚢類185，ミニチュア土器1），土製品1点（土玉）が出土して

おり，図示できたものは6点である。337は横位，340は斜位で床面から出土し，338・339は投棄されたような

状態で出土している。また，DP206は貯蔵穴付近の床面から出土している。そのほか混入した縄文土器33点が

出土している。

所見　時期は，出土土器から4世紀前半と考えられる。

可　　　可
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第178図　第93号住居跡実測図
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第179図　第93号住居跡出土遺物実測図

第93号住居跡出土遺物観察表（第179図）

番 号 種 別 器 種 口径 器 高 底 径 胎 土 色 調 焼 成 手 法 の 特 徴 出 土位 置 備 考

3 3 6 土 師 器 宣E 15 ．4 （6 ．3） －

長石 ・石英 ・雲母 ・

赤 色 粒 子
にぷい橙 普 通

口辺 部 外 面 へ ラ磨 き ， 口 辺 部 内 面 パ ケ 目

整 形
中層 10 ％

3 3 7 土 師 器 － （28 ．4 ） 7．8
長 石 ・石英 ・雲母 ・

明赤褐 普 通
頭 部 に隆 帯 貼 り付 け後 キザ ミ目施文 ， 体部

床 面
8 0 ％

宝E 赤 色粒 子 ・礫 内 ・外 面 ナ デ ， 底 部 へ ラ 当痕 P L 2 7
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番号 種別 器種 口径 器 高 底径 胎土 色調 焼成 手 法の特徴 出土位 置 備考

338 土 師器 襲 ［17．6］（18．4） 長 石 ・石英 ・

雲 母 ・赤色粒子

にぷい

黄橙
普通
口辺部 から体 部中段 パケ目整形，体部

内面へ ラナデ，輪積 み痕
上層～中層 40％

33 9 土 師器 甑 25．6 15．0 ［6．3］
長石 ・石英 ・雲母 ・

赤色粒子 ・礫
にぷい橙 普通

口辺部 から休部外 面下段パケ 目整形，

口緑部 内面パ ケ目整形，単孔
下層～床面 80％

PL 3 1

3 4 0 土 師器
ミニチュア

土器
4．3 8．2 2．8 長石 ・石 英 にぷい橙 普 通

体部外面弱 いパ ケ目整形，頸 部に突帯

貼 り付 け，下段 内面 へラ当て痕
床面

95％

Plj 2

番号 種 別 長 さ 幅 孔径 重量 材 質 特　 徴 出土位 置 備考

D P20 6 土 玉 2．7 2，7 0．8 17．7 土 外面ナ デ 貯蔵穴付近床面

第94号住居跡（第180・181図）

位置　調査区西部のB2hl区に位置し，標高28．0mほどの台地平坦部に立地している。

規模と形状　長軸4．7m，短軸4．2mほどの長方形で，主軸方向はN－260－Eである。壁高は27～34cmで，各壁

とも直立ぎみに立ち上がっている。

可　　可　　可
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床　ほぼ平坦で，中央部付近から南側にかけて踏み固められており，南コーナー部と南西壁に壁溝が確認され

ている。また，南東壁の中央部付近から北西壁に向かって，長さ90cm，幅10cmほどの溝状の掘り込みが見ら

れ，さらにこれと平行して北西壁の北寄りの部分から南東壁に向かって，長さ2．8m，幅10cmほどの溝状の掘

り込みが見られる。

炉　2か所。炉1は中央部よりやや南西寄りに位置し，径75cmほどの円形で床を9cmほど掘りくぼめられて

いる。炉2は炉1の北側に位置し，長径60cm，短径42cmほどの楕円形で掘り込みは確認できず，焼土が堆積

した状態であった。ともに炉床面は被熱のため赤変硬化している。

炉1土層解説

1　にぷい赤褐色　　焼土粒子少量

2　にぷい赤褐色　　焼土ブロック少量

ピット　1か所。深さは28cmで，

貯蔵穴　南コーナー部に位置し，

壁は外傾して立ち上がっている。

貯蔵穴土層解説

1　黒　褐　色　　ローム粒子少量

2　暗　褐　色　　ロームブロック微量

3　暗　褐　色　　ロームブロック少量

3　暗赤褐色　　焼土ブロック少量

炉1と向かい合う位置にあり，出入り口施設に伴うピットと考えられる。

長径72cm，短径50cmほどの楕円形で，深さは36cmである。底面は平坦で，

4　黒　褐　色　　ロームブロック少量
5　灰　褐　色　　ローム粒子微量

覆土　8層からなり，レンズ状に堆積している自然堆積である。

土層解説

1　黒　　　色　　ロームブロック中量　　　　　　　　　　　　　　　　5　黒　褐　色　　ローム粒子少量

2　黒　褐　色　　ローム粒子微量　　　　　　　　　　　　　　　　　6　極暗褐色　　ロームブロック中量
3　黒　褐　色　　ロームブロック少量　　　　　　　　　　　　　　　7　極暗褐色　　ロームブロック少量

4　黒　褐　色　　ローム粒子少量，焼土粒子・炭化粒子微量　　　　　8　褐　　　色　　ローム粒子少量

遺物出土状況　土師器片120点（高杯3，壷6，鉢2，嚢類109），土製品5点（土玉4，不明土製品1）が散

在して出土しており，図示できたものは9点である。341は北西壁付近，342・343は西コーナー付近の床面，

土製品は北西壁や南東壁付近の床面を中心にそれぞれ出土している。そのほか混入した縄文土器120点が出土

している。

所見　時期は，出土土器から4世紀代と考えられる。

DP208 C抜2。9C且21。
第181図　第94号住居跡出土遺物実測図
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